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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「……疲つかれた」

　十一月半ばの凍こごえた木こ枯がらしが、そんな重たい呟つぶやきを運んでいく。

　守まも里りはタートル巻きにしたマフラーに口元を埋うずめながら、小さくぐすりと鼻を啜すすりあげた。

　駄だ目めだ。自分でもうんざりするほど空腹で眠ねむたいのに、おまけにこんな寒さまで重なってこられては、そのうち本気でその辺にぱったりといってしまいそうな気がする。

「ていうか逝いける……」

　冗じよう談だんではなく、疲労困こん憊ぱいの頭が本気で意識を飛ばしかけていた。

　社会人二年目も終しゆう盤ばんに差し掛かかった、今年。

　かねてより希望していた、それでもきっと見込みはないだろうと半ば諦あきらめながら受けた大手の広告代理店に奇き跡せき的に新卒で就職を決め、当初はやることなすこと全すべてにやる気が満ち溢あふれていたはずなのに、どうしてか今は全てが絶望的に思えている。

「────…」

　守里は、はぁ…と深く胸で息をついて、歩みを止めた。

　ふと目に留まった、閉店のガラスに反射したネオンに映し出される自分を見て、言葉を失う。ひどい有様だ。

　多た忙ぼうのせいで今まで気に留める暇ひまがなかったが、すっかり瘦やせて肩かた幅はばが合わなくなったスーツがだらしなく見えた。

　梳とかせば柔やわらかい栗くり毛げの髪かみは、起きがけに家を飛び出してきたときのまま乱れ、他人からよく大きいと言われる瞳ひとみは、今にも目ま蓋ぶたが落ちそうに細まって、希望なく澱よどんでいた。

　母親譲ゆずりだと言われる透すき通った肌はだも、ぽてりとした柔らかな唇くちびるも、少し近づいて見れば如によ実じつに分かるほど、色いろ濃こい疲れを滲にじませて荒あれていた。

　生活の乱れが原因であることは分かっている。私生活が仕事に食われ、ここ最近では終電で帰ることのほうが多く、今日みたいに比ひ較かく的てき早く会社を出られること自体が珍めずらしかった。

　年末が近づいて、いつにも増して忙せわしなくなっているとはいえ、さすがにこんな状態がいつまでも続いているのはうんざりだった。

「……？」

　そのときふとショーウィンドウから視線を外した守里は、道の先に見つけた、柔らかい光を放っている看板に目を奪うばわれた。




【────健康と元気はからだの内側から。からだが軽いと心も弾はずみます！】




　閉店している店が多い通りで、唯ゆい一いつ看板が出たままになっているそこに歩み寄ってみると、そんな優やさしい丸文字の宣伝文句が書かれていたのは、整体院のものだった。

　ひまわり総合整体院──少し頭を持ち上げてみると、目の前の建物に、看板と同じ名前が掲かかげられている。

「整体院……」

　白い二階建ての店で、その正面には綺き麗れいに剪せん定ていされたサツキの生け垣がきがあった。

　清潔感と親しみやすさが窺うかがえる、その小こ綺ぎ麗れいな外観には好感が持てた。

　守里は無意識に自分の肩かたに手をやって、指先で軽くそこを押さえていた。

『藤ふじ嶋しま、硬かたい。凝こりすぎ。ヤバいって、これ』

　不意に、会社でよく肩を揉もんでくれる仲の良い同どう僚りようの言葉を思い出した。

　確かにもともと肩こり持ちではあったが、最近では悪化したそれが原因で、頭痛薬が手放せない状態になっていた。

「そういえば、整体行くとかなり楽になるって言ってたっけ……」

　ブラインドを降ろした窓からは、まだ光が零こぼれている。

　行ってみようかな、と興味が頭をもたげて、再び看板に視線を戻もどした。

　だがそう思い立ったのも束つかの間、よく見てみるとすでに営業は終わっていた。

　途と端たんに「なんだよ」と不満を漏もらしたが、思い返してみれば、今までにこの時間帯にここを通ったどのときも、この看板が目に入ってきたことはなかった気がする。

　おそらく、今日はたまたま仕し舞まい忘れているのだろう。

「まぁ…仕方ないか」

　やっていないものには入りようがない。明日あしたの仕事のこともある。それならば、さっさと家に帰って眠りについてしまおうと、すぐさま欲よつ求きゆうの矛ほこ先さきも変わった。

　そもそも平日のこの時間では通えない。休日はベッドから抜ぬけ出すことすら困難なのに、そんな自分に整体のような通いものが向いているはずがないことにも気づいてしまった。

　帰ろう。

　途端に虚むなしさを感じて、守里が看板をよけて歩き出そうとした、そのときだった。

「────藤嶋？」

（え？）

　突とつ然ぜん、自分の名前を呼ばれて、守里は反射的に背後を振ふり返った。

　そこには、白い医務衣の上に黒いダウンジャケットを羽織った、まさにこの整体院から出てきたと思われる男が立っていた。

「藤嶋守里、だよな。……そうだろ？」

「あの……？」

　守里は男のほうに向き直って、怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめた。

　真っ直すぐにこちらに向けられた、深い色合いの切れ長の瞳を見返す。

　額に長くかけられた、嫌いや味みじゃない程度に整えられているのが分かる、艶つやのあるダークブラウンの髪。通った鼻筋や形の良い薄うすい唇。均整のとれた長身の体たい軀く──どれをとっても、おそらく女性なら、声をかけられた瞬しゆん間かんに誰だれもが猫ねこなで声ごえに変わってしまいそうな端たん整せいな容よう貌ぼうをした男である。

　暗がりの中、守里はその男の顔を食い入るように見つめた。　>>>♥

　親しげに話しかけてくるところをみると、知り合いなのかもしれない。確かにどこかで見たことがあるような気もしたが、思い出すまでには至らなかった。

　守里の鈍にぶいままの反応を見て、男が気まずげに首の後ろを搔かいた。

「まぁ随分経ってるし、さすがに分からないよな……」

「…？」

「俺だよ。高三のとき同じクラスだった、都つ筑づき諒りよう也や。───覚えてない？」

　ツヅキ、リョウヤ。

　その名前を嚙かみ砕くだくように胸中で復唱し終えたあと、守里ははっと目を瞠みはらせた。

　脳のう裏りに微かすかに閃ひらめいた鋭するどい眼まな差ざしを思い出して、冗談ではなく息が止まるかと思った。

「え、ぁ、う……」

（うそ───）

　頭の中で、名前と当時の記き憶おくが甦よみがえった瞬間、守里は無意識に一歩、二歩と後あと退ずさっていた。

　踵かかとがガンと背後の看板の足に当たったとき、改めて顔を上げる。

　都筑諒也──その名前を忘れるはずがない。

　それは、守里が高校時代に避さけまくっていた、かつての同級生の名前だ。

　とはいえ、学年でも目立つグループにいたこの男と、無難な毎日を過ごしていた自分とでは、話した回数も片手で足りるほどしかない、いわゆる形だけの『同級生』だったわけだが。

　それなのに、どうして自分がこの男…都筑を避ける状じよう況きようにいたのかといえば────。

　こちらがどうこうではない。ただ、都筑のほうがひどく自分を嫌きらっていたのだ。

　もっとも、守里からすれば別段都筑に嫌われるようなことをした覚えはなく、関かかわりを持った記憶もなかった。それなのに、ことあるごとに睨にらまれたり舌打ちされたりを繰くり返され、一体都筑は自分の何がそんなにも気に食わないのか分からなくて、困こん惑わくした。

　おそらく無意識のうちに何か都筑の気に障さわるようなことをしてしまったのだろうが、そんなあからさまな敵意は、波風を立てることが嫌いな守里を萎い縮しゆくさせるには充じゆう分ぶんだった。

　そのうちどこかに呼び出されて、いつか暴力まで振るわれるようになるのではないかと考えれば、それこそ蛇へびに睨まれた蛙かえるのように毎日生きた心ここ地ちがしなかった。

　そういうわけで、もとより抱いだいていた苦手意識の中に不ふ明めい瞭りような恐きよう怖ふ感かんが加わって以来、徹てつ底ていして都筑を避け続けてきていたのだ。

　そんなトラウマの相手を、守里はまじまじと見つめた。

　卒業してもう随ずい分ぶんと経たつが、言われてみれば確かに当時の面おも影かげがそこにあるような気がした。

「久しぶりだな。……仕事の帰りか？　県外の大学に行ったって聞いてたけど、こっちに戻って来てたんだな。ああ、俺はここで働いてるんだけど───」

　屈くつ託たくない笑えみを浮うかべながら、都筑が背後の整体院を親指で示した。

　昔のことなど露つゆとも覚えていない様子で話しかけてくる都筑に、呆ぼう然ぜんとなる。

「家ってこの辺なのか？　それとも会社が近くとか？」

「……」

　目の前に都筑が立っていることを意識するだけで頭が真っ白になり、緊きん張ちようと驚きよう愕がくで守里は硬こう直ちよくした。都筑はそんな守里の様子に小さな苦く笑しようを浮かべると、守里の背後にある看板を指差してきた。

「……整体に興味あるのか？」

「え、あっ、いや……」

　守里はびくりと肩を揺ゆらして、支えにしていた看板から手を離はなす。慌あわててその場から飛びのくと、大きく首を左右に振った。

「そういうことは、全然…っ」

　あるわけがない。違ちがう──数分前までは確かにあったが、トラウマがある相手と関わりがある場所と分かった時点で、少なくともこの整体院に用はなくなった。

　恐怖心を紛まぎらわせるように俯うつむきがちに笑みを象かたどりながら、ゆっくりと後退る。

「あの…おれ、家もっと先なんだ。電車の時間とかあるし…だから、残念だけど───」

　それじゃあ、とさりげなさを装いながらも守里は身を翻ひるがえして駆かけ出した───つもりだった。

「───ちょっと待て、藤嶋」

　ガシッとものすごい速さで都筑の手が守里の肩を捉とらえてきた。そのせいで、がくんと身体からだが後方へ傾かしぐ。

　気がつくと、都筑の指がしっかりと自分の肩に食い込んでいた。

「ひっ……」

　その感かん触しよくが身の内深くまで伝わってきた瞬間、涙なみだが出そうなほど全身がぞわりと総毛立った。

　不自然な態度で、都筑から逃にげようとしていたことがばれたのかもしれない。

　後ろを振り返るのがものすごく怖こわかった。

「あ…あ、あの、あの……っ」

　きっと肉食動物に捕つかまった小動物はこんな気持ちに違いないと、心臓をばくばくと言わせて、守里は芯しんから身体を凍こおりつかせた。

　どうなってしまうかは最も早はや都筑の一存と言っても過言ではない、このとんでもなく恐怖感を煽あおる状況に、守里はきつく目をつぶった。

　けれど───。

「お前、身体硬過ぎだろ。筋肉張ってるし、姿勢も悪いし」

「──へ？」

「これは放ほうっておくと大変だぞ。自分のことなのに、分からないのか？」

「……？」

　肩かたから手が離されていったので、そっと都筑のほうを振り返ってみる。

　自分を見て深刻そうな顔をしている都筑に、更さらに頭の上でクエスチョンマークが飛んだ。

「顔色にも表れてるけど、疲つかれ溜ためすぎ。今から施せ術じゆつしてやるから来いよ。多分、随分ましになると思うから」

「え…い、いい───」

「いいわけないだろ。こういうの放っておくと、あとになってストレスでおかしくなったり、最悪の場合、年ねん齢れいに関係なく過労死することだってあるんだからな」

「えっ…、か、過労死っ──？」

　確かに過労で倒たおれたと言われたところで、「ああ…そうでしたか」と納なつ得とくして頷うなずける程度には連日働き詰づめではあるけれど。

　それでも、倒れるくらいなら理解できるが、過労でポックリ逝いってしまう可能性を言われるとさすがに血の気が引いていく。

「や、あの…でも…営業時間とっくに終わってるんじゃ……？」

　都筑の物ぶつ騒そうな一言が気に掛かかりながらも、守里は忙せわしなく睫まつ毛げを上下に揺らして、都筑を見上げた。

　都筑がゆっくりとこちらへ歩み寄ってくる。

　それから急に伸のびてきた手に両りよう肩かたを摑つかまれて、まばたきを忘れて固まった。

「これは、一施術者として見過ごせない。いいから来いって」

「えっ!?」

　真面目まじめな顔でそんなことを言うくせに、「な？」と確かく認にんする態度がいい加減すぎる。

　都筑は守里の肩を抱いたままとっくに歩き出していた。

「え、ちょ、ちょっと…っ」

「まぁまぁ、遠えん慮りよするなって」

「してない！　遠慮全然してない……っ」

　肩を抱かれていたはずが、いつの間にか守里は都筑に後ろ向きに引きずられるようにして、院のほうへと連行されていたのだった。

「ちょ、ちょっと…っ、ちょっと───ッ！」










「ほら」

　正面の自動ドアは停止してあるからと裏口に回され、タペガラスを用いた片開きの扉とびらを開いた都筑に中へと促うながされる。

（なんでこんなことに……）

　内側から零こぼれてきた暖気に導かれるようにして、守里は院の中へと一歩足を踏ふみ入れた。

「こういう接客、キャッチセールスと同じなんじゃ……」

「なんか言ったか？」

「……」

　守里は小さく溜ため息いきをついて、室内をぐるりと見回す。

　ともあれ、案内された院の中は暖かく、冬の寒気に芯まで冷やされた身体には快適だった。

　内装も柔やわらかいクリーム色で統一されていて優やさしく、表の玄げん関かんからすぐにある受付は、院の名前通り、カードスタンドや時計などひまわりを模した雑貨で飾かざられていて可愛かわいらしかった。

「しかし、本当に久しぶりだよな。六年ぶりくらいか？」

「……そう、かな」

　笑み混じりに話しかけてくる都筑の言葉に、もうそんなになるのかと単純な驚おどろきを覚えた。

「都筑…がここに勤めてたなんて思わなかったよ」

　もっとも知っていたら、立ち止まりなどしなかっただろうが。

　それどころか、回り道さえしていたかもしれない。

（けど……）

　自分の記き憶おくしている都筑と、目の前にいる都筑の雰ふん囲い気きがいまいち合がつ致ちしなかった。

　こんなふうにころころと表情の変わるような相手だっただろうか。

　それに──自分に向けられる眼まな差ざしが、心なしか柔らかい気がするのだ。

「……髪かみ、染めたんだね」

　守里はちらりと視線を持ち上げて、今は記憶よりも少しだけ茶味の濃こくなった髪色を眺ながめた。

　確か昔は染めていなかった気がする。だからこそ分からなかったというのもあるが、都筑は「ああ、まぁな」と軽く指先で前まえ髪がみを弾はじいて答えただけで、脱ぬいだダウンを近くの椅い子すの背に掛けて、受付の中へと入っていってしまった。

「藤嶋はあんまり変わってないよな。外で見つけたとき、すぐに分かった」

　クリップボードとペンを手に戻もどってきた都筑が、接客用のソファ前のガラステーブルにそれを置いて、守里を振ふり返った。

「……そう？」

「まぁ、そこまでやつれてはなかったけどな」

「あー…うん。仕事が忙いそがしくて……」

　ぎこちなく相あい槌づちを打ちながら、のろのろとした足取りでソファまで移動する。

　大体にして、都筑が自分のことを覚えていたことに驚きだった。

　高校時代にいくら気に食わない相手として印象深かったとしても、都筑からすれば自分のような人間は、一度離れてしまえば最も忘れやすい存在だと思っていた。

　守里は弾だん力りよくのあるふかふかなソファに腰こしを落ち着けて、ペンを手に取る。

（あ、これもひまわり……）

　ノックの部分にポップなひまわりのマスコットのついたガーリーなボールペンだ。

　それを見て、一いつ瞬しゆん間かん動きを止める。それからもう一度、守里は院内に視線を巡めぐらせた。

　院内といい、小物といい、これは一体誰だれの趣しゆ味みなのだろう。

　営業終しゆう了りよう時間まで院に残っていることといい、ここはもしかして都筑が経営しているのだろうか？

　そうだとしたら、このファンシーな内装や小物はもしかしたら都筑の意外な趣味なのか──と、胡う乱ろんな眼差しで都筑を見上げた。

「……あのさ。この店って、都筑がやってるの……？」

「いや？　違ちがうけど。俺の伯母おばさんの店。俺はそのツテで雇やとってもらってるただの従業員。あーでも、金銭管理のヘタな伯母さんに代わって、俺がこうやって遅おそくまで残って経理関係の仕事もやらされてるんだけどな」

「ああ…そっか。そうなんだ。大変なんだね」

　なるほど、それでこの少女趣味か。

　なんでもない態度で頷いておきながら、向かいであっさりと否定した都筑に妙みような安あん堵どを覚えた。疑問が解消して、ようやく守里は落ち着いて問もん診しん票ひようにペンを走らせることができた。

　住所や氏名の基本的な個人情報から、凝こりや張りが気になる部位や過去の病気情報などの注意点……最後にプライバシーポリシーの説明まで読んで、ペンを置いた。

「書けたけど……」

「ん」

　差し出したボードとペンを受け取った都筑が、問診票の内容に目を通しはじめた。

　顎あごに当ててカチカチと言わせているひまわりのボールペンが、見事に都筑とミスマッチだ。

　そんな目の前の光景を眺めながら、ふと問診票の内容を思い返していると、急に胸に不安感が広がってきた。

　そもそも整体が何をするものなのかが、守里にはよく分かっていなかった。

　それでも『整体』というからには、本質は体の状態を整えるところにあるのだろうから、よくテレビなどで目にするものと同じならば、芸能人がマッサージを受けてひーひー叫さけんでいたり、足つぼを押されてぎゃあぎゃあ喚わめいていたりするものということになる。

　そこまで考えて、突とつ然ぜんに額に冷や汗あせが浮ういてきた。

（どうしよう…。やっぱり帰ろうかな……）

　痛いのは嫌いやだ。怖こわい。

　しかしここまで来て、今いま更さら帰るなんて主張が認めてもらえるものだろうか。

　大体なんと言う？　痛くされるのが怖いから帰らせて欲しい？

（─────いや……）

　なんとなく、都筑にそんな女め々めしい姿を見せるのは癪しやくである。

「よし。じゃあ俺、準備済ませたら行くから、先に向こうの施せ術じゆつ室に入ってて」

　そんな守里の胸中の自問自答など露つゆ知らない都筑は、小さく目元を和なごませて穏おだやかに笑う。

　ボードにペンを挟はさみ込んで立ち上がると、奥の部屋を指差した。

「ベッドは好きなところ使っていいからな」

「ぁ……」

　引きとめる間もなく、都筑は受付の奥へ入っていってしまう。

　守里はその背中を見送って、胸の前に抱かかえた鞄かばんの縁ふちをきゅっと握にぎり締しめた。

　こうなったらもう、腹を括くくるしかない。コースの説明はなかったので、本当に何をされるのか分からないが、そこはもうプロである都筑に任せておけば大だい丈じよう夫ぶだろう。

『施術室』と可愛いポップなうさぎの絵が描かかれたプレートが下がっている引き込み扉を開けると、受付よりもさらに温かい空気が守里を包み込む。

　扉から一番近いベッドに歩み寄ると、荷物入れらしいかごを見つけた。

　守里は、中に鞄とマフラーを置いて、近くにあったハンガーにコートと背広を吊つるした。

「服って脱いだほうがいいのかな……？」

　あたりを見回して着き替がえを探す。時計や、綺き麗れいに四つ角を揃そろえて畳たたまれたタオルが積まれているメッシュカートの中を覗のぞいてみるが、どこにも見当たらなかった。

　この高めに設定されている温度から考えてみても、脱いでも自然な温度である気がする。

　確かテレビでエステなどを受けていた人たちは脱いでいたような…と断だん片ぺん的な記憶を頼たよりに、とりあえずネクタイに指をかけた。

「……？」

　だが、ネクタイをほどき終え、ワイシャツのボタンに指をかけようとしたとき、ふと目を眇すがめた。

（ほんとに脱がなきゃダメかな……）

　コンプレックスに思っていることは、かろうじて百六十五センチを超こえている身長の低さを筆頭に幾いくつもあるが、昔からどれだけ鍛きたえようと肉がつかない身体からだは自分の目から見ても貧相で、生まれついての女顔の次にコンプレックスに思っていることだった。

　そんなものを人前に晒さらしたいわけもなく、当然気も進まない。

　しかしそうやって守里がぐるぐると悩なやんでいるうちに、閉めたカーテンの向こうで扉とびらが開かれる音がした。そのうち仕切りのカーテンを引いて、都筑が何か色々なものを抱えて現れる。

「あの、さ、都筑……服って脱いだほうがいいの……？」

　おずおずと尋たずねると、荷物をベッドの上に置いていた都筑の視線がふとこちらに向けられた。

「……藤嶋って、もしかして整体はじめて？」

「あ…うん」

　ワイシャツのボタンに手をかけたまま、「はじめて」とこくりと頷うなずく。

「だからどこまで脱げばいいのかとか、よく分からないんだけど……」

「……ああ、なるほど」

　数秒ほど静止した都筑が、やがて「あー…」と宙を見上げて、それから優やさしげに細めた瞳ひとみをこちらへ戻してくると、僅わずかに小首を傾かしいだ。

「じゃあ、全部脱いで」

「ぜ、ぜんぶ…っ!?」

　驚きよう愕がくして目を見開いた守里に、もう一度都筑が「全部」と力強く頷いた。

「あ、う……、じゃあ脱ぐ…けど、全部って、その……パ、パンツも？」

「……お前、どこまで俺に施術させる気だよ」

「────!!」

　あからさまに目を逸そらした都筑を見て、何を言われたのか気がついた守里は、羞しゆう恥ちにかっと頰ほおを染める。慌あわてて都筑に背を向けて、ワイシャツのボタンに指をかけた。

「し、知らないんだから仕方ないだろ……っ」

　もたもたと上から順に一つずつ外していき、中ちゆう盤ばんまで外し終えた頃ころ、ふと背後で黙だまったまま立っている都筑が気になって口を開いた。

「こ、こんなこと…女の人にもさせてるわけ……？」

「まさか。ていうか、うちは女性客には女性スタッフしかつけさせないから」

「ああ、そう……」

　あっさりと答えた都筑に、なんとなく釈しやく然ぜんとしない気持ちを味わいながら、脱ぬぎ終えたワイシャツをそそくさと荷物入れの中に突つっ込んだ。

　都筑の視線を感じるようで、剝むき出しの背中が熱い。

　意識してしまうと駄だ目めで、ベルトを外す指が震ふるえた。これではまるで自意識過か剰じようみたいだ。

「～～～っ、…タオル！」

　ばっと都筑に向かって手だけを差し出す。

　ズボンを落として下着一枚になった瞬しゆん間かん、心がくじけそうになって思わず叫んでいた。

　苦手な相手と二人きりだという状じよう況きようだけですでにいっぱいいっぱいなのに、そんな相手にコンプレックスまで晒さなければいけないなんて、いい加減、心が許容量オーバーだった。

「藤嶋？」

「…ッ、み、見んなよ。どうせ男のくせに薄うすっぺらいとか思ってるんだろ。そんなの言われなくたって自分が一番よく分かってるよ！」

「……いや、別にそんなことは思ってないけど」

「ほ、ほんとは嫌だったんだからな……温泉だって好きじゃないんだぞ。それなのに、こうやって服脱がされるとか…、今ちょっと来たこと後こう悔かいしてるんだからな……！」

　やけくそに叫んで、守里は小さく唇くちびるを嚙かみ締めた。

　半はん袖そでの医務衣から覗く、自分とは違う逞たくましい二の腕うでが恨うらめしく思えて仕方がない。

　けれど同時に、いじけた勢いで支し離り滅めつ裂れつな泣き言を漏もらす自分は、ただ決められた仕事をしている都筑からすれば、さぞかし困った客なのだろうと思った。

　そう考えると、今度は自己嫌けん悪おに陥おちいってしまい、いっそういたたまれない気持ちになった。

　そのときふわりと柔やわらかいものが肩かたに触ふれる。

「……？」

　肩から背中を覆おおっている真っ白なタオルに触れてゆっくりと振ふり返ると、そこには苦く笑しよう混じりに眉まゆ尻じりを下げている都筑がいた。

「分かったから。……ほら、そんな落ち込むなって。な？」

「うう……」

　励はげましているつもりなのか、しかしやけに楽しそうなそれは、どうなのだろう。

「とりあえず、こっち来いよ。施術じゃ絶対後悔させないからさ。ちゃんと、気持ち良くしてやるって」

　そう言って、薄く目を細めて甘やかに笑ってみせた都筑に、僅かに瞠どう目もくした。

　差し伸のべられた掌てのひらを見つめて、躊ちゆう躇ちよする。

　頭が警告音を鳴らしている気がした。

　この手をとってしまえば、後々ものすごく困ったことになるんじゃないか───と。

　確かにそう思ったはずで、いつもの自分なら絶対に危ない橋は避さけて通るはずなのに、気がついたらその手をとってしまっていたのは、多分、弱った心に優しくつけ込んできた相手が、ズルイ人間だったからなのだと思う。










「あのさ、都筑」

「なんだ？」

　消毒液をつけ、手を揉もんでいた都筑の目線がふっと持ち上がる。

　タオルケットをかけてもらい、都筑がサービスで焚たいてくれたリラックス効果があるというジャスミンのお香を嗅かぎながら、ようやく落ち着きを取り戻もどした。

　施術台に腹ばいに寝ねそべりながら、守里は気になっていたことを口にする。

「おれ、コースとか聞いてないんだけど……施術って、具体的に何するの？」

　都筑が「んー」と小さく首を傾げながら、施術台の脇わきへと歩み寄ってきた。

「とりあえず、背骨と骨こつ盤ばんが歪ゆがんでるからそれ整えようと思ってるけど、その前に身体ガチガチだから、ほぐすのにマッサージ入れるな。…というか、藤嶋は姿勢悪すぎ。身体に負ふ担たんがかかるズレ方してるから普ふ段だんの生活から気をつけておかないと」

「あ…、うん。はい…ごめんなさい」

　施術台に横になる前に身体の歪みを確かく認にんしてもらったのだが、指し摘てきされるところ全すべてに痛みや違い和わ感かんの思い当たりがあって、触れるだけで異常を言い当てられるところはさすがプロだと純じゆん粋すいに感心してしまった。

「んで、カイロで骨の矯きよう正せいして、時間があったら足ツボとかしてもいいと思ってるけど」

「カイロ…？」

「カイロプラクティック。手技で脊せき椎ついの歪みとかズレを矯正するんだよ」

「へぇ……」

　曖あい昧まいな相あい槌づちを打った守里に、都筑が微び妙みような顔つきで眉まゆ根ねを寄せる。

　全然理解できていないことを一いつ瞬しゆんで見み抜ぬかれてしまい、はぐらかすように「ははは…」と乾かわいた笑いを漏らした。

　そんな反応に嘆たん息そくした都筑は、守里の背中に手を添そえると、ツボらしい窪くぼみを押さえ込んできた。

「藤嶋、力抜ぬいてろよ」

　そう忠告されて、他人に触れられる慣れない感覚につい力が入ってしまう肩からなんとか力を抜く。椎つい骨こつに沿って背中に降りてきた掌が、肩けん甲こう骨こつに老ろう廃はい物を流し込むように指を這はわせ、その内側の筋肉を押し上げた。

「……っ」

　凝こり固まった部位を強く揉み込まれるたびに、何か黒いものが体外に抜けていく感覚を味わった。圧力をかけられるごとに、息いき詰づまるような重たい息が喉のどの奥から押し出されていく。

　だが、それさえも心ここ地ちが良い。

「…いいぞ。藤嶋はただ、そうやってリラックスしてるだけでいいから」

　心なしか優しく耳に届いた、都筑の和やわらいだ声にも気分が良くなった。

　雑念を捨てて寝そべっていると、それだけで都筑の指の感かん触しよくがリアルに伝わってくる。

　長期に渡わたって全身を鎧よろいのように覆っていた硬かたく凝り固まった筋肉が、的確な指先に深くまで揉み込まれ、ほどけていく。

（きもちいい……）

　肋ろつ骨こつと肋骨の間のツボを揉むように背骨に沿って押さえ込まれると、身体の中で何か泡あわが弾はじけるように自然と両りよう肩かたから力が抜けていった。

　腰こしや腕を丹たん念ねんにほぐしてもらっている頃には、目ま蓋ぶたが重くなってきて、うとうとしていた。

　久しぶりかもしれない。こんなふうに全身から力を抜いて過ごす時間というのは。

「藤嶋、ちょっとこっち来て」

　都筑に呼ばれて、のっそりと身を起こした。手招きされるままにベッドの上部にずれていって、上半身を起こした体勢で座った。

　都筑に肩を軽く揉まれ、頭の後ろで手を組むように言われて腕を持ち上げた。

　組んだ腕の隙すき間まから、都筑の腕が差し入れられて、きつく都筑の胸へと引き寄せられる。

　何をされるのだろうと少しだけ不安になって、僅わずかに都筑を振り返ると、すぐ間近で視線がぶつかった。

　思わず目をしばたかせると、一瞬動きを止めた都筑が、まばたきもせずに僅かに瞠みはった瞳ひとみでこちらを見下ろしてきていた。それから一時して、ふいっと目線が脇に逸そらされていく。

「……しかしお前、見事に肩が張ってるよな。あのさ、貯金じゃないんだから凝りは溜ためなくていいんだよ」

　そのあからさまな仕草に怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめたが、今の都筑の発言の方が聞き捨てならず、「だって…」と唇を尖とがらせてみせた。

「まぁ…分かるような気もするけど。性格って身体からだに出るんだよな。お前は色んなこと抱かかえ込みすぎ。──昔からそうだったよな。真面目まじめっていうか、要領悪いっていうか」

　分かったようなことを言う都筑に目を眇すがめる。『昔から』とは言うが、一体都筑が自分の何を知っているというのだろうと、どこか腑ふに落ちなかった。

「何それ…。ていうかそれって、褒ほめられてるのか貶けなされてるのか分からないんだけど」

「力抜けるところは抜けって言ってるんだよ。……ああ、それと。言い忘れてたけど、カイロって結構でかい音がするから少しビビるかもしれないけど、別に心配いらないからな」

「え？」

　そう、守里がまばたいた瞬間だった。唐とう突とつに下方に向かって、体重を引き落とされた。

　ゴキリ、と大きな音が響ひびく。

「っ……!?」

　しばし呆ぼう然ぜんとなり、瞠らせた瞳をそのまま閉じることができなかった。

（なっなっ、なに今の音───!?）

　都筑の膝ひざに落とされた身体が、およそ自分のものとは思えない、尋じん常じようじゃない音を奏かなでた。

　守里の全身からさぁっと血の気が失うせていく。

「か、かえ…かえっ……」

「は？　『かえ』？」

「嫌いやだッ、帰る！　やっぱり今日は帰る！　絶対帰るッ!!」

　ガタンと体にタオルケットを巻きつけたまま、勢いよくベッドから飛び起きた。

「ちょっ…、はっ？　藤嶋!?」

「おれには都筑に骨を折られる覚えはない！」

「おい！　待て待て待て、ちょっと落ち着け！」

「いーやーだぁッ！　離はなせよッ！　あんな音、普ふ通つうじゃ絶対出るわけないっ、夢半ばとか語れるほどの壮そう大だいな野望も持ってないけど、おれはまだ死にたくないッッ……」

　半はん狂きよう乱らんになりながら、両肩をがっしりと摑つかんで引き留めてくる都筑の腕うでを振りほどこうと、じたばたと暴れた。

「とりあえず落ち着け！　折らないし、死なない！　ていうか骨折ったくらいじゃ死なない！」

　都筑の言葉に、ぴたりと動きを止めてベッドを半分以上降りた体勢で都筑を振ふり返る。

「心配いらないって言っただろ。大体骨折させるってどんな商売だよ、それ」

「……」

　緊きん張ちようで毛を逆立てた猫ねこみたいに警けい戒かいの眼まな差ざしで見上げていると、都筑はそんな守里がつい可笑おかしくなったのか、僅かに形の良い唇くちびるを歪ませ、喉の奥で笑い出した。

「落ち着けよ。ほんとに大だい丈じよう夫ぶだから」

　守里は急に自分の狼ろう狽ばいっぷりが恥はずかしくなって、頰ほおを紅潮させて押し黙だまるしかなかった。

「……痛いのも嫌だ」

　自尊心を取り繕つくろうように苦し紛まぎれに繰くり返して訴うつたえると、「しょうがないな」と言いたげに短い息をついた都筑がその場にしゃがみ込んできた。

「大丈夫だって。俺を信じろよ」

　不意に伸のびてきた都筑の手が、くしゃりと守里の髪かみを撫なでる。

「音が鳴るのは、あくまでも骨が本来の位置に戻ろうとして自然に出るものだから心配しなくていい」

「そ、そうなの？」

「そうだよ。それに後こう悔かいさせないって言っただろ。俺はこれでも、この院で一番の指名数を誇ほこってるんだぞ？」

　要するにそれは、他ほかの客たちの折り紙つきだと言っているのだろうか。

「ていうか、お前天然すぎ。バカだなぁ」

「う…るさいっ…。おれはじめてなのに、都筑がちゃんと教えてくれないからだろ……！」

　頭に置かれた都筑の大きな手を叩たたき落とすべく、手を掲かかげる。

　守里が振り回した腕をかわすように、軽かろやかに身を引いた都筑が揶や揄ゆめいて笑った。

　からかわれていることに羞しゆう恥ちと悔くやしさが込み上げてきたが、真実すぎて反論の言葉もない。

「ま、とにかく今日は体験コース。俺に全部任せとけばいいから」

　それが不安なのだとは口が裂さけても言えないが、何も分からないのだから、どちらにせよ都筑に従うほかはない。

「き…気持ち良くなかったら、すぐに帰るからな……っ」

　悔しさを紛らわせるようにそれだけは言い捨てて、おもむろにベッドに上がり直す。

　拗すねた子供を宥なだめるように「はいはい」と応じる都筑の態度にいっそう神経を逆さか撫なでされたが、もしも「この院で一番の指名数を誇る」施せ術じゆつとやらを味わえなかったら、その自信を思いっきり笑い飛ばして帰ってやろうと強く心に決めて、守里はもう一度うつ伏ぶせになった。

「絶対に気持ち良くして帰してやるから、安心してろよ」

　そう言って、腰下にタオルケットを掛かけ直してくれた都筑の掌てのひらが、再び背中に添えられた。

「……というかさ」

　躊躇ためらいがちに口を開く。

「…おれって、結局さっきどうなったの……？」

　先ほどは耳の傍そばで音が鳴ってつい取り乱してしまったが、実際は痛いどころかむしろ不思議な爽そう快かい感かんがあった。今になって自分がどういう状態にあったのか気になってきた。

「胸きよう椎ついの歪ゆがみを正したんだよ。あとは、まだ骨こつ盤ばんにもズレがあるから調整するな」

「あ、うん…」

　なんだかんだと初めての感覚に感動を覚えて、胸を高鳴らせる。今度は右みぎ肩かたを上にして横向きになるように言われ、いそいそと側面に寝返りを打った。

　都筑が守里の後ろへ腕を回して、腰を引き寄せてくる。

　鼻先に触ふれた医務衣から、柔らかな洗せん濯たく洗せん剤ざいの香かおりがすると思っていると、突とつ然ぜん都筑が守里に覆おおい被かぶさるような形で身を屈かがめてきていた。

　その抱だき締しめられるような体勢に、妙みように胸がどきどきとした。

　首の付け根あたりに伸ばされた手が、指でそこをほぐしながら、背骨を辿たどって次し第だいに腰へと下っていく。

「…んぅっ…」

　流れる指の刺し激げきが背中を粟あわ立だたせる。思わず漏もれたか細い声に自分でもぎょっとした。

　慌あわてて息を詰つめた守里に、耳みみ触ざわりの良い低い声が本日何度目かの忠告を囁ささやいてきた。

「……力抜ぬいとけよ」

　そして、都筑の大きな掌が守里の腰まで一気に滑すべり下りてきたとき、守里の腰下でバキバキと音が弾けたのと、下腹部がずくんと甘く脈打ったのは、ほぼ同時だった。

「は、ぁっ……」

　やばい、と思った。

　守里は緊張に目を剝むいて、咄とつ嗟さに都筑の胸を手で押し返した。

「ふ…じしま？　痛かったのか？」

　押しのけられた都筑が僅かによろめいて、微かすかに瞠どう目もくしながら自分を見下ろしてきていた。

　守里はうずくまるように丸くなり、早はや鐘がねを打つ心臓の音を聞きながら、はっと息を吞のんだ。

（───やばい…まずいっ……）

　素す肌はだを滑り下りた都筑の指先の感覚が、掌から落とされた衝しよう撃げきとともにダイレクトに腰こしに響いてきた。タオルケットの下で明らかに下か肢しが兆きざしているのを、唯ゆい一いつの着衣である下着が押し上げられていることで気づかされる。

　ここしばらく仕事が忙いそがしくて、睡すい眠みんを取るだけで精せい一いつ杯ぱいの生活が続いたせいで、処理していなかったことが祟たたったのだろうか。

　それでも、性せい欲よくに関しては淡たん白ぱくなほうだと思っていたし、今までも疲つかれてそれどころではなく幾いく日も過ぎてしまうことなどざらにあった。

　よりによって、どうしてこんな間の悪いときに反応してしまったのだ。

（ど…どうしよう……）

「藤嶋？　大丈夫か？」

　事情を知らない都筑が、心配そうに綺き麗れいな柳りゆう眉びを押し曲げて声をかけてくる。

　守里は内心でだらだらと冷や汗あせを垂らしながら、無言で頷いた。決して都筑に悟さとられないようにと祈いのって、ゆっくりと身を起こす。足元に溜たまるタオルケットを肩かたまで引き上げて、全身を覆い隠かくしてちぢこまった。

「…大丈夫。なんでも、ない…から……」

　自分でも驚おどろくほど張り詰めた声が出た。

　別段何をされたわけでもないのに、こんな状態に陥おちいっていることを都筑に知られてしまったら。そう考えるだけで守里は恐きよう怖ふと不安で泣きそうになった。

　けれど、この状じよう況きようを意識すればするほど頭が軽いパニックを起こして、ちっとも落ち着くことができない。「鎮しずまれ、鎮まれ！」と胸中で唱えて、タオルケットの下で膝を擦こすり合わせてみるが、そんな行こう為いも焦あせりが募つのる今は全身にいっそう熱を廻めぐらせるだけだった。

「藤嶋、なんか顔が赤いぞ……？」

　都筑が守里を覗のぞき込むように身を屈めてくる。

　原因は尋ねられるまでもなく、よく分かっている。だから、とにかく向こうへ行って欲しい。

　気づかれるかもしれないと考えるだけで、心しん拍ぱく数すうが尋常じゃなく跳はね上がってくるのだ。

「ほんとに、大丈夫だから…。…でも、ごめん…今日はもう、帰ろうかな……」

　取り繕うように笑ってみせた。その顔が引き攣つっていなかったか心配になったが、とにかく一刻も早く都筑の前から立ち去りたいと思った。

　守里ははやる気持ちに追い立てられるように、張られていたシーツを爪つま先さきで乱しながら、ベッドを滑り降りた。

　だが、それが良くなかった。

「ぁ、っ…─────」

　床ゆかに足をつこうとした途と端たん、膝ひざに力が入らなくなっていたことに気づかなかった守里は、がくんと力なくくずおれた。

　これでもかというほど、膝ひざ頭がしらをクッションフロアの床に打ちつけて、呻うめき声を上げた。

「…いっ、つぅ……」

「おい、藤嶋っ…？　何してるんだよ」

　大丈夫か？　とベッドを回って駆かけ寄ってきた都筑が、守里の脇わきに膝をつく。

「打ったのか？　ちょっと見せてみろ」

「あっ、…だ、ダメ────」

　膝を覆うタオルケットを都筑が摑つかんだのと、守里が制止の声を上げたのはほぼ同時だった。

　押し留とどめるにはすでに時遅おそく、守里の足元からあっさりとタオルケットが抜き去られていく。

　一番隠したかったことを一番隠したい相手の前に晒さらされて、守里はその瞬しゆん間かん、「消え失うせたい」と本気で思った。

「ああ──なるほどな……」

　守里が慌てて手で隠した下肢の盛り上がりを見つめて、都筑は至し極ごく納なつ得とくしたと言わんばかりの呟つぶやきで頷うなずいた。顎あごに手まで当てて何度も首を縦に振ふる姿が、なんともわざとらしくて腹立たしかった。

「…っ」

　守里は顔を真っ赤に染めて、深く俯うつむく。都筑がどういう表情を浮うかべているのか知るのが怖こわくて、とても顔を上げることができなかった。

　いたたまれなさや悔しさが胸を衝つき上げてきて、これからどうしたらいいのかも分からず唇くちびるを嚙かみ締めた。あまりの羞恥で失神しそうだった。

「───お前、何にそんな感じたわけ？」

　都筑に呆あきれたような声こわ音ねで尋たずねられ、うっすらと目の縁ふちに涙なみだを浮かべた。

　どうして今いま更さらそんなことを訊きいてくるのだと途端に苛いら立だちが湧わき上がってきて、守里はただそっぽを向いただけだった。

「藤嶋？」

「き…今日までずっと忙しかったから…それで……。だ…大だい丈じよう夫ぶだから放ほうっといて……！　ちょっとすればおさまるから……っ」

　しどろもどろに言い訳しながら、都筑が取り払はらったタオルケットを手元に引き寄せて頭のてっぺんから深くかぶる。

　ベッドの縁に手をかけて再び立ち上がろうと試みたが、この痛いほど熱情を溜める下肢のせいで、どうしても足がふらついてしまうのだった。

「無理せずに、ヌけばいいだろ？」

　こんな情けない姿を晒す守里への同情のつもりなのか、都筑はそんな提案をしてきた。

　守里は意地でそれには答えてやらなかったが、一方でその通りかもしれないと頷く自分もいた。

　自分の身体からだの限界くらい分かっているつもりだ。

　これは多分、一度出してしまわないことにはおさまりがつかない気がした。

　守里は胸の前で搔かき合わせたタオルケットをきつく握にぎり締めて、小さく息を吸い込んだ。

「……トイレ、貸してもらえないかな。それだけで充じゆう分ぶんだから…」

　背に腹は替かえられないと、自分のなけなしのプライドをかなぐり捨てて、守里は窺うかがうように自分よりも高い位置にある都筑の顔を仰あおいだ。

　案の定──というか、当たり前のようにその顔に浮かぶ意地悪な微笑ほほえみに、苛立ちと悔くやしさが募ってきて、守里は唇を嚙み締めた。最悪すぎる。

　優ゆう艶えんに瞳ひとみを細めてみせた端たん整せいな顔立ちの男の微笑みは、相手が女性ならばときめくこともあるのかもしれないが、守里の瞳に映るそれは、紛まぎれもなく悪あく魔まのそれでしかなかった。

「無理だろ？　満足に立つこともできないくせにどこに行くって？」

　そうあっさりと切り捨てた都筑は、守里の投げ出した膝の下に腕うでを滑すべり込ませて、タオルケットごと軽々と守里を横向きに抱かかえ上げた。

「わ、なっ…？」

　突とつ然ぜんのことに驚いた守里は、咄とつ嗟さに支えを求めて都筑の首に抱だきついた。

　これが都筑の視線の高さかとしみじみ感心する余よ裕ゆうもなく、守里は何をされるのか分からない恐怖に、周囲へと目線を落ち着きなく彷徨さまよわせた。

　いわゆる『お姫ひめ様だっこ』というものをされたまま踵きびすを返される。だが、意外にも近い終着点は、すぐ後ろにあるベッドだった。

　その縁に腰かけた都筑の膝に下ろされて、脇の下から通された腕に拘こう束そくするように、抱き締められる。

「つ、都筑…っ？」

「俺がヌいてやるよ」

「───はっ？」

　何を言っているのかが理解できなくて、思わず問い返す。だが、それに答えてもらうよりも早く、タオルケットを捲まくり上げたそこから掌てのひらを潜もぐり込ませてきた都筑が、立ち上がった守里の中心の形を確かめるように、緩ゆるく下着の上から揉もみしだいてきた。

「な…！　う、んっ……」

「俺に施せ術じゆつされて興奮したんだろ？　じゃあ、俺のせいだ。責任持って処理してやるよ」

「ち、ちが……っ」

　まるで自分が変態みたいに言われて、守里はすでに極限まで上気していた顔をいっそう赤らめた。

　これはあくまでも生理現象なのだ。

　左右に大きく頭を振って、都筑の言葉を否定する。

「じゃあ、男に触さわられるとこうなるのか？　それとも痛いことされるかもって考えるだけで感じる？」

「っ…、いっ…あぁ……」

　ぎゅっときつく下か肢しを摑まれて、守里は弓なりに身を反らす。あくまでも変態を前提として問いかけられて、行き場がなく彷徨わせていた手で、都筑の腕に強く爪つめを立てた。

「家に帰ってひとりで落ち着いてしようと思ってたのに、俺が無理やり店に誘さそったせいで邪じや魔ましたんだろ？　悪かったよな、こんなになるまで張り詰つめさせて…。もう先せん端たんからいやらしいのが溢あふれ出してきてる」

「あっ…う、ぁ…ゃめっ……」

　下着を隔へだてられたまま上下に扱しごかれて、指先で捏こねられた先端がぬるぬるに湿しめっていることを、その滑ぬめりの良さで教えられる。

「それに、『気持ち良くしてやる』って言ったしなぁ」

「…ああっ」

　それはこういう意味ではなかっただろうと混乱する頭で叫さけびたくなったが、虚むなしくも次から次へと喉のどの奥から溢れてくる喘あえぎ声に搔き消されてしまう。

「あとになって約束が違ちがうって責められても困るし」

　そんなこと、間ま違ちがってもあるはずがないのに、この男は突然何を言い出すのだと、力さえあれば、その意地悪く口角を吊つり上げている横っ面つらをぶん殴なぐってやりたいと思った。

「────力抜ぬけよ、藤嶋。……楽にしてやるから」

　急にひそめられた壮そう絶ぜつな色気を孕はらむ低い声が耳の奥に流れ込んでくる。耳じ朶だにかかったぬるい吐と息いきに目をつぶれば、次はそこに柔やわく歯を立てられていた。

「…ンっ」

　しかも、都筑は守里の気がそぞろになった一いつ瞬しゆんを見み逃のがさずに、その隙すきに最後の着衣であった下着を脚あしの隙すき間まからするりと抜ぬき取っていく。

「あ…、ちょっ……」

「そんな顔すんなよ、藤嶋。誘われてるみたいだろ」

　自分が一体どんな表情をしているというのだと、守里は顔色を変えた。

　猫ねこみたいに瞳を細めただけで笑った都筑は、それ以上何も言葉にすることはなく、軽かろやかに身を滑らせてベッドに乗り上げた。

　前に伸ばした脚の間に座らされ、背後からすっぽりと剝むき出しの背中を抱き込まれる。

　守里が制止の声を上げる間もなく、都筑は守里の両りよう太ふと腿ももを摑つかんで、左右に大きく割り広げてきた。

「やだ…っ───」　>>>♥

　こんな、恥ずかしい場所を都筑にも自分にも見えてしまう格好を強要されて、守里は暴れた。

　だが、肩かたからずり落ちたタオルケットごと囲み込まれてしまえば、腕の自由も最小限にまで奪うばわれてしまい、少し身じろぐだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　天を仰いで聳そびえ立つ屹きつ立りつが、空気に晒さらされて冷たいと感じたとき、自身がはしたなく濡ぬれているのだと強く意識させられて、あまりの羞しゆう恥ちに冗じよう談だんじゃなく卒そつ倒とうするかと思った。

「すごいな……」

　見られている興奮からか、混乱からか、ちっとも萎なえる兆きざしのないそこに視線を注いでいた都筑が独り言のように呟つぶやく。

　指先で軽く守里の裏筋を扱きながら、先走りの蜜みつを垂らす先端を爪つま弾びいた。

「…んはぁ、あっ……」

　苦手な相手にこんな痴ち態たいを晒して、しかも快感に忠実な自分がいたたまれなかった。

　そんな自分に気づいてか否いなか、都筑がそっと守里の耳の裏側に唇くちびるを押し当ててくる。

「……心配するなよ。可愛かわいいから」

　掌全体で劣れつ情じようを包み込まれ、ゆっくりと上下に扱かれる。

　可愛いなんてとんでもないと頭では思うのに、そうやって触ふれられていると、思考がぐずぐずと蕩とろけていき、文句など意味をなさない喘ぎ声にしかならなかった。

「ん、ああ…っ、触さわら…な…、ぁッ………」

　急激に熱を溜ためたそこから溢れ出したものを先端の抉えぐれた部分に塗ぬり込まれ、そこに不意打ちのように立てられた爪に、痛み以上の快感が身体からだの芯しんをせり上がってくる。

「うぁ…っ、ああっ…ああっ、あん……っ」

「……いいのか？」

　びくびく、と腰こしを靡なびかせた守里に、都筑が先ほどと同じように爪の先で鈴すず口ぐちを刺し激げきしてくる。

「あ、あ…、だ、だめ……っ、んあっ……」

　自分でも信じられないような濡れた声しか出ず、与あたえられる刺激に生理的な涙なみだを零こぼした。

　頭がおかしくなりそうな甘い疼うずきが身体の中心で燻くすぶっている。

　叫び出したいようなもどかしさを堪こらえるように、股こ間かんをまさぐる都筑の手を太ふと腿ももで締しめつけたが、熱情は湧わき上がるばかりで際限がなかった。

　閉じた脚もまたすぐに開き直されて、内うち腿ももに散ったぬめりを伸ばすように撫なで摩さすられる。

「…ぅ、く…っ────」

「……藤嶋ってすごい敏びん感かんなんだな」

　先端の括くびれを弄いじりながら、都筑が耳元でわざわざそんなことを囁ささやいてくる。守里は溢れ出す嬌きよう声せいを抑おさえ込むように両手で口を覆おおい、必死にかぶりを左右に振ふった。

　無意識に細ほそ腰ごしを揺ゆらめかせて爪つま先さきでシーツを搔かく自分が、守里は本気で恨うらめしかった。

「それと、もう一つ気づいたんだけど───」

　そう言って、都筑が空いたもう一方の手で、守里の胸の尖とがりを抓つねるように摘つまみ上げてくる。

「い、痛ッ…」

「藤嶋、ほんとはそれほど痛いの嫌きらいじゃないよな」

「ああっ、…ん、やぁ…！」

　再びきつく引っ張られた胸から全身に激痛が走り抜けて、その衝しよう撃げきに背中を反り返した。

「ち、が…ぁっ…」

「でも、ほら。全然萎えない。むしろ、もっと───」

　と、それ以上を都筑が口にしなかったのは、守里が本気で嫌いやがったからかもしれない。

　それでも、守里の状態は都筑に指し摘てきされた通りで、それを見た瞬しゆん間かん、涙が頰ほおを伝っていった。

　首を振り乱す守里を見て、都筑が吐息だけでうっそりと笑ったのを感じた。そして呻うめいた守里を労いたわるように、今度はそこを優やさしく指の腹で転がしてきた。

「つ…づ、きぃ……」

　涙でよごれた顔で都筑を見上げる。抗こう議ぎを込めて都筑の医務衣の袖そで口ぐちを摑んだはずなのに、その仕草も制止を込めて呼んだ名前も、まるでねだるように甘えたものにしかならなかった。

「──もう限界？」

　そんなぐずぐずに溶とけていく守里を見つめる都筑の瞳ひとみは、この状じよう況きように相応ふさわしくないほど甘やかで優しく、慈じ愛あいに満ちていた。

　気がつくと、それに背中を押されたように、守里は何度も首を縦に振って頷うなずいていた。

「じゃあお願いしろよ、藤嶋。どうされたいのかちゃんと聞かせて」

「───っ…」

　優しげな声に反した無む慈じ悲ひな要求に、思わず言葉を失う。それでも屈くつ辱じよくを気にしていられるほどの余よ裕ゆうは今の守里の身体には最も早はやなくて、仕方なく都筑の服の袖そでを握にぎっている手に力を込めた。

　頭をあずけた都筑の胸に頰をすり寄せて、涙をぼろぼろと零す。

「…っ、イかせ…て……お願い…、つづき…ィ……」

「よくできました」

　満足げににやりと笑った都筑が、じらすように撫でていた薄うすい茂しげみから手を下に滑すべらせる。

　その下で揺れる双そう球きゆうを一いつ緒しよに揉もみ込みながら、しとどに濡れて震ふるえている屹立に指を這はわせてきた。

「ああッ…あ、ぁ…っ！　はぁ…っ…」

　ご褒ほう美びだというように都筑に強く握り込まれ、極限まで中心を張り詰つめさせていた守里は、数度擦こすられただけですぐに弾はじけてしまっていた。

　全すべてを吐はき出してしまったみたいに軽い身体が、バランスを失って前のめりに倒たおれていく。

　おっと、と声を漏もらして、ベッドにぶつかる前に受けとめてくれた都筑の力強い腕うでに引き戻もどされた。

　抱だき寄せられた都筑の胸の中があまりにも温かくて、皮肉にもそれが達した余よ韻いんで痙けい攣れんする自分の身体を宥なだめている事実が悔くやしくて、それでまた涙が溢あふれてきた。










（サイアクだ……）

　ソファに浅く腰かけた守里は、膝ひざに置いた拳こぶしをきつく握り締めた。

　キャメル色の絨じゆう毯たんにぽつりと一点だけ浮うき出た染しみを凝ぎよう視ししたまま、深く俯うつむいていた。

「それじゃあ、次の予約も今日と同じで来週の水曜の九時半で入れておくけど、いいよな？」

　受付で、何やら帳ちよう簿ぼのようなものをばらばらと捲めくっていた都筑が不意に口を開いた。

「…はっ？」

　守里はその言葉にぎょっとして、慌あわてて目の前のガラステーブルに手をついて立ち上がった。

　衝撃でまだ一口も飲んでいない漢方茶が零れる。そのせいで白磁のソーサーが茶ちや褐かつ色しよくに汚よごれてしまったが、気にしている余裕はなかった。

「何、勝手にそんなこと決めてるんだよ！」

　帳簿からひらりと視線を上げた都筑と目が合う。

「なんだ、都合が悪いのか？　じゃあ金曜とかならどうだ？　時間はどうせ夜しか無理だろ？」

「そういう問題じゃなくて！　ここに通うなんて言ってないだろっ……ていうか！　もう整体とか……」

　言いながら、都筑を睨にらみ据すえた瞳をすくんだように力なく伏ふせていった。

　平然とした顔をしている都筑が憎にくらしかった。

（おれにあんなことしておいて……）

　自分の痴態と、都筑の手の動きや熱さをまざまざと思い出して、叫びそうになった。

　悪夢でも怪かい夢むでもいいから、次に目が覚めたとき、都筑の手で達いかされていたことは、実は夢でしたというオチになってはくれないだろうか。

（───くれないよなぁ…）

　哀かなしいことに、それが紛まぎれもない現実であることは、この無む駄だにすっきりしている自分の下半身が厭いやでも教えてくれる。

　渋しぶい顔で黙だまりこくった守里に、都筑が嘆たん息そくした。

「ここじゃないなら、どこに通うって言うんだよ。忠告しとくけど、その姿勢の歪ゆがみは早めに矯きよう正せいしといたほうがいいぞ。長く時間置けばまたすぐに同じ状態に戻るし、そしたら藤嶋、お前背とか縮むかもしれないからな」

「えっ!?　ち、ちぢむ──って!!」

　守里は勢いよく都筑を振り仰あおいだ。

　可か哀わい想そうなものでも見るような目つきで上から下まで視線を巡めぐらされ、まるで「それ以上、小さくなってどうするんだよ」と言われたみたいで、守里は赤面した。

　そんなはずはないと思うのに、またしても気にしていることを指摘されて、絶句する。

「じゃ、じゃあ…っ、他ほかの整体に行くからいいよ！　とにかくここにはもう来ない！」

　そもそもあんなことをされたのに、どうして再び守里がここに来たいと思うと考えるのか、その感覚が不思議でならなかった。

「だけど、他だと痛くされるかもしれないだろ。それでも大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

「そ、れは……」

「ああ、そっか。藤嶋は痛くされるの好きなんだもんな…。むしろそのほうがいいのか」

「なっ、───違ちがうッ！」

　とぼけた顔でとんでもないことを言い出す都筑に、思い切り目を剝むいた。

　慌てて否定の言葉を投げつけて、挑いどむように守里は一歩前に踏ふみ出した。

「ていうか、なんで『他だと』なんだよっ？」

　他が駄だ目めで、ここなら大丈夫という理由がさっぱり分からない。

　すると、とても客相手の態度とは思えない体勢で受付に肘ひじをついて凭もたれていた都筑が、ペンを回すのをやめて、身を起こす。

「だって、受けに行った先の整体師が俺みたいに有能かなんて分からないだろ？」

「────…」

　あっけらかんと放たれた台詞せりふに目を眇すがめる。

「……自信過か剰じよう」

　呆あきれ返って、さっさと金を払はらって帰ろうと、守里はおもむろに鞄かばんの中の財さい布ふを探さぐった。

「あのなぁ、藤嶋」

　説教くさい声で呼ばれ、守里は手を止めた。

「整体師はちゃんと選ばないとあとで後こう悔かいすることになるぞ。うちはスタッフ全員、鍼しん灸きゆうマッサージ師の国家資格を持ってる。それに、日本じゃまだちゃんと資格として法制化されてないカイロにしても、アメリカで職業学位を取った専門家の指導を受けてやってる。けど、他店に行ってそこの整体師の腕が未熟だったらどうするつもりだ？　無む免めん許きよでの施せ術じゆつだったら？　お前、それでただ神経痛めたってだけで済めばいいほうだからな」

「うっ……」

　聞いているだけで、指先からすっと血の気が引いていった。

「け…けど……それなら、別に都筑じゃなくてもいいんじゃ……」

　そろりと窺うかがうように上うわ目め遣づかいに仰ぐと、都筑が憮ぶ然ぜんとした顔で見下ろしてきた。

「……。別にいいけど、お前自分が来られる時間に合わせて知り合いでもない他のスタッフを、営業時間終しゆう了りよう後まで待たせとくつもりかよ？」

「そ、それは……」

　四方八方から守里の逃にげ道を断ってくる都筑にたじろいだ。

　それならば、休日に──と続けようとした守里に、都筑がこれみよがしな盛大な溜ため息いきをついてみせた。

「大体だ」

　指の間に挟はさまれたペンを突つきつけられる。

「お前そんなに敏びん感かんでエロい身体からだしてんのに、俺以外のやつの施術受けて、またあんなふうになったらどうするつもりだよ？　恥はずかしくないのか？　それとも何、藤嶋ってそういうの、他人に見られて興奮しちゃう人？」

「～～～～っ」

　セクハラで訴うつたえたら勝てるのではないかと思うような質問の数々に、唇くちびるをわなわなと震わせた。あまりの羞しゆう恥ちに視界が滲にじんできて、守里は涙なみだと一緒に目の縁ふちを赤く染めた。

　帰る。───もう、帰る。

　守里は唇を引き結んだきりもう何も答えないと心に決めて、無言で財布を取り出した。

「ああ、料金だけど。今日は別にいいぞ」

　守里が財布の口を開くのを見て、都筑が言う。

　意図が摑めず、守里は眉まゆを顰ひそめて顔を上げた。

「藤嶋ははじめてだし、体験コースとか言ったけど、実際そういうコースがあるわけじゃないから。値段設定とかもないしな」

「え…。いや、でも施術してもらったんだから、その分はちゃんと……」

　急に話の流れが変わってしまい、うろたえた。

「じゃ、じゃあこれとかさ。このコースとか今日のに近かったんじゃない？」

　守里は受付の台に貼はられているコース別の料金表を覗のぞき込んで、その一つを指差しながら都筑の顔を窺った。

「あー…じゃあ、まぁこんな感じか？」

　受付から電でん卓たくを取り出した都筑が軽快にボタンを弾はじく。画面を守里のほうに向けた都筑が数度まばたいた。

「いや……これは」

　見せられた数字の羅ら列れつの、申し訳なくなるぐらいの破格に頰ほおを引き攣つらせた。

「ふ、普ふ通つうでいいよ！　普通で！」

「なんだよ。まだ不満なのか？　黙ってサービス受けとけばいいのに、お前変わったやつだな」

「そうじゃなくて！　こういうことはちゃんとしておかないと、次なんかあったときにこっちが来づらくなって困るんだよっ」

　思わず声を荒あらげると、都筑が目を瞠みはった。それからゆっくりとその顔に広がっていく意地悪めいた笑え顔がおを見て、守里は自分の失言に気がついた。

「…へぇ？　次も来てくれるんだ？」

「───ッ！　そ、れはっ……」

　満足そうな顔で、再び電卓の画面を自分のほうへと戻す都筑に歯は嚙がみする。

「だって…っ、都筑が……過労死するとか、身体もとに戻もどるとか、し、身長縮むとか、身長縮むとか！　怖こわいことたくさん言うからだろっ」

「……お前、本当に身長気にしてるんだな」

「うるさいな！　セ、セクハラとかも、もうするなよっ！　今度あんなふうになっても、ほっといてくれればいいから！　じゃないと即そつ刻こくやめるからなっ……」

「はいはい。あんなふうに……な」

　何もかも、自分がこの男の思おも惑わく通りになっている気がしてならなくて、悔くやしかった。

　始終満面の笑みを浮うかべる都筑を睨にらみつけて、守里は複雑な気持ちで、鞄の持ち手をきつく握にぎり締しめた。

「それと──週末…金曜日のほうが都合がいい。時間は、多分毎回このくらい遅おそくになると思う。そ、それでも……いい…？」

　こればかりは下手に出てお願いするしかなく、窺うように尋たずねた。

　今度は少し割引が利きいていそうな程度の、普通の値段が表示された電卓の画面がこちらに向けられた。見返した都筑が、僅わずかに目元を和なごませて笑う。

「…いいよ。毎週金曜日のこの時間、お前のために空けといてやる」

　それから、と受付を僅かに乗り出すようにした都筑が、もぞもぞと財布の口を開ける守里の耳元に唇を寄せてくる。そこに微かすかな都筑の息いき遣づかいを感じて、肩を揺らした。

「感じても遠えん慮りよせずに頼たよってくれていいんだからな。また最後までちゃんと面めん倒どうみてやるから」

「───だから…っ」

　軽く撫なでつけるように守里の髪かみに触ふれてきた都筑の手を、叩き落とす。

　くつくつと喉の奥で笑っている都筑に、再びむくむくと悔しさが湧わき上がってきた。

（なんだよ、人よりちょっと身長が高いからって）

　その恨うらみ言を口にしなかったのは、単純に言葉を出すタイミングを逃したからなのか。

　それとも、はじめから言葉にならなかっただけなのか。

　耳じ殻かくに微かに触れた都筑の吐と息いきの熱さがいつまでも消えなくて、どきどきした。

　そこを掌で覆おおい隠かくしたいと思ったことをすんでで踏み止とどまることができた自分を、守里は褒ほめてやりたいと思った。
















　冬にもかかわらず、小春日和びよりのように柔やわらかな日差しが窓からそそぎ込む穏おだやかな昼下がり。

「そういえば最近、あんまり凝こってないよなぁ。藤嶋」

「ん？　んー」

　暖だん房ぼうが良く効いた会社の休きゆう憩けい室でいつものように肩かたを揉もんでくれる同どう僚りようの水みず沢さわに身を預けた守里は、足の間に置いた淹いれたてのコーヒーで指先を温めながら、曖あい昧まいに頷うなずいた。

「なんか前より血色もいいしさ。…なんか、あった？」

　そう言って指の背で頰を撫でられ、くすぐったくて思わず笑った。

「最近、整体に通ってるからかなぁ。知り合いが働いてるんだけど、結構いいんだ」

　水沢のほうを振ふり返って、にっこりと目元を綻ほころばせる。

　本人の前じゃ悔しくて言えないが、実際都筑の施術を受けるようになってからは身体が軽い。

　去年の冬に、倒れそうになりながらも、なんとか怒ど濤とうの師走しわすを乗り切ったことを思えば、今年は週に一度、身体の調子を整えてもらっているので、幾いく分ぶんましに年とし越こしができるような気がしている。

「整体？」

　甘い顔立ちに似合った優やさしい涼すずやかな瞳ひとみを数度またたかせた水沢が、明るい色をした髪を片側へと揺ゆらして小首を傾かしげた。

「うん、水沢勧すすめてくれただろ？　かなり身体楽になったんだ」

「ああ。そっか、行ったのか。ほらなー？　俺の言った通りだっただろう？」

　優しげな笑みを口元に浮かべて、嬉うれしそうにそう言った水沢に守里も素す直なおに頷く。

「水沢の言う通りだった」

　入社式で知り合い、同じ部署に配属されることが決まった水沢とは、プライベートでも出で掛かけるほど仲が良かった。

　超ちようがつくほどの世話焼きな水沢は、守里の自じ堕だ落らくな食生活を知るや否いなや、家に招待してくれては栄養のあるものを食べさせてくれたり、昼食でも安くて健康的で、かつ美味おいしいものを出してくれる店を紹しよう介かいして連れていってくれたりする、ありがたい友人だった。

　しかも仕事ができて上司の信しん頼らいも厚く、女性社員の支持も高い。おまけに性格もいいとくれば、ただもう神様は不公平だと言うしかなかった。

　そんなできた友人に、自分はいつも感謝しっぱなしなのだ。

「だろ？　だから藤嶋は俺のことを信じてれば間ま違ちがいないんだって」

「そうだねー」

　水沢の言葉に、にっこりと笑ってみせる。

　ふと、院に通うようになった当初のことを思い出した。

　良いと言いつつも、都筑に対して警けい戒かい心しんが前に出ていた頃ころは、院に行くだけでも抵てい抗こうがあった。だが、いざ施せ術じゆつを受けてしまえば、店を出る頃には身体からだが軽く、気持ちも楽になっていて、気がつけば来週も再来週も…と院に向かっている自分がいるのだ。

　とはいえ、別のところまで気持ち良くなっていては、自分のこととはいえ世話がない。都筑も気をつけてくれているのか頻ひん度どが高いわけではないが、それでも先日にまた一度、以前と同じ状態に陥おちいったことがあった。

　今度は全力で都筑を追い払はらって、トイレに籠こもってひとりで処理させてもらったのだが、あのとき、トイレのドア越ごしに「大だい丈じよう夫ぶかー？」とのん気に声をかけてきた都筑を、本気で蹴けり飛ばしてやろうかと思った。

　事を終えて出てきたときの気まずさといえば──といってもおそらく気にしていたのは守里だけだが──しばらくの間、都筑の顔が見られなかった。

　そのときのことを思い出して絶叫しそうになったが、隣の水沢を見て、なんとか思い止とどまる。

「でも、そっかぁ…」

　突とつ然ぜん後ろで苦く笑しよう混じりに呟つぶやきを漏もらした水沢を振り返った。

「それじゃあ、俺のこの肩かた揉もみなんか物足りないだろ」

「えっ？　そんなことないよ！」

　残念そうに言った水沢を慌あわてて振り返って、大きく首を振って否定した。

「ほんとに、すごく気持ち良いし！　というか、水沢に毎日こんなことしてもらってて、他ほかの女性社員さんたちに怒おこられるんじゃないかと、むしろこっちが申し訳ないっていうか……」

　ごにょごにょと口籠ると、水沢が柔らかく目め尻じりを引いた。それからスーツのワイシャツの袖そでを捲まくり直して、肩揉みを再開してくれる。

「何言ってんだよ。これは俺が好きでやってるんだからいいんだ。───ま、でもそれなら、今度から俺は藤嶋の食生活の健康のほうにいっそう力を入れさせてもらうかなぁ」

「なんだよ、それ。たまに水沢っておれの母さんみたいだなって思うことがあるよ」

「できたおふくろだろ」

　そう言った水沢と顔を見合わせて笑う。

　ふと、ふわりと水沢が春の湖の水面みたく穏やかに唇くちびるを横に引いた。

「今度、うち来いよ。なんか美味うまいもん食わせてやるからさ」

「みずさわぁ…」

　鼻の奥がつんとなる。

「ほんと良い友達だな！」

　けれど、素す晴ばらしい友人を持ったものだと感動して何度も首を縦に振っていた守里の耳には、そのとき水沢が「友達か…」と苦笑気味に小さく呟いた声は届いていなかった。










「都筑……？」

　裏口の扉とびらをゆっくりと引き、首だけを差し入れて院の中を覗き込む。

　勝手に入ってきてもいいとは言われていたが、なんとなく気が引けていつもここで都筑を呼ぶのだが、今日はどれだけ待っても反応がない。

「出掛けてるのかな……」

　時間外だから連れん絡らくは直接自分の携けい帯たいに欲しいと言われていて、初日に教えてもらった都筑の携帯のアドレスに今夜行くことは送ってある。それに対して了りよう解かいの返事をもらっているので、いないということはないと思うが、出掛けているとしたら、戸と締じまりもせずに不用心なことだ。

　どうしようかと迷ったが、仕方ないので中で待たせてもらおうと、守里はそろりとドアの隙すき間まから身を滑すべり込ませた。

　脱ぬいだ靴くつを玄げん関かんの脇わきに揃そろえて置いて、受付のほうへと進む。

「あ……」

　守里は思わず口を噤つぐんで、足を止めた。

　視線の先に見つけたのは、ソファから足を投げ出して横になる都筑の姿だ。　>>>♥

　足が組み替かえられるのを確かく認にんして、守里は急に早はや鐘がねを打ちはじめる胸を宥なだめながら、おそるおそるソファのほうへと足を進めた。

「寝ねてる……」

　規則的に隆りゆう起きする胸を見つめて呟く。

　守里は、壁かべに掛かけられている十時を指し示す木製のアンティーク時計を仰あおぎ見た。

「こんな時間だもんなぁ……」

　それは都筑だって疲つかれているだろう。自営業だから、守里と違ちがって必ず週末が休みになるとも限らない。それなのに、自分のために待ってくれていたのだ。

　都筑が自分のために───そう考えると、なんだか分からないくすぐったい気持ちが胸の底からじわじわと湧わき上がってきた。

　置き手紙だけして今日は帰ろうかと逡巡したが、心に反して、いつの間にか守里はその健すこやかに寝ね息いきを立てる、平常よりも幾分幼く見える寝ね顔がおの前に屈かがみ込んでいた。

「おれ、都筑のことよく分からないんだけど……」

　怖こわいかと思えば、優しくするし、優しいかと思えば、裏切ってひどいことをする。

　けれど、たとえばこの瞬しゆん間かんに目の前にあるものが真実だと思ってみてはどうなのだろう。

「……なんて、ね」

　もう少し言葉として優しさを見せてくれれば分かりやすいのにと責める気持ちで、守里はその長い睫まつ毛げを指先で弾はじいた。

　もしかしたら、それは素す直なおに「ありがとう」を言えない自分にも当てはまる話なのかもしれないけれど。

　小さく嘆たん息そくして、ソファの縁ふちに両りよう腕うでをのせる。

「ほんと顔だけは綺き麗れいだよな……」

　しばらくそれを眺ながめながら、少しだけその滑なめらかな輪りん郭かくに触ふれてみる。

　身を前に傾いだせいで、前まえ髪がみの毛先が指と一いつ緒しよになって都筑の顔にかかった。

　その瞬間、都筑が小さく呻うめいて睫毛を揺らした。まずい、と守里は咄とつ嗟さに身を起こそうとしたが、予想に反して待っていたのは、都筑の目覚めではなく、伸のばされてきた掌てのひらと小さな呟きだけだった。

「…ま…もり……」

「ぇ…っ？」

　形の良い唇から零こぼれ落ちてきた自分の名前と、ふわりと髪かみを梳すくように撫なでてくる、その掌の優しさに、守里は息を詰つめた。

（なに…なんでおれの名前───）

　心臓を大きく跳ね上げさせて守里が固まっている傍で、今度は都筑の目ま蓋ぶたが大きく震ふるえ──そして。

「あれ……？」

　かち合った視線に、都筑がきょとんと目をしばたかせた。

「藤嶋？　あ、悪い……俺、寝てたか」

「う、うん……ごめん、疲れてるんだね」

　未いまだ早鐘を打っている心音を悟さとられないように、さりげなく守里は身を引いた。

　いや…と言葉を濁にごした都筑が、渋しぶく顔を歪ゆがませてソファから身を起こした。

「……俺、今なんか言ってたか？」

「えっ？」

　こめかみのあたりを指で押さえた都筑が、眉み間けんに険しく皺しわを寄せて尋たずねてくる。

　何かと問われて、守里はびくりと肩かたを震わせた。慌てて、火ほ照てる顔を左右に振ふり回した。

「な、何も！　何も言ってなかったよ！」

「ああ…そうか。なんか自分の声で起きた気がしたんだけど……」

　まだ納なつ得とくがいっていない面おも持もちで息をついた都筑が、がしがしと襟えり首くびを搔かく。

　今になって、どうして自分の名前を呼んだのか尋ねてみてもよかったのではないかと思い直したが、こうなってはあとの祭りだ。

「……なんの夢、見てたの……？」

　それでもやはり知りたい願望を我慢できず、守里は伏ふし目がちにそっと尋ねた。

「あー…」

　都筑が小首を傾かしげる。

「───うさぎ？」

「う、うさぎ？」

　呆ぼう然ぜんと、思わず復唱した守里に、都筑が頷うなずく。

「高三の頃ころに、実家で妹が飼ってたうさぎ。手のひらサイズでさ、耳垂らしてるこんくらい小さいヤツ。いつもぬぼーってしてるくせに、俺が手ェ出すとすっごい逃にげ回ってたんだよな」

「へ、ぇ…───」

　手を表に返して表現してみせてくれた都筑に、強こわ張ばった半笑いで応こたえた。

「なんだろうなぁ、俺、昔から小動物に好かれないんだよな」

「何それ……」

　ペットに逃げられて肩を落としている都筑の図を思い浮うかべて、うっかり笑ってしまった。

　更さらにうさぎの飼育本なんて開いている都筑などを想像してしまえば、いっそう可笑おかしくなって、自然と吊つり上がってくる口角を堪こらえられなかった。

「怖かったんじゃないかな。都筑は睨にらむと怖いから」

　微笑ほほえましい気持ちでついそんなことを口走ると、都筑が思い切り嫌いやそうな顔をした。

「……別に、怖がらせるつもりなんてない」

　むすりと答えた都筑は、嘆息して時計を仰ぐと、「そろそろはじめるか」とぞんざいに守里の頭を撫で回して、腰こしを上げた。

「ちょっと……」

　非難めいて都筑の背中を睨みつけながら、守里はくしゃくしゃにされた頭を両手で押さえて立ち上がったが、気持ちはまだソファのもとに留とどまったままだった。

　耳の奥にはいつまでも都筑が自分を呼んだ声が残っている。もしかしたら「うさぎ」と言ったのを自分の名前に聞き間ま違ちがえたのだろうかと極論を出したが、そうだとしてどうしてわざわざ自分の名前に聞き間違えたりするのだと、今度は自分の耳を疑いたくなった。

　施せ術じゆつ室のいつもと同じベッドスペースに入って、都筑が来る前にさっさと服を脱いで、備えつけのバスタオルに包くるまった。

（おれ…都筑に名前呼ばれたかったのかな……？）

　だからあんな聞き間違いを…とそこまで考えて、それでは前提がおかしいではないかと唇くちびるを窄すぼませた。あれは間違いなく都筑が自分を呼んだのであって───。

「藤嶋、さっきから何、変な顔してるんだ？」

「…っ!?」

　いつの間にか傍そばに立っていた都筑に、びくりと肩を震わせた。

「面おも白しろいからいいけど。ああ、でも他ほかでやるのは微び妙みようだから、やめとけよ？」

　あからさまな顰しかめっ面を作って睨みつけると、軽快に笑われた。

　寝ろよ、と促うながされて施術台にうつ伏ぶせになった守里は、組んだ両腕に顎あごを乗せて、消毒液をつけて手を揉もみ込んでいる都筑に胡う乱ろんな眼まな差ざしを向けた。

　やはり都筑は都筑のままだ。確かに恐きよう怖ふ感かんは感じさせなくなったが、基本的に自分をからかって楽しんでいる。優やさしいと思う瞬間があるのは単に都筑が気まぐれな性格をしているからだけなのだ。

「─────!!　～～～ッだぁっ」

「な、なんだよ…っ？」

　急に叫さけんだ守里に、ぎょっと目を剝むいて、都筑が肩を跳ね上げさせた。

「なんでもない！」

　さっき名前を呼ばれたような気がしたのも、ただの気のせいだ。空耳だ。幻げん聴ちようだ。

　それでいい。これで万ばん事じ解決だ。

「なんだよ？　そんなに拗すねるほどのことじゃなかっただろ？」

「別に拗ねてないっ……」

「ほっぺ膨ふくれてんじゃん」

　ふぐみたいになってるぞ、とふにりと指で頰ほおを突つつかれて、守里は頭を左右にして振り払はらった。

「…っ、おれ都筑みたいに意地悪ばっかりしてくるやつ嫌きらいだ。こんなことなら水沢のところにご飯食べに行ったほうがましだった……っ」

「───ミズサワ？」

　都筑の声が急に強張った。

「…誰だれ？」

　急に立ち込めはじめた暗雲に、思わずこちらまで身構えてしまった。

「か…会社の同どう僚りよう。都筑と違ちがって、すっごいおれのこと考えてくれる優しくて良い友達だよ」

　言った瞬間、どこからともなく怒ど濤とうのような勢いで迫せまりくる圧力のようなものを感じた。

　だが、その黒々ととぐろを巻いた重苦しい空気は、守里が呆然となったほんの僅わずかな間にふっと姿を消した。

　そして、最後に残った静けさの中で都筑が憮ぶ然ぜんと呟つぶやいた。

「……ふーん。悪かったな、楽しい予定が潰つぶれて」

「………」

　急に冷やかなものに変わった都筑の態度に守里も言葉を失って、正面に向き直った。

（なんだよ……都筑のせいじゃん）

　守里はそっと唇を尖とがらせる。

　けれど、背中に置かれた都筑の大きな掌が守里の張った部分を揉みはじめると、そんなマイナスな思考はあっけなく砕くだかれていった。

（やっぱり、これだよなぁ……）

　さすがに本業は違う。

　水沢に揉んでもらうのも確かに気持ち良いのだが、都筑の施術はまさに『至福』だ。疲つかれがじわじわと身体からだの外へと滲にじみ出していくのが分かる。

「そういえばさ、昔もこんなことあったよな」

「え…？」

　守里は落ちかけていた目ま蓋ぶたをふっと持ち上げた。

「『こんなこと』？」

「いや…俺が寝ねてて、その近くにお前がいた……みたいな」

　そんなことあっただろうかと内心で小首を傾げながら、守里は施術台に頰をあずけたまま、過去の記き憶おくをたぐった。

「いつ…？」

「高三に上がって少し経たったぐらいのときかな」

「あー…」

　曖あい昧まいなまま相あい槌づちを打つと、都筑が小さく苦笑した。

「藤嶋って頼たのまれごとされると全然断れなくてさ。新学期の厄やつ介かい事担任に押しつけられては走り回ってたよな。あれだけの量があるなら、少しくらい友達に頼んで手伝ってもらえばよかったのにってずっと思ってた」

　言われてみて、そんなこともあったかもしれないと、霞かすんでいた記憶が徐じよ々じよに色を取り戻もどしてくるような気がした。

「だって…悪いじゃん。おれが頼まれたことだし、引き受けてくれても心では面めん倒どうくさいって思われてたら嫌だし……」

「そういうやつだよな、藤嶋って。ほんと要領悪い」

「ううっ……」

　これで都筑に『要領が悪い』と言われるのは二度目だ。高校時代から心底そう思われていたのだろうなと思うとなんとなくむっとなったが、あながち外れてもいないので言い返すことができなかった。

「───だったら都筑が手伝ってくれたらよかったのに……」

　非難めいて呟くと、急に背中に添そえられた手の動きが止まった。不ふ審しんに思って振ふり返ると、都筑が僅かに見開いた瞳ひとみでこちらを見下ろしていた。

「何？」

「──いや」

　都筑が柔やわらかく目元を和なごませる。ふっと溜ため息いきをつくように笑うと、マッサージが再開された。

「…そうだな。手伝ってやればよかった」

「……」

　あまりに素す直なおに、ひどく懐なつかしむようにそんなことを呟くものだから、つい守里は言葉を失ってしまった。

「それで、なんだったか忘れたけど、プリント。提出期限がその日のものでさ、どうにかクラス全員分のを揃そろえようとしてた藤嶋が未提出者のところを直接回って頼んでたときだけど」

「あー、うん…」

「俺もその一人だったから、昼休みに俺が外で寝てるの見つけてやってきて。眠ねむってる相手を起こすのを遠えん慮りよしてたのかは知らないけど、声も掛けずに立ち往生してたよな」

　言われてみて、不意に都筑を避さけてばかりいた記憶に埋うずもれて忘れ去られていたその情景を思い出した。

　そうだ。あれは、桜の薄うす紅べに色いろが鮮あざやかで、校内の道を歩けばどこでもその花びらが舞まっていた、三年に進級してまだ日も浅い春のことだ。

　確かその頃ころはまだ、都筑に対して恐きよう怖ふ心を抱いだいていなかった時期だったと思う。

　その日、授業棟とうを出た渡わたり廊ろう下かから見える裏庭で、昼ひる寝ねをしている都筑を見つけたのだ。

　都筑について当時の守里の認にん識しきは、秀しゆう才さいながらそれを鼻にかけておらず、型にはまった優等生というわけではないから、男女ともに人気が高い人物、ということだけだった。

　それと、ときどきふらりと賑にぎやかな輪を離はなれて一人になりに行ってしまうということ。

　こんなところにいたのだという都筑を見つけた興奮と、今まで一度も話したことのない校内の有名人に話しかけられる機会に、無む駄だに胸を高鳴らせていたことを思い出した。

（もっとも、結局は喋しやべれなかったわけだけど……）

　いざ都筑を目の前にすると、本人が眠っていたことも手伝って話しかけることができなかったのだ。

「───ていうか、起きてたの？」

「そういうわけじゃないけど、藤嶋が立ち去るときに気づいたんだよ。そしたら何？　置手紙代わりになってたプリントに提出しろっていう用件以上になんか色々書いてあるだろ？」

「えっ、な…なんて？」

　くつくつと思い出し笑いしている都筑に、「うわ…」と眉まゆ根ねを寄せる。

　確かにプリントを残してきた記憶はあるが、内容については全く覚えていない。

「なんだっけ。友達が探してるみたいだったとか、そんなところで寝てると風邪かぜ引くとか関係ないこと色々。カーディガンとか掛かけてくれてたけど、俺プリントと一いつ緒しよに返しに行ったこと、覚えてない？」

　守里は急にかぁ…っと頰が熱く火ほ照てり出すのを感じて、慌あわてて前に向き直った。

「お、ぼえて…ない…───」

　都筑を憧しよう憬けいの眼まな差ざしで見ていた頃の自分が、そんな痛いことをしていたとは信じられない。

「変なやつだって思った」

「───だよね…」

　おれもそう思う…と消え入りそうな声で呟くと、都筑が緩く笑った。

「嬉うれしかったけどな」

「そ、そう──」

　守里はベッドに沈しずみ込むように、べったりと身体ともども顔を伏ふせる。

（そんなこともあったんだ……）

　話はそこで途と切ぎれてしまったが、自分と都筑の間にもこんなふうに話せる思い出がちゃんとあったのだと知って、不思議な気分だった。

　そうなんだ、とそんな些さ細さいな事実を嚙かみ締しめるように守里は何度も頷うなずいた。

　都筑の掌てのひらから伝わってくる温度や、気持ちの良い優やさしい手つきを受けながら、施せ術じゆつ室の暖かな空気に包まれて、そっと睫まつ毛げを伏せる。

　胸にほんのりと温かな余よ韻いんを残す記憶をもう一度脳のう裏りで辿たどり直しながら、いつの間にか守里は、その思い出の続きを夢の中で眺ながめていたのだった。
















「……ん……」

　温かみのある緑の香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。

　まるで、深い森の中にいるみたいだ…とそんなことを考えながら、守里は空気を弾はじくように数度、睫毛を上下に揺ゆらした。

（あれ───？）

　起きがけでは、もともと鈍にぶい回転しかしていない頭だったが、頰ほおに触ふれている柔らかな枕まくらの存在に、一いつ瞬しゆん思考が停止した。さらに自分の右手が見慣れない掛け布ぶ団とんを握にぎり締めているのを見て、途と端たんに全身からどっと汗あせが噴ふき出してきた。

　どう考えても自分の部屋のものではない布団にくるまって寝ている状じよう況きように、凍こおりつく。

（ど…ドコっ……？）

　記憶の最後は、都筑の整体院で施術を受けていたところまでだ。

　硬かたい施術台に寝ねていたはずが、なぜこんなにも柔らかくて気持ちの良いベッドに横たわっているのだろう。

　───思い出せない。

　一体どうして自分がこんなところで寝ているのかは分からないが、壁かべ向きになっているこの状態から振り返って、自分がどこにいるのかを確かめるのが非常に怖こわかった。

　もっとも、いつまでもこうしているわけにはいかないことも分かっている。

　守里は「よし」と腹を決めると、一気にばさりと布団を捲まくり上げた。

「あの……！」

　声を上げて振り返った瞬しゆん間かん、そこに座る見慣れた男の姿を見つけて、守里は硬こう直ちよくした。

　ローテーブルを挟はさんだ向こう。クッションに背中をあずけて、何かの小こ瓶びんを片手に、雑誌を開いていた都筑がおもむろに顔を上げた。

「───ああ、起きたか」

　守里の起き床しように気づいた都筑が、崩くずしていた半身を引き上げる。

　Ｔシャツにジーンズという、今まで医務衣しか知らなかった都筑の私服姿が新鮮だった。

「ここって、都筑の家？　なんで、おれ……」

「施術中に爆ばく睡すいしたからだろ。揺すっても全然起きないし、店に置いとくわけにもいかなかったから、仕方なく俺の家に連れてきたんだよ」

　瓶の蓋ふたを戻もどして、閉じた雑誌と一緒にローテーブルの上に置く。

　呆あきれの滲にじんだその返事に、守里は顔を蒼あお褪ざめさせた。

　やってしまった。昔から一度寝ね入いってしまうと、自分から目を覚まさないかぎり、ちょっとやそっとのことじゃ起きられない体質なのだ。

　それでなくとも、院で疲つかれて眠っている都筑を見ていたというのに、今度は自分が眠りこけて、あげくそのベッドを占せん領りようしているなど、本当になんて迷めい惑わく千せん万ばんな客なのだろう。

「ご、ごめ……っ───て、わっ」

　謝って、慌ててベッドから抜ぬけ出した。だが、少し毛の長いチョコレート色のラグの上に足をついた途端、何かに爪つま先さきが引っかかって、蹴け躓つまずきそうになった。

　よくよく足元を見てみると、踏ふんでいたのは自分が履はいているズボンの裾すそだ。

　けれど、だぼりとした灰色のスウェットは明らかに自分のものではない。確認してみれば上も同様に、守里には幾いく分ぶん袖そでの長いパーカーに替かえさせられていた。

「あれっ…？　あれっ？」

　そんな自分の姿に困こん惑わくしておろおろとしていると、それをゆったりと眺めていた都筑が、人差し指で「後ろだよ」と守里の背後を指し示した。

「皺しわになりそうだったから着き替がえさせた」

　教えてくれる都筑の声を意識の半分で聞き取りながら、守里は慌ててそちらを振ふり向いた。

　壁に吊つるされた自分のスーツ一式を見つけて、飛びつくように駆かけ寄る。

　皺もなく几き帳ちよう面めんにかかっているそれを抱だき締めて、未いまだに表情薄うすくこちらを見ている都筑を振り返った。

「あの、ごめん…迷惑かけて……。…おれ、着替えたらすぐ帰るから……っ」

　都筑に背中を向け直し、スーツをベッドの上に置いて、たどたどしくパーカーのファスナーに手をかけた。

　施術の後も今も、都筑に着替えさせてもらったのだと考えると無む性しように恥はずかしくて、泣き出しそうになった。

　着替えさせられるよりももっと恥ずかしいことをされているはずなのに、無防備な姿を晒さらしてしまったことは、それとはまた違ちがった恥ずかしさがあった。

　眠ねむってしまった自分が、今になってひどく恨うらめしい。

「あ──あと…、できれば最も寄よりの駅の場所とか教えてもらえると助かるんだけど……」

　何か喋しやべっていないと、羞しゆう恥ち心しんと自責の念に押し潰つぶされそうで、守里はなんとか言葉を紡つむぎ出した。

「別に、教えてもいいんだけど」

「ひゃっ…」

　びくり、と背中に一本突つき立てられた指に背筋を引き伸のばす。

　いつの間にか背後に立っていた都筑が、おもむろに守里の肩かたに顎あごを置いてきた。後ろから回された腕うでに抱だき込むようにされて、なんのつもりなのだと、緊きん張ちようで胸を跳ね上がらせた。

「終電逃のがしてるから、ここに連れて来てるわけなんだけど？」

　そう言って、下ろしかけていたファスナーをじじじじ、と上げ戻される。

「え…っ、あ、わ……」

　限界までファスナーを上げ終えた都筑は、あっさりと身を引いていった。

　束つかの間の緊張を解いて胸むねを撫なで下ろした守里は、おそるおそる都筑のほうを振り返る。

　戸と惑まどいを滲ませた瞳ひとみで窺うかがうと、小首を傾かしげた都筑が、にっこりと笑ってテーブルの前を指し示した。

「泊とまっていけよ。タクシー探すのも面めん倒どうだろ？」

　────と、言われたものの。

　今更ながらに、一晩を都筑と過ごさなければならないことと、タクシーを探すことでは、どちらのほうがリスクが高かったのだろうと考えた。

　ベッドを背に腰こしを下ろした守里は、爪つめを弾きながら、密ひそかに唇くちびるを尖とがらせる。

（……でも、結局ここがどこだか教えてくれないし）

　終電もなければ、呼びようもないタクシーを寒空の下で捕つかまえられずに帰れなかったことを想像すると、怖くて迂う闊かつに外に飛び出してもいけなかった。

「なんか飲むだろ？　って言っても、酒とミネラルウォーターくらいしかないんだけど」

　キッチンに立つ都筑が、冷蔵庫を覗のぞき込みながら尋たずねてくる。

「あ、じゃあ、水で……」

「けど、明日あした休みだよな？　こういう機会もあんまりないし、飲もうぜ。ビールでいいだろ？」

「………」

　じゃあなんで訊きいたんだよ、という突っ込みが喉のどの上ぐらいまで出かかったが、かろうじて腹の底まで飲み下す。もう都筑の一挙一動にいちいち反応していては身が持たないことは、充じゆう分ぶんに承知している。

「藤嶋、メシとかもまだだよな。あー…でもつまみぐらいしか食べられそうなものないわ。ちょっと俺、そこのコンビニ行ってなんか買ってくるな。藤嶋何か食べたいものとかあるか？」

「え？　やっ、あの、ほんと全然気とか遣つかわなくていいから！　泊とめてもらえるだけでもう充分っていうか！」

「そうか？　でも、空すきっ腹に飲むのはさすがにまずいだろ」

　守里の遠えん慮りよを軽く退けて、「どうするかな…」と都筑は冷蔵庫の中に視線を戻していく。

　守里はそんな都筑の姿から目を逸そらして、ぽすんとベッドの縁ふちに背中をあずけた。

　胸に溜たまっていた空気をゆっくりと吐はき出して、部屋全体にぐるりと視線を巡めぐらせる。

　十畳じようほどの広さだろうか。シングルのベッドやモノトーンの黒いクローゼット。あまり物を置いている様子はないが、飾かざり棚だなには洋楽のＣＤや本などが綺き麗れいに並べてある。そんな都筑が自分の趣しゆ味みを揃そろえて整えたと窺える空間に、守里は密かな居い心ごこ地ちの良さを感じた。

　守里はテーブルの上に幾いく本か並べられている、先ほど都筑が手にしていた小瓶の一つに手を伸ばす。

　英字が記されたラベルには『Essential oil』と書かれていた。

「これ、何……？」

　思わず疑問が口を突いて出ると、キッチンで何かをしていた都筑がこちらに顔を覗かせた。

　守里の手に握にぎられているものを見ると、合が点てんがいったように頷うなずいた。

「ああ、それはアロマオイルだ」

「……アロマ？」

　アロマテラピーなどで使うあれのことだろうか。随ずい分ぶん洒落しやれた趣味があるものだな、と感心しながら「ふーん…」と呟つぶやいて、何気なく蓋を回した。

　ふわりとラベンダーの甘酸っぱい香かおりが立ち上ってきて、ほっと溜ため息いきをつく。

「来年の春あたりからうちでもアロママッサージ取り入れることにしたから、セラピストの資格取れって言われてるんだよ」

　瓶をテーブルに戻す。都筑の話に耳を傾かたむけながら、その傍そばにある都筑が読んでいた本のページを指先でぱらぱらと捲めくった。

　雑誌だと思っていたものは、どうやらアロマのテキストだったようだ。

「そのうち藤嶋にもやってやるよ」

　そう言いながらキッチンから戻ってきた都筑の気配に、テキストを閉じてそちらを見上げる。

「え、何それっ？」

　ほかほかと食しよく欲よくを誘さそう香こうばしいソースの匂においを絡からませた湯気を立ち上らせるものが目の前に置かれた瞬しゆん間かん、守里は思わず感かん嘆たんの声を上げていた。

「わぁ…っ」

　青チン椒ジヤオ肉ロー絲スだ。

「美味おいしそうだね！」

　白いお皿に盛られた、こってりとした油で艶つややかに光るピーマンの緑や細切れの肉に、守里は瞳を輝かがやかせる。それほどお腹なかはすいていないと思っていたのに、急に食欲が湧わき上がってくるのを感じた。

　結果的にコンビニに行く以上の手間をかけさせてしまって申し訳なく思ったが、本音としては、コンビニの味気ないものを食べるよりも、出来立てのこちらを食べるほうが心が躍おどった。

「すごいなぁ。なんか本格的じゃない？　え、ご飯もあるの？」

　都筑に差し出された茶ちや碗わんによそわれた白米に、僅わずかに目を見開く。

「最近のレトルト業界はほんとに頑がん張ばってるよな。俺はピーマンと肉を切っただけだけど」

「いやいや。都筑がピーマン買ってるところとか、お米研といでるところとか想像すると、そこはかとなく笑えみが浮うかんでくるよ」

　言いながら、すでににやにやしていると、不ふ愉ゆ快かいそうに都筑の目が眇すがめられた。

「まぁ…今日約束してたらしい誰だれかさん家ちの料理みたいなクオリティはないだろうけど」

「根に持ってるし」

　つい、と半目になって見み遣やる。

　小さく肩をすくませて、両手に缶かんビールを二本ずつ挟はさみ込んで戻もどってきた都筑が、どっかりと守里の側面のクッションの上に腰を下ろした。

「ま、別にいいけどな。……ほら、藤嶋」

　それからこつりと缶ビールの底縁でこめかみあたりを小こ突づかれて、守里は唇を尖らせた。

　都筑のほうからプルタブを開ける音が聞こえてきて、守里も渡わたされたそれを開けた。

　都筑から「ん」と差し出された缶にきょとんと小首を傾げる。一いつ拍ぱく遅おくれではっとその意図に気がついた守里は、そっと都筑が差し出した缶に自分の缶をぶつけた。

「乾かん杯ぱい」

「か、乾杯…」

　何に対する乾杯なのかはよく分からなかったが、指先にたぷんと伝わってくる液体の振しん動どうや、泡あわの玉が中で弾はじける音を聞くのは随分と小気味良かった。

　守里は無意識に唇を綻ほころばせて、ビールを一口呷あおった。アルコール特有の香りがつん、と鼻を抜ぬけていく。

　こんな状じよう況きようを、高校時代の自分が知ったらどんな顔をするのだろう。苦手だった都筑の家に泊まることになって、都筑の服を借りて、一いつ緒しよにお酒を飲んでいるなんて───。

　きっと信じてはくれないだろう。そう考えると妙に楽しくて、守里は内心で小さく含ふくみ笑いを漏もらしながら、あつあつに湯気を上げる青椒肉絲を箸はしの先で摘つまみ上げた。

「美味しいね」

　舌にのせた瞬間の蕩とろけるような旨うま味みに、守里は思わず頰ほおを弛ゆるませて、知らず都筑に微笑ほほえみかけていた。都筑が僅かに目を瞠みはって固まり、やがて視線を下へと伏ふせさせると、ビール缶の縁に唇を寄せた。

「……藤嶋は、食べ物を前にすると活いき活いきするのな。いつもは、なんかぼけっとしてんのに」

　都筑の減らず口に顔を顰しかめながらも、口をもぐもぐと言わせているので反論できない。

　そんな守里を眺ながめながら喉の奥でくつくつと笑っている都筑が憎にくたらしかったが、昼以降空っぽだった胃が温かなご飯で満たされていくのが幸せで、箸を動かす手も止められなかった。

　咥こう内ないにあるものを全すべて飲み込み終えて、守里はやっと口を開いた。

「水沢は『ご飯は一日の活力の源だ』って言ってたもの。別に間ま違ちがいじゃないと思うけど」

「───ミズサワねぇ…」

「なんだよ。……水沢も料理上手うまいよ。水沢って長男らしくてさ、兄弟が多くて親が共働きだったから、料理とか慣れてるんだって。おれの食生活が偏かたよってるのとかも心配してくれてさ、なんか母親みたいなんだよね。いや勿もち論ろん、ありがたいんだけど」

「なるほどな、藤嶋はそいつに胃い袋ぶくろを摑つかまれている……と」

「え？　何？」

　茶碗から顔を上げて、都筑が缶に口をつけたまま喋しやべったせいで籠こもって聞きとれなかった言葉を訊き返す。

「なんでもない。誰かさんは鈍にぶくて助かると思っただけ」

「……？」

　馬ば鹿かにされているとしか思えない返答に半目で見返したが、気にしたら負けだと、それ以上突つっ込むことはせずに、箸先で茶碗の底に残った米こめ粒つぶを集めることに集中した。

「そういえば俺、藤嶋がどこで働いてるのか知らないんだけど、今何してるんだ？」

「え？　あー、広告代理店で働いてるよ。えーっと、日ひ武む加か広告社なんだけど……」

「うわ、知ってる。あそこかよ、すごいな。じゃあＣＭ作ったりしてるのか？　そういえば藤嶋、昔、美術部とかいたっけ」

　皿の上が空いてきたのを見て、脇わきから取り上げた菓か子しの袋ふくろを開けながら都筑が首を傾かしぐ。

　自分が美術部にいたという、誰も興味がなさそうな情報を都筑が知っていたことに驚おどろいた。

「そう、だけど……でも制作じゃない。おれはマーケティングのほうだから」

「ああ、そうなんだ？」

「うん…。ほんとは制作を希望してたんだけど、研修で制作のところにいたときに、なんとなくだけど、おれには誰かの心に響ひびくような広告は作れないだろうなぁ…って感じちゃって」

　世の中、何事も思った通りにうまくいくわけじゃないことは理解できていたし、自分がそんな現実も受け入れなければならない年ねん齢れいであることも分かっていたが───それでも、いざ自分に才能がない現実に気づかされるとやはりつらかった。

「でもさ、大学では統計学的なことを専門にやってたから、マーケティングの部署に正式配属が決まったときは、妙に納なつ得とくしたっていうか。今はここが一番自分の性に合ってるって思ってるし、だから……別に、いいんだ」

　いつの間にか黙だまってしまっていた都筑を気き遣づかって、明るく微笑わらってみせた。

　都筑はどこか釈しやく然ぜんとしない顔つきをしていたが、守里は都筑に何か言われる前に話を別の方向へと逸そらした。

「それより、都筑こそどうして整体師に？」

「俺？」

　飲み干した缶を指先でぺきりと潰つぶして、都筑が新しい缶を開ける。

　一口飲んだ缶をテーブルに置いた都筑は、そのままラグの上に仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

「俺は…まぁ、やっぱり尊敬してた祖父じいさんが整体師やってたからだろうな」

　そう呟つぶやいて、懐なつかしそうに薄うすく目を細める。

「お祖父さん……？」

「ああ。小さい頃ころによくついて回って色々教えてもらってたんだ。……筋が良いって言われたときは嬉うれしかったな。そのときから、こっちの道を考えはじめたんだと思う」

「へぇ…」

　守里は小さく相あい槌づちを打つ。

「俺も進路決めるとき、進学して企き業ぎよう行くかとか色々悩なやんだけど、やっぱり人を喜ばせる祖父さんの背中見て育ったから。親は反対してたけど、説得して整体師になろうって決めたんだ」

「そうだったんだ……」

「今は伯母おばさんが仕切ってるけど、俺のいるあの整体院も、もともと祖父さんのものなんだ」

「え？」

「俺もはじめは修しゆ業ぎようも兼かねて別の院に勤めてたんだけど、急に祖父さんが倒れて入院することになったって連れん絡らくが来たんだ。一時、店は伯母さんに任されたけど、やっぱりひとりで回すなんて無理があって、気づいたら店自体潰れそうになってたんだよな」

「それで、どうしたの……？」

　いつの間にか話に引き込まれていて、先を促うながすと、小さく都筑が苦く笑しようを浮かべた。

「俺も店に戻ったんだよ。まぁ、いずれそうするつもりだったしな。……それで、そこからは、前の院で贔ひい屓きにしてくれてたお客とかに色々助けてもらって、なんとか今の状態を続けられるくらいまでは持ち直したってわけ」

「そっかぁ…」

　思わずほっと安あん堵どの息をつく。

「じゃあ都筑はお祖父さんの整体院の救世主だったんだね」

「なんだよ、それ」

　そんな表現が可笑おかしかったのか、都筑が薄く笑った。

　守里は袖そでがだぼりと指の中ほどまでかかってくるパーカーを捲めくり上げた。それでもずり落ちてくる袖から少しだけ覗のぞいた指先で、まだ中身が残っている缶をそっと包み込んだ。

　すごく、不思議な気分だった。

　怖こわい怖いとばかり、念じるように思っていた都筑の祖父想おもいの意外な一面も、ただ真っ直すぐに自分の信じたものを成し遂とげようとする姿勢も───すごく、輝かがやいて見えた。

　指の先で軽く缶かんの縁えんを弾ひく。

「なんか…少しだけ、都筑に人気があった理由が分かった気がするかも……」

　そっと睫まつ毛げを伏せて、そんなことを呟いてみる。

　返事がないことが急に不安になって、ちらりと横目で都筑のほうを窺うかがうと、予想外に都筑もこちらを見ていた。かち合った視線に思わず息を詰つめる。

　それは都筑がたまに浮うかべる、本当に何を考えているのか分からないときの無表情だ。

　そのうち焦しよう燥そう感かんが胸を衝つき、心身ともに落ち着かなくなってきて、守里は慌あわてた。

「あ、あの…っ」

　だが、そうやって守里が新しい話題を探して頭の中をぐるぐるさせていたとき、ふと頰に何かが触ふれてきた。

「────？」

　見ると、都筑の指先が掠かすめる程度に自分の顔へと伸のばされている。触れる気があるのかないのか、そんなことを問い質ただしたくなるような微び妙みような距きよ離りに、守里は固まった。

　まるで夜空を沈しずみ込ませたような深い色をしたひたむきな瞳ひとみに見つめられて、動揺した。

「お前は…可愛かわいいって言われてたよな」

　ぽつりと控ひかえめに呟かれた都筑の言葉に、守里は自分の胸が一つ高い音を奏かなでるのを聞いた。

　可愛い──？

「な、に…急に……」

「──」

　一時して、都筑の手が引かれていく。僅わずかに爪つめの先が触れた程度のことだったのに、その一点だけがいつまでも熱を持っているように熱かった。

「……そんなこと、言われたこと、ないよ」

　どぎまぎと、言葉を紡つむぎ出す。

　胸がどくんどくん、と一度ずつ深いところに重おも石しを落とすみたいに鼓こ動どうしていた。

「でも、俺はずっとそう思ってた」

　今度は守里が口を噤つぐむ番だった。

　落ち着かない空気を肌はだでひしひしと感じた。何か言わなければますますその濃のう度どが上がってしまうと分かっていたのに、舌がもつれたように言葉が何も出てこなかった。

　ゆっくりと身を起こした都筑に、代わりに肩かたを強張らせて俯うつむく。

「おれ、ずっと都筑には嫌きらわれてるんだって、そう思ってたんだけど……」

「嫌う？───俺が？」

　大きく見開かれた瞳に、小さく顎あごを引く。

「嫌ってたのはお前のほうだろう？　俺のこと全力で避さけてたの知ってるぞ」

「そ、れは……っ」

　気づかれていたのかと、守里は絶句した。

　確かに全力で避けてはいたが、それでもあからさまではなかったはずだ。

「だって、それは…っ、都筑のせいだから……」

　子供が拗すねるみたいに唇くちびるを尖とがらせて、目線を脇へと逸らす。

「俺の？」

　本当に分からないといった様子の都筑を横目で見ながら、もう一度浅く頷うなずいた。

「……なんで、俺のこと避けてたんだ？」

　どこか慎しん重ちような響きで問いかけてくる都筑に、息を詰めた。

　守里はなんと答えようかと少しだけ悩んで、もうすっかりぬるくなってしまっている手の中の缶を左右にたぷたぷと揺ゆらしながら、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「なんか──すっごい睨にらまれてたし……」

「……」

「近く通ったときとかも、冷たいっていうか、呆あきれたっていうか…とにかく、ひとを突つき放したような溜ため息いきついてくるしさ。……あれ、ほんとに怖かったよ」

　目線を遠くに泳がせて、苦々しく眉まゆ根ねを寄せている都筑を見て、当時は自分こそその表情を浮かべてやりたかったと胸中で呟いた。

「それに───」

　それに。

　守里は一度言葉を切って、沈ちん黙もくする。喉のどまで出かかっている言葉をどうするか躊躇ったが、この際だから言ってしまえと、自分に活を入れるべく一気に残りのビールを飲み干して、大きく声を張った。

「おれが好きだった百もも瀬せさん、当てつけみたいに奪うばっていったじゃん！　しかも振ふるしッ…」

　きょとんと目を見開く都筑を、キッと睨みつける。

『百瀬さん』とは、同じ委員会に所属していて、仲の良かった同級生の女の子のことだ。

　ふわりとした空気が優やさしくて、小さく肩をすくませながら笑う姿が天使みたいに可愛らしい、守里が長い間想いを寄せていた相手だ。

　そのときのことを思い返すと、未いまだに無念でならなかった。

　友人たちからはつき合うまで秒読みだと言われていたくらいで、それに対して向こうもまんざらではなさそうだったし、こちらだって期待をしていた。

　それなのに、どういうわけか、ある日突とつ然ぜん彼女は都筑に熱を上げはじめ、そうかと思えば、短期間のうちに彼女自ら都筑に告白しにいってしまったのだ。

　守里が一年かけて育はぐくんできた想いだった。それを、たかが数日やそこらであっけなく崩くずし去り、あげくその申し出を一いつ瞬しゆんで断ったというのだから、これでどうして都筑を恨うらまずにいられるだろうか。

「ちょ、待て待て。奪うとかお前適当なこと言うなよ。向こうが勝手に告ってきたんだろ、俺からは何もしてない…というか、そりゃまぁ、ちょっとくらい喋しやべりはしたけど」

　また目が泳いでいる。

　その『ちょっと』が、おそらく彼女に絶大な期待を抱いだかせるような内容だったのだろう。

「ふーん、そうですか。向こうが勝手に。あーそうですかそうですか」

　無む性しように腹が立って、苛いら立だち紛まぎれにもう一本の缶ビールのプルタブを開けた。

　ごくりごくりと飲みっぷり良く呷あおっていると、「おいおい…」と呆れたように、都筑が顔を歪ゆがませた。

「大体！」

　テーブルにダンッ、と缶ビールを強く打ちつける。

　予想以上に大きな音を立てたテーブルが、上にあるものをぐらぐらと揺らした。　>>>♥

「都筑はおれのことシカトしてたっ……」

　守里は缶にきつく爪を立てて、都筑を睨み据すえた。

　興奮したせいで、先ほど一気に体内に流し込んだアルコールがものすごい勢いで全身に回っていったような気がして、顔がうだるように熱かった。

「おれだけだっただろ……？　あんなにあからさまだったの……」

　何より一番ショックだったのは、そんな都筑の冷たい態度だ。

　学年の人気者は誰だれから見ても憧あこがれの存在で、『自分』というものを持って一歩先を進む都筑の芯しんの強い姿に、男も女も関係なく同級生は皆みな、魅み了りようされていた。

　守里だって例外ではない。自分が都筑みたいになれないことを知っていたから、殊こと更さらにそう感じていたのだと思う。

　それなのに、理由も分からないまま自分にだけ冷れい淡たんな態度をとられ続け、心臓が凍こおりつくようなショックを受けた。そんな視線に気づくたびに息苦しくなるほど悲しくなった。

「おれ、都筑に何かした…？　ちゃんと喋ったことだってないのに、なんで嫌われてるのかなんて分かるわけないじゃん……」

　自分が他人の嫌けん悪おの対象にされているということを認めるだけでも嫌いやなのに、その相手が誰にでも好意的な都筑だったことがいっそうのダメージになった。

　だから、避けたのだ。そんなものは見ていたくなかったから。

　今はあのときのことなど関係ないはずなのに、唐とう突とつに当時の途と轍てつもない寂せき寥りよう感を思い出して、深く項うな垂だれた。

　そのときだった。突如、都筑が守里の肩かたを摑つかんできた。

「違ちがう！」

「…っ」

　都筑の指が、きつく肩に食い込んでいた。

「そうじゃない……」

　酒のせいか、それとも感情の昂たかぶりか。潤うるんで滲にじむ視界の中で都筑の顔を見返した。

　そこには、あまりに真しん剣けんな光を宿して自分を真っ直すぐに見つめてくる双そう眸ぼうがあった。

　その苦り切った表情には一体どういう意味が含ふくまれているのだろうか。

　どうしてそんなにも、必死だと言わんばかりの眼まな差ざしで自分を見ているのだろう。

「嫌ってなんかいない。嫌うわけないだろ。俺は───」

　守里は目を逸そらすこともできず、まばたきも忘れて、その吸い込まれてしまいそうなほど深い色をした瞳ひとみを見返していた。

「俺は……お前がずっと好きだったんだぞ」

　少しだけ低くひそめられた、けれどどこまでも澄すみ渡わたった声こわ音ねが、ずしりとした重量感を持って響ひびいた。

「え───？」

　緩ゆるやかに目を見開く。心臓が鈍にぶく大きく脈打ちはじめた。指先から甘い電流のようなものが全身へと駆け抜けていく。

（都筑が……おれを好き───？）

　疑う気持ちが半分。「好き」に秘められた意味さえまだ不確かなままだが、守里は都筑に伝えられた真実に、きゅっと胸の一番柔やわらかな場所を押されるような感覚を味わった。

　都筑が小さく息をついて、摑まえていた守里の肩からそっと手を引いていった。

「───お前は分かってないんだ。自分の一挙一動がどれだけ他人を魅了するのか。お前の笑え顔がおが、仕草が、どれだけ相手を惹ひきつけるのか」

　言葉を紡つむぐたびに、都筑が苦しげに呻うめく。

「相手が自分をどういう目で見ているのかなんて気づく気もないお前は、無自覚に他人を誘さそう。しかも無防備で、すぐに気を許す。誰にでも構わずべたべた、べたべた触さわらせやがって……。それに対してお前も口では拒きよ絶ぜつしながら、実際へらへら笑ってるだけで───そんなの、見てるこっちが腹立つの当たり前だろ……」

「そ、そんなことっ……」

　守里はやにわに頰ほおに朱しゆを差して、瞠どう目もくした。

　そんなことはない、心外だと守里が抗こう議ぎの声を上げようとしたとき、突然身体のバランスが崩れた。都筑に二の腕うでを摑まれ、強ごう引いんに腰こしを引き寄せられる。

　あっと声を上げる間もなく、傾かたむいていると気づいたとき、守里は都筑の胸の中にいた。

「つ、づ…き？」

「気が気じゃなかったんだよ。俺がどれだけ肝きもを冷やしてたかなんてお前が知らないだけだ。そういう光景見せつけられてたら、誰だって自然に目つきもきつくなるだろ。……あの頃ころは藤嶋と話すきっかけもなかったし、それならせめて他ほかのやつに奪われないようにって気をつけてたら、逆にお前のほうが遠ざかっていくし────」

　背中に回された都筑の腕が、まるで心の距きよ離りまでも埋うめたいと訴うつたえているかのように更さらに密着を強めてくる。

　責める響きが掠かすれた声音で耳じ朶だに触ふれたとき、守里はふるりと睫まつ毛げを震ふるわせた。

「気持ち未消化なまま卒業して…もう藤嶋と会うこともないのかって、一度は締あきらめたけど……。またこうやって再会できて、昔よりもすごい近い距離で喋れてて──しかも仕事とはいえお前に触ったりとかもさ…。そんなの、あの頃よりもっとお前のこと考えるに決まってるだろ」

　そこに、はじめて院に行ったときに都筑としてしまったことも含まれているのだと気づいて、今度は別の理由で恥はずかしくなって深く俯うつむいた。

「藤嶋に会うたび、やっぱり俺は今でも藤嶋が好きだって、そう思えて仕方がなかった」

　いつもは温かな、めずらしくひやりとした都筑の冷たい指先が、守里をじゃらすように髪かみを梳すいて耳の後ろを優やさしく撫なでた。くすぐったいと思わず閉じようとしたが、都筑が双眸に揺ゆらめかせる嫉しつ妬との色を見て、ついと息を吞んだ。

「───なのに、なんなんだよ。なんでまた余計なやつ引っかけてきてるんだよ、お前は」

　責めるように、都筑の歯が守里の耳朶を嚙かんだ。

「…っ」

「俺以外のやつに簡単に触らせるなよ。俺以外のやつに平気で笑いかけるな。───腹が立つ」

　独どく占せん欲よくの塊かたまりみたいな、理り不ふ尽じんで我わが儘ままで傲ごう慢まんなそんな要求に、守里は眉まゆを曲げる。

　そんなことができないことくらい都筑自身分かっているだろうに、まるで子供が駄だ々だを捏こねるような、身勝手な願望を平気でのたまう姿に閉口した。

（───でも）

　言葉にし難がたいどうにもほのかに甘い感情が、混乱の渦うずに柔らかな色を回しはじめている。

「水沢のこと言ってるなら、ただの友達だよ……」

　まるで言い訳でもするみたいに、都筑の胸から僅わずかに身を引いて、俯きがちに呟つぶやいた。

　肩を引き寄せる都筑が眉み間けんに皺しわを溜ためたまま、こつりと額をぶつけてくる。

　そんなすぐに詰つめられた距離に、いっそう胸を打つ速度が増した。

「相手なんて関係ないんだ。お前に近づく奴やつなら、誰だろうが俺はむかつくんだよ」

　守里はきゅっと下した唇くちびるを嚙む。

　さりげなくだが、とんでもない嫉妬心に満ちたその台詞せりふに困こん惑わくした。

「……すごい勝手だよ、それ……」

「知ってる。でも俺はすごい心狭せまいから、好きな相手は俺だけのものにしたい」

　やはりそういう次元の話をしているのだと、妙みように現実味を帯びた発言に、守里は甘あま酸ずっぱい気持ちを覚えて、どぎまぎと唇を震わせた。

「っ…、お、おれ…男──なんだけど……」

「今いま更さらなんの確かく認にんだよ」

「だ、だって、おかしいだろっ？　男同士…とかって。しかもなんで、おれなんか…っ」

　それは、都筑ならば性別など関係なく好意を持たれたって不思議ではないといえるかもしれないが、都筑自身もそうだったのだろうか───？

　大体にして、どうして自分のような特とく徴ちようのない人間のことを、都筑が好きだと言うのか理解できなくて、困惑した。

「藤嶋のことは、いつの間にか目が追うようになってた。何事にも一いつ生しよう懸けん命めいで、少し鈍どんくさいところも可愛かわいくて。…俺だって、同性相手にこんなのおかしいって思ったことがないわけじゃない。それに、藤嶋だってこんな気持ちを向けられたって迷めい惑わくだろうって…。だから昔は躊ちゆう躇ちよしてたけど……」

　でも、と一度都筑が言葉を切る。

　思わず持ち上げた瞳が、都筑の真しん摯しな眼まな差ざしとぶつかった。

　その視線のあまりの熱さに、守里は息を詰めた。

　だが、そんなふうに張り詰めていた糸を切るみたいに、都筑がくしゃりと前まえ髪がみを摑んで小さく自じ嘲ちようするように笑った。

「でも──再会してみたら結局はこのザマだ。お前が他の奴に奪とられるかもって考えるだけで、はらわたが煮にえくり返りそうになって、苦しくなる」

　歪ゆがめられた瞳に、思わず視線を逸らす。都筑が伸のばした指が、守里の髪を梳いた。

「……俺は多分、どれだけ離はなれている期間が長くても、たとえば俺が藤嶋のことを忘れることがあっても、きっとまた出で逢あってしまえば簡単に恋こいに落ちる。気持ちだけはいつまでだって変わらない───そのくらい、お前のことが好きだから」

「───っ」

　頰が焼けそうに熱かった。耳の奥で鼓こ動どうが聞こえてくる。

「で…でも…都筑、意地悪するじゃん……」

　思わずすくんで、いじけた声を出すと、都筑がふっと笑った。

　自分でも気づかないうちに、目の端はしに浮うかんでいた薄うすい涙なみだの盛り上がりを、都筑は人差し指で払はらって、そこに唇を寄せてくる。

「藤嶋がいちいち可愛すぎるんだよ。虐いじめたくなるんだ」

　腰を引いて逃にげるも、都筑の腕の中からは抜ぬけ出すことができなかった。

「───そんなのいやだ……」

　守里が拒こばむと、「しょうがないな」と言わんばかりに、蕩とろけそうなくらい優しい仕草で頭を撫でられた。頭のてっぺんから囲い込まれるようにされると、急に心こころ許もとない気持ちになった。

「じゃあ、すごい優しくする。大切にするから……」

　そっと、背中をベッドの縁ふちにあずけるように柔らかな力で押し倒たおされる。

　どこまでが本気なのか量りきれない都筑の譲じよう歩ほのような言葉に、少し高い位置にあるその顔を半信半疑に仰あおいだ。

　不意に伸びてきた親指に唇を開かされるように、顎あごを引かれた。

「つ、都筑……？」

　なんとなく、これからされようとしていることの予測がついてしまい、守里は身じろいだ。

　上から覆おおい被かぶさるような形で身を寄せてきた都筑の胸を両手で押しとどめて、顔を背そむける。

「ま…待って…、都筑…。おれ…こういうのよく、分からない、から……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　摑つかまれた手に、指を絡からませられる。

　肉にく食しよく獣じゆうみたいな鋭するどい瞳ひとみの閃ひらめきに思わず目を奪うばわれていると、もう片方の空いた手が頰に添そえられた。

「分からないなら、任せていればいい。───全部、俺が教えるから」

　都筑、と呼んだはずの言葉が、声にならなかった。

　唇に触れた温ぬくもりに、全すべてが搔き消されていく。

　キスしている……。

　そう思考が追いついてきたとき、守里は自身の下した顎あごを摑んで仰あお向むかせた都筑に、柔やわらかく唇を啄ついばまれていた。

　伏ふせられた長い睫毛がすごく近くて、他人と触れ合わせるその感かん触しよくに硬こう直ちよくする。

　一部しか触れていないところがこんなにも気持ちがいいとは思わず、まるで本当に大切な宝物を扱あつかうかのように甘く優しい仕草で触れてくる都筑に、胸が締しめつけられた。

「…ん、…ぁ…」

　離れていった都筑の瞳が、愛いとおしげに自分を見下ろして細められる。半開きで浅く呼吸を繰くり返す濡ぬれた守里の唇を、都筑の親指がそっと拭ぬぐい取ってくれた。

「───俺が怖こわい？」

　守里の戸と惑まどいに気づいたように、静かに尋たずねてきた都筑の問いに何も答えられなかった。

　微かすかに震える守里の身体からだを労いたわるように摩さすってくる手が、この上ないほど優しい。

　けれど、自分を見つめる眼まな差ざしばかりはあまりに真しん剣けんで、触れれば火傷やけどしてしまいそうなほどの熱情が揺らめいていた。

「それでも俺は、お前を諦あきらめるつもりはないし、他ほかの誰だれに渡わたしてやる気もない」

　守里が呆ぼう然ぜんと投げ出していた左手を、都筑が自分の手で掬すくい上げる。

　指先を摑まえたその大きな手が、導くようにゆっくりと都筑の側そばへと引き寄せていき、やがて守里と視線を合わせたまま恭うやうやしく身を屈かがめると、その薬指に唇を寄せてきた。

　まるで誓ちかいを立てるようなその仕草に、戸惑いだけじゃない何かが胸を熱くざわめかせる。

「だから、覚悟しておけよ。────絶対に俺のことを好きにさせてみせるから」

　絡めるように繫つないだ手を強く握にぎり締められ、そのまま強気に笑ってみせた都筑に覆い被されるように、強ごう引いんに再び唇を重ねられた。

　拒む間もなく、狂くるおしくせっかちに奪いにきた口づけに圧あつ倒とうされる。何度も息いき継つぎの合間に零こぼされた掠かすれた響ひびきの自分の名前に、自身の内側に燻くすぶる熱が煽あおられていく。

「……お前が分からないと言うなら、今はそれでもいい。答えは一つしか受けつけないけど、気長に待ってやるよ。だから───今だけは俺を拒まないでくれ……」

　困ったように微苦笑した都筑に、胸がきゅっと甘く締めつけられた。いつもは傲慢な態度の都筑が、自分を恋こい慕したって弱気になる姿に戸惑いを覚えた。

　少しずつ体勢が崩くずれ、いつの間にかラグの上に折り重なるように、倒れ込んでいた。

　都筑に押し倒されるように圧のしかかられながら、守里はキスの余よ韻いんが残る唇を僅かに嚙み締めた。

　こんな状じよう況きようも、そんな要求も、全部本当に無む茶ちや苦く茶ちやだと心では思うのに。

　こんなこと、到とう底てい受け入れていいことじゃないのに。

　それなのに、都筑が自分に告げる「好き」という響きがまるで蕩ける糖とう蜜みつのように甘美すぎて、うっかりとその甘さに酔よわされたように白く靄もやがかかった思考の中で、優やさしく、したたかに唇を割り入ってきた肉厚の舌を、守里は抵てい抗こうなく受け入れていた。










　部屋全体が、熱気に満ちているようで暑かった。

　ラグの上で、しつこいくらいに口づけてきていた都筑は、守里をベッドに引き上げると、仰向けに押し倒して、着ているものを全て取り払ってきた。

「…や、それ…っ」

　内うち腿ももを大きく広げられ、キスだけでしとどに濡れて天を仰いでいる自身をあられもなく都筑の前に晒さらさせられる格好に、守里は思わず両腕で顔を隠かくした。

　自分だけが全ぜん裸らという恥はずかしい状況になんとか脚あしを閉じようとするも、その間には都筑が身を屈めているため叶かなわない。

　都筑の長い指が守里の弱い括くびれを弾はじき、そこを何度も執しつ拗ように擦こすり上げてくる。

　時折、蜜みつを溢あふれさせている先せん端たんの窪くぼみを指先でくじられ、守里は急激にせり上がってくる快感を耐たえるように、震ふるえる指を都筑の髪かみに沈しずみ込ませた。

「ん…、つづ、き…っ、やっぱり、おれ……っ」

「…大丈夫。藤嶋……すごい可愛かわいい」

　吐と息いき混じりに囁ささやかれた声が次し第だいに身体に溶とけ込んでいく。　>>>♥

「ゃ…うるさ…、…あぁっ」

　都筑の指に、自分の身体が敏びん感かんに反応しているのが分かる。

　快楽を含ふくんだもどかしさが腰こしのあたりにわだかまりはじめると、爪つま先さきを引きつらせてシーツを搔いた。

「なんか…こんなに反応してもらえると、なんていうか……単純に嬉うれしいよな」

　浮うわついたような声でそう言った都筑が、眼差しだけで守里の様子を窺うかがってくる。

「み、ないで…っ」

　身体以上に、情けなくもすっかり蕩け切った表情をしてしまっている顔を必死にブランケットの中に隠しながら、小首を振ふった。

　都筑が守里を宥なだめるように、腰こし骨ぼねの辺りを摩ってくる。

　身体の線を滑り下りる掌てのひらが、再び守里の劣れつ情じようを握り込む。

　そこに顔を伏せた都筑は、その敏感な場所をすっぽりと咥こう内ないに包み込んできた。

「やっ…え、な、なに……っ？──あ、あっ…んっ…や…ぁ…っ」

　制止の声を上げる間もなく吸い上げられ、先端の括れを舌先で丹たん念ねんに舐なめ上げられる。

　時折歯を立てて刺し激げきされ、後ろの袋ふくろまで指で揉もみ込まれて、守里は甲かん高だかい声を上げた。

「ああ…っ、そんな───」

　守里はその甘あま酸ずっぱい刺激に無意識に腰を揺らめかせて、膝ひざで都筑の身体を締めつけた。

　都筑の口こう腔こう内で行われる舌ぜつ技ぎを経て、守里の前は震えながら膨ぼう張ちようし、愛液をしたたらせていく。

「───藤嶋、つらいなら一度達いかせてやるけど、どうする？」

　僅わずかに先端を口に含んだまま話しかけられて、濡れたそこにかかる吐息と振しん動どうに、悦えつ楽らくの波が凄すさまじい速さで背筋を駆かけ上がっていった。

　そんな守里の反応を見て、都筑が意地悪く笑う。守里は唇くちびるを嚙かみ締めて僅かにそっぽを向いた。

「素す直なおじゃないな。…じゃあ、ま、このまま続けるから」

「なっ…」

　都筑は精液と唾だ液えきで濡れた唇を拭ってそこから伸のび上がると、胸の蕾つぼみに舌を伸ばしてきた。

　片手を守里の熱に添えたまま、完全に達してしまわない程度の絶ぜつ妙みような愛あい撫ぶを施ほどこしてくる。

「んン、はぁ…っ、都筑…ぃ…」

　自分から達かせてもらえるチャンスを断ったのに、意地を張ったのが間ま違ちがいだったとすぐに気づかされる。

　けれど、一度自分から拒んだ手前、今いま更さらして欲しいなどと頼めるわけもなく、それならばと守里は、はちきれそうになる自身のそこに、自分の手を伸ばした。

「自分でするなんて、はしたない真似するなよ。…なぁ、藤嶋？」

「…ぅ…っ」

　摑つかまえられた手に、守里は唇を震わせる。

　この生き地じ獄ごくをどうにかして欲しくて、縋すがるように伸ばした手で都筑の服を摑んだ。

　言葉もなくねだる守里に、都筑の双そう眸ぼうがついと眇すがめられた。

「───お前、ほんとに、俺がはじめてなんだよな？　噓うそじゃないよな？」

「なん、で、そんな噓っ……」

「はじめてでこんなに感じるって…。今といい、施せ術じゆつのときといい、お前どれだけやらしい身体してんだよ」

　都筑の詰なじるような言葉にショックを受ける。漏もれ出てしまう声は、どうしても我が慢まんできずに無意識に零れてしまったものだ。それなのに、そんなふうに指し摘てきされてしまえば、自分が快感に弱い性質だということを認にん識しきせざるをえず、恥ずかしすぎて、守里は両りよう腕うでで顔を覆おおい隠した。

「けど……ほんと可愛いよ、お前」

「可愛いとか、言うな…っ」

　前をぐちゃぐちゃに揉み込んで刺激され、突とつ起きを舌の先でいたぶられながら、堪たえ難がたい快感の渦か中ちゆうに一気に吞のみ込まれていく。

「やだ…ぁ、…そんなに強く……、おかしくなる……！」

「なれよ。──達かせてやるから。この前みたいに達ってみせて」

「あああ…っ」

　そう笑えみ混じりに囁いた都筑は、守里の前への刺激を強めてくる。

　中ちゆう途と半はん端ぱに熱を溜ためていたそこが、急激な愛撫に応こたえるように強く脈打ち始める。そして、次に括くびれを強く扱しごかれた瞬しゆん間かん、あっけなく守里は欲よく望ぼうを外に解き放っていた。

「────ああ…あ…、やだ……」

　腹の上に白はく濁だくが飛び散ったのを、肌はだで感じる。

　それが途と方ほうもなく恥ずかしくて、唇を震わせながら都筑を見上げた。その瞳ひとみの中の自分がひどく頼たよりなげに映っていて、とにかく恥ずかしくて、今ならこの状況だけで死ねると思えた。

「上手に達けたな。……大だい丈じよう夫ぶか？」

　守里が吐はき出したものに指を這はわせていた都筑が、余韻でいつまでも痙けい攣れんが治まらないでいる守里を見て、頰ほおに優しい手つきで触ふれてくる。

「でも、まだ……な？」

「……ぇ…？」

　そうやって守里の耳元で囁いた都筑が、そっと身を引いていく。

「藤嶋。次は、俺がしてもいいか？」

　そう言って、都筑は守里の手を引いて、自分の前の膨ふくらみに触れさせた。

「あっ…」

　布越ごしでも分かるその生々しい熱さに、思わず手を離はなす。

　表情には出ていなくても、自分が原因で都筑もこんなに興奮していたのだ。

　意外で、そのことに妙みような感動を覚えていると、突然都筑に腕うでを引かれ、背後から抱だき締しめるようにうつ伏ぶせに倒たおされた。

「ちょ…、何、急に…っ？」

　結果的に馬乗りにされる状況に、首を後ろに捻ひねって都筑を見る。

「───だから、〝してもいいか〟って訊きいただろ。お前に挿いれさせて…って」

「いれる……？」

　ベッドの下にＴシャツを脱ぎ捨てた都筑が、短く「そう」と頷うなずいた。

「ここに、俺のを挿れさせて」

「ぇ──ひぁっ…」

　双そう丘きゆうの狭はざ間まに慎つつましく眠ねむる窄すぼまりを、指の腹で軽く刺激される。

　およそそんな場所に触れられるとは思わず、守里は目を見開いた。

　しかも、ここに何を挿れると都筑は言った───？

「む、無理ッ……！」

　大体にしてそんなことをする場所ではないし、何より、あんなにも大きく猛たけっているものが自分の中に入るなんて想像できなかった。

　だが、都筑は容よう赦しやなくそれを否定して「大丈夫だ」と囁いてくる。

「や…無理…できない…っ、こわい…っ」

　守里がシーツを搔かいて逃にげようとすると、都筑が腰に腕を回して引きとめてきた。

　しかもそのまま腰を引かれて、四つん這ばいの格好で尻しりを突つき出す更さらに恥はずかしい体勢をとらされてしまった。

「あ、やだ、これ…っ───」

　守里はクッションに縋りつくように顔を埋うずめ、嗚お咽えつを漏らした。

　都筑は先ほど守里が放った蜜を、秘所に塗ぬり込みながら、ほぐすように中指を挿そう入にゆうしてくる。

「ん…ぅ、やっ…、いたい…っ…」

　けれど、未通の蕾は予想以上に固く閉とざされていて、無理やり入ろうとすると切れるような細かい痛みが走った。

「きついな……」

　都筑は独白するように呟つぶやいて、入口付近で微かすかに中指を動かす。だが、潤うるおいが足りないそこは深い場所への侵しん入にゆうを許さず、ただ違い和わ感かんを守里に抱いだかせるだけだった。

　痛いと守里が泣いて拒こばむと、さすがに都筑も守里を傷つけてまで無理やり事に及およぶ気はなかったのか、少しだけ困った顔をして指を抜ぬいてくれた。

　だが助かったと安あん堵どしたのも束つかの間、一時して都筑の体重が守里の上から消えたかと思うと、不意に目の前にコトリと硬こう質しつの音を響ひびかせるものが置かれた。

「藤嶋」

　柔やわらかな都筑の呼ぶ声がする。そして、そこに微かに混じる悪戯いたずらめいた響き。

　嫌いやな予感がして、恐る恐る涙なみだが滲にじむ瞳を開いて、目の前に置かれたそれらを見た。

　そこには、二つの茶色い小こ瓶びんが据すえられている。

『Essential oil』────アロマオイルの瓶だ。

　振ふり返ってみると、そこにはやはり悪戯な微笑ほほえみがあった。

「藤嶋、ラベンダーとジュニパーベリー、どっちか好きなほう選ばせてやるよ」

「…っ」

　どっちにするんだ？　と耳元でくつくつと笑う都筑を無視して、涙目で睨みつける。

「だけど、やっぱり藤嶋にはこっちじゃないかって思うんだけどな」

　そう言った都筑が、二つ並べられたうちの一方を手にして、蓋ふたを回した。その途と端たん、爽さわやかな樹木の香かおりが自分の周囲いっぱいに広がる。

「ジュニパーベリーの香りには凝こりとか疲ひ労ろう回復の効果があるんだよ。だから、藤嶋にはこっちのほうが嬉うれしいだろ？」

　現状を忘れて「良い香りだな」と思っていると、都筑がその小瓶を傾かたむけて、中身を数すう滴てき、枕まくらに落とした。濃のう度どを増す緑の香りに、ぼんやりとした思考と相あい俟まって、自分がどこにいるのか忘れそうだった。

「でも、今日は香りだけな？　いつかちゃんとしたのやってやるから、今回は、藤嶋にはこっちだけ」

「ひ、ゃ…あ…っ？」

　突とつ然ぜんに、後孔こうこうにひやりとしたものが垂らされた。守里はその刺し激げきにぎょっと目を見開いて、慌あわてて背後を振ふり返かえった。

「やっ…な、なに……っ？」

　自分に乗り上げている都筑の手には、目の前に据え置かれた茶色の小瓶とは別に、透とう明めいのボトルが握にぎられていた。

　その中身がとろりと都筑の掌てのひらに垂らされる。そして、都筑はオイルを掬すくった手を守里の後ろまで持ってくると、それを奥に塗ぬり込むように、後孔に指を沈しずみ込ませてきた。

「あっあっ…、ん、ぁ…っ」

　オイルのおかげで滑ぬめりが良くなった窄まりを都筑に指で撫なでられ、何度も入口で抜ぬき差しを繰くり返される刺激に声を上げた。

「気持ちいいだろ？　キャリアオイルっていうんだ。ほんとはエッセンシャルオイルと併あわせて使うんだけど、今日はこっちだけ。これは、植物性で健康にも美容にもいいし、肌はだの栄養補給もできる。良いことばかりだろ？───なぁ、藤嶋？」

　根元まで突き入れられた指が、柔らかくほぐすようにくちくちと内ない壁へきを擦こすり上げてくる。

「あ、あっ、はっ…や、───ああっ…!?」

　森の中にいるみたいな錯覚に陥らされながら、突然中を弄いじくっていた指が押し上げた箇か所しよに、守里はあからさまに身を震ふるわせて瞠どう目もくした。

「へぇ…ここが藤嶋の感じるところなんだ？」

　そんな守里の反応に気を良くした都筑が、先ほどと同じ場所を今度は捏こねるように指の腹をこすりつけてくる。

「男でも気持ち良くなれる場所って前ぜん立りつ腺せんって言うんだろ？──やっぱり、いいんだ？　腰こしが躍おどってる」　>>>♥

「いや、いやぁ…っ」

　自然と揺ゆれてしまう腰に、淫みだらな自分を指し摘てきされたみたいで頭を振り乱みだした。

　うっそりと言葉もなく笑って、空いた片手で中身が半分くらい残っているキャリアオイルのボトルを取り上げた都筑は、腕を前に回して、また少しそれを守里の胸へと垂らしていく。

「ちゃんとこっちにも塗り込んでおかないとな」

「は…あっ…」

　摘つまみ上げられた片方の乳ち首くびを、指の間で捏ねられる。

　それから、胸と後ろを同時に弄られ、そのしつこいほどの責め苦に守里は幾いくつも涙を零こぼした。

「あぁ…っ、や…ぁ、つ…きぃ…」

　ぐずぐずに蕩とろかされていく思考の中で、なんとか都筑の肩かたに指を立てる。

「何？　藤嶋」

　背中へとぴったりと覆おおいかぶさった都筑が、耳元に唇くちびるを寄せてくる。

「も、そこ、いいから…ぁ…」

　上ずった声で制止を促うながすのは、いつの間にか両手で施ほどこされた胸への愛あい撫ぶだ。

　オイルでてらてらと光る尖とがりは、捏ねられ過ぎて赤くぷくりと腫はれてしまっている。

「なんで？　藤嶋ここ弄られるの好きだろ？」

「ちが…っ」

　違ちがう──それよりも触さわって欲しい場所があるのだ。

　オイルを垂らされて、掌を滑らされるところが全すべて性感帯になってしまったのではないかと思えるほど敏びん感かんな反応を示していても、ある一箇所だけはどうしても触ふれてもらえない。

　いくら後ろを指でほぐしてもらっても、胸を弄ってもらっても、どうしてもそこに触れてもらえないと快感が溜たまるばかりで、苦しいだけの場所だ。

「都筑…、もう、おれ無理…だからっ…───」

　守里は込み上げてくる衝しよう動どうを堪こらえるように膝ひざを擦り合わせる。

　自分でするのははしたないと止められてから、どうすればいいのか分からず狂くるいそうになっていた。けれど、早く触れて欲しくて、何度も乞こうように都筑の名前を呼んだ。

「都筑…っ」

「何が無理なんだよ？　藤嶋？」

　暗にねだっても「言葉にしないと分からない」などとはぐらかす都筑が恨うらめしい。

　そんなふうに言いながら、内うち腿ももに手を這はわせて、時折その下の袋ふくろを指先で転がして弄もてあそんでいるのだから、本当は何もかも分かっていて、こうやって焦じらしてきているのだ。

　守里は下した唇くちびるを嚙かみ締しめて、ふっと瞳ひとみを伏ふせる。涙が浮うかんできて、鼻を啜すすり上げた。

「都筑の噓うそつき……」

「藤嶋？」

　怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめた都筑に、守里は拗すねたようにそっぽを向く。

「……優やさしくしてくれるって言ったのに。大切にするって…、やっぱり意地悪ばっかりだ……」

　自然と涙が溢あふれてきて、恨み事を漏もらす。

　そう言われたときは嬉しかったのに、急に寂さびしくなって項うな垂だれると、後ろから力強い腕うでに抱だき締められた。

「悪かったよ……藤嶋」

　耳の後ろに押し当てるような口づけをされる。

「言った……確かに言ったよな。───優しくするって。ごめんな……」

　機き嫌げんの良さが窺うかがえる優しい囁ささやきを漏らした都筑が、身体からだの線に沿って、下方へと掌を滑らせていく。

「今度こそ本当だ。───ほら、すごい気持ち良くしてやるから」

　都筑に顎あごを摑つかまれて、少しだけ無理な体勢で軽くキスを交かわす。そのまま前で蜜みつを零して震えている劣れつ情じようを扱しごき、うつ伏ぶせに身を屈かがめさせられる。

　背後でベルトを外す金属音が聞こえた。

「───藤嶋、一いつ緒しよに達いこうな」

「ああ、ん……」

　そう囁いてきた都筑が、丹たん念ねんに指でほぐした泥濘ぬかるんだ場所へと自身の灼しやく熱ねつを押し当ててきた。

　しばらく入口で遊んでいたそれが、狙ねらいを定めたように一気に奥まで押し進んでくる。

「んああっ…」

　硬かたくなった楔くさびが内壁を抉えぐるように貫つらぬいていくのを、守里の身体は歓かん喜きして更さらに奥へと導こうと収縮した。

「藤嶋、すごい締まってる───」

　小さく呻うめきながら角度を変えた都筑に、前と後ろを同時に責められて、守里は甲かん高だかい声を上げた。自分の中に、都筑のものが入っているのだと思えば信じられず変な感じがしたが、その深くには確かな快感が芽め吹ぶいていた。

「んぅ、…そこ……っ」

　頭を左右に振っていやいやをする。

「ここがいいのか？」

　都筑は微かすかな笑えみを漏らすと、そこを重点的に突つき込んできた。

「あっ、はあ、あん……」

　つらいのに、甘あま酸ずっぱい刺激が快感となって身体中を駆かけめぐる。

　シーツに爪つめを立て、守里はいつの間にか素す直なおな感想を口にしていた。

「奥…きも、ちい……」

　僅わずかに振ふり返ると、額にかかる髪かみを汗あせで濡ぬらした、余よ裕ゆうの失うせた都筑の顔が目に入る。

　荒あらい息いき遣づかいがどちらのものなのか、守里にはもう分からなくなっていた。

　こんなにも昂たかぶらされ、溢れんばかりの愛情をそそがれて、都筑に触れられることを心が素直に「気持ちいい」と訴うつたえる。

　突かれて、回されて、押し上げられる。

　否いや応おうなしに高みに引き上げられていく感覚に涙なみだを零した。

　守里はベッドに崩くずれ、枝に振れる木の葉のようにされるがまま腰を揺さぶられていた。

「ああっ、ああ、はぁ、あん…っ」

　むず痒がゆく、甘い刺激を叩たたきつけてくる律動を全身で受け止めながら、守里は歓喜の涙で頰ほおを濡らし、声を上げた。　>>>♥

　何もかもが彼方かなたへと向かって走り出していく。

「藤嶋───好きだ」

　そんな呟つぶやきが聞こえた気がしたが、いっそう激しく都筑が腰を打ち込んでくる衝しよう撃げきで、守里の意識はそのまま快楽の海へと投げ出されていった。

「んああっ、ああああッ…あァッ…」

　守里は嬌きよう声せいを上げ、訪おとずれた絶頂に、勢いよくその情熱を外へと迸ほとばしらせる。達した刺激で後ろを窄すぼませると、後方から都筑の切せつ羽ぱ詰つまった声がし、奥で熱い飛ひ沫まつが散るのが分かった。

　弛し緩かんした身体が、心ここ地ちの良い倦けん怠たい感と不思議な幸福感に沈しずもうとしているとき、都筑の胸の中に抱だき込まれる。

　まるであやされているかのように、優しい手つきでゆっくりと背中をさすられ、守里は重たい目ま蓋ぶたを少しだけ持ち上げた。目が合った瞬しゆん間かんに、ほどけるように微笑ほほえまれる。

「夢みたいだ。藤嶋とこんなふうになれて」

「……」

　身体の中に、まだ都筑の熱を感じていた。繫つながり合ったまま、あまりに嬉うれしそうな顔をしてそんなことを言う都筑をぼんやりと見つめる。

　背中をさすっていた手が離はなれていき、今度は頰に添そえられた。

　口元に寄せられた手が、甘やかな手つきで守里の輪りん郭かくを辿たどる。下唇を親指で引き下ろされれば、難なく都筑の舌を受け入れた。

「藤嶋……」

　靄もやがかかった頭でゆっくりと唇くちびるを重ね合わせる。

　その蕩とろけるような口づけに応こたえながら、そのあまりに穏おだやかな時間に、守里はいつの間にか安らいだ眠ねむりの中へと引き込まれていった────。










「ん……」

　柔やわらかな枕まくらに半分以上顔を埋うずもれさせたまま、薄うすく目蓋を押し上げる。

　気だるささえも心地良いまどろみの中で映った、隣となりで眠る幸せそうな寝ね顔がおに、守里も自然にほろりと微笑を零していた。

　まだ醒さめきらない頭で、ぼんやりとその穏やかな横顔を眺ながめる。手て探さぐりで摑んだ人ひと肌はだの温ぬくもりがたっぷりと滲しみたブランケットを、外気に触れて冷えた剝むき出しの肩かたへと掛かけ直し……た。

（ん？───ヒトハダ？　冷たい…？）

　ぱちりと目を開く。

「───────ッ!!」

　隣でなだらかな呼吸を繰くり返す相手の顔を改めて確認して、次の瞬間、絶叫しそうになった。

　慌あわてて唇を両手で押さえて、飛び起きる。

（都筑───!!）

　そして、全身に貼はりついてきた冷気に、そのときようやく守里は自分が一枚も服を着ていないことを知った。

　はっとして、都筑のほうを振り返る。

　捲めくれ上がった布ふ団とんに寒さを感じたのか、そのまま身じろいで布団を巻き込んでいった都筑の逞たくましい剝き出しの背中に、一つ喉のどを鳴らした。

（うそ、なんでっ？　おれ…おれ───都筑と……!?）

　しかも。

　守里はさぁっと顔を蒼あお褪ざめさせる。強こわ張ばらせて伸のばした背中を直立不動にして、凍こおりついた。

　起き上がった途と端たん、腰こしの奥から流れ出してきたものが内うち腿ももを濡らす感覚に、それが現実であることを教えられる。

　────都筑とセックスしてしまった。

「ど、どうしよう……」

　寒さを忘れるくらい真っ赤に火ほ照てらせた顔を両手で覆おおう。バクバクと心臓が大きく跳はね上がる音を聞きながら、守里はしばし呆ぼう然ぜんとなった。

「と、とりあえず、着き替がえをっ───」

　おろおろと立ち上がって、その瞬間に襲おそいかかってきた腰の痛みに足をふらつかせる。

　なんとか毛の長いラグを爪つま先さきで踏ふみ締しめて堪たえ、手早く下か肢しの処理を済ませた。壁かべにかかる自分のスーツに手を伸ばして、忙せわしなく着込んでいく。

　あからさまに自身に残る情事の痕こん跡せきを見つけるたびに、ゆうべの自分が晒さらした痴ち態たいの数々を思い出して、あまりの恥はずかしさに心が折れそうになった。

　だが都筑だって、意地悪めいた行こう為いの数々に反して、囁ささやいた睦むつ言ごとの甘さは半はん端ぱではなかった。

　こちらが恥ずかしくなるほど献けん身しん的で、自分に触ふれてくる指先も唇も、あまりに丁てい寧ねいだった。

　本当に唯ゆい一いつ無二の宝物を扱あつかうみたいに抱かれ、そのことを思い出した瞬間、焦しよう燥そう感かんばかりが募つのっていた胸が甘くきゅっと窄まった。

　振り返った先の都筑に、そっと眼まな差ざしを向ける。目を眇すがめて、ぐっと唇を引き結ぶ。

　守里は床ゆかに置きっぱなしになっていた自分の鞄かばんを取り上げると、静かに踵きびすを返した。

　外に踏み出すと、まばゆい光が守里を現実に引き戻もどす。

　冴さえた空気が胸をいっぱいに満たした瞬間、わけも分からず熱を溜ためていた胸が、急激に脈打ち出す感覚を鮮あざやかに味わった。

（なに、これ…───）

　震ふるえる手で、コートの上から胸のあたりをきつく押さえる。

　なんだろう、この感覚は。

「────…」

　守里はそっと背中を冷たいドアに預けると、深くて長い溜ため息いきを吐はき出した。
















　あの日……都筑と寝ねてしまった日から、一週間が経たっていた。

　会社近くの大型公園にあるレストハウス。

　昼をとるのに都合が良いと社内でも人気のスポットであるこの公園の休きゆう憩けい施し設せつは、まるで池の中に浮うかんでいるような突つき出した設計をしてあり、守里のお気に入りの場所だった。

　だが、冬になると以前まで園内のベンチや芝しば生ふで昼食をとっていた顔ぶれが一いつ斉せいにこの冷れい暖だん房ぼう完備の休憩施設に押しかけてくるので、今は満員御おん礼れい状態になっている。

　その外を見み渡わたせる全面ガラス張りの窓沿いの席に、守里は水沢と並んで座っていた。

　店名が入るフードパックの隅すみに転がっているミニトマトを箸はし先で転がしながら、守里はぼんやりと溜息をついた。

「なんだよ、どうかしたのか？　藤嶋」

　隣で不思議そうに小首を傾かしげた水沢が、肉と野菜をバランス良く取り入れた、ボリューム満点のスタミナ弁当をつついていた手を止める。

　守里ははっと我に返り、慌てて水沢を振ふり向くと、「なんでもない！」と首を振った。

　水沢が怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

　まさか先日に都筑との間にあった濃こい体験のことなど話せるわけもなく、そんなことを同どう僚りようと一いつ緒しよにいる場所で考えてしまった自分が恥ずかしくなって、深く俯うつむいた。

（───ていうか、これからどうするんだよ…おれ）

　都筑とあんなことになってしまって。

　あれから何度か都筑から連れん絡らくがあったが、それに対してまだ一度も応答していない。

　何を話せばいいか分からないし、何より自分の気持ちが不ふ明めい瞭りようすぎた。

　誤解が解けたことは嬉うれしかった。都筑に告白されたことも…不思議と嫌いやとは感じなかった。

　けれど、それが都筑の好意を汲くんだうえのことだったのかは、自分でもよく分からなかった。

「……」

　あのときはお酒が入っていたうえに、感情も昂たかぶっていた。

　だから、キスをしたことも、それ以上のことも、嫌だとは思わなかったのかもしれない。

（それに、こんなあやふやな気持ちを安易に恋こいに結びつけて良いわけない───）

　そこまで考えて、大きく頭かぶりを振った。

　割り箸ばしでミニトマトを突つく。しかし狙ねらいを外したそれは、箸先で滑すべってフードパックから飛び出すと、ころころとテーブルの上から転がり落ちていった。

　それを見み咎とがめた水沢が「何やってるんだよ」と呆あきれた顔をして、足元に落ちたミニトマトを拾い上げて、自分の食べ終えたパックの中に放ほうり込んだ。

「──水沢」

「んー？」

　ビニール袋ぶくろの中にゴミを片づけながら、水沢が生返事をしてくる。

「あのさ……」

　守里が硬かたい表情で俯いていることに気づくと、何かただならぬ空気を感じ取ったのか、水沢はこちらに視線をくれながら、手にしていたペットボトルをテーブルに置いた。

「何かあったのか？」

　言い淀よどむ守里に、水沢がさりげない様子で問いかけてくる。

　守里は小さく息を吸い込んで、そろりと水沢を窺うかがうように仰あおぎ見た。

「あ…あの、さ…。意見を、聞きたいんだけど……」

　言った傍から、やっぱりこんなことを訊きくべきではないのかもと言葉を詰まらせたが、思えば他ほかに相談できる相手もおらず、何より経験豊富そうな水沢なら何か的確なアドバイスをくれるような気がして、ほとんど縋すがる気持ちで守里は口を開いていた。

「と、友達の話なんだけど！」

「……ふーん？」

　水沢が頷うなずく。

「あ、その…友達がさ、最近、ずっと嫌きらわれてると思ってた昔の同級生と再会したんだって。そしたら、実は相手は自分を嫌っていなかったことが判明して。むしろおれ……ぁ、その友達のことが好きで！　し、しかも流されて……その、え…えっちまでしちゃって……。それって、どういう気持ちで受け入れたんだと思う……？」

「……」

　しばらく無言で交わっていた水沢の視線が、ふっと逸そらされた。鴨かもの群れが水を切って泳ぐ池を正面に見ていた水沢が、テーブルに頰ほお杖づえをつきながら緩ゆるい溜息をついた。

　よく分かんないけど…と前置きした水沢が、薄うすく目を細めて続ける。

「────でも、そのトモダチが相手に対して恋れん愛あい感情がなかったんなら、一時の感情に流されただけのただの過あやまちってことだろ」

「あ、あやまち……」

　水沢の言葉を復唱する。それを横目で眺ながめていた水沢が一つ頷いた。

「そういうのって…どうするべきなのかな……？」

「そんなの」

　静かに、少しだけ冷めた声が告げてくる。

「早く忘れればいい」

　軽く溜息をつくみたいなその答えに、すっ…と指先から体温が引いていった気がした。

「相手には可か哀わい想そうなことかもしれないけど、自分の罪悪感を拭ぬぐうために思わせぶりに関かかわり続けるほうが、普ふ通つうに考えたらよっぽど酷こくだし、失礼だと思わないか？」

「……だよ、ね」

　確かに、そうなのかもしれない。

　おもむろに置き放していた箸を取り、心の動どう揺ようを誤ご魔ま化かすように、守里は残りの弁当を一気に口の中に詰つめ込んでいった。

　胸に微かすかに走った細かな痛みに眉まゆ根ねを寄せて、睫まつ毛げを伏ふせる。

　頭の中では、水沢が言ったことがいつまでも響ひびいていた。

（でも──忘れる、なんて……）

　忘れることなどできるのだろうか。

　都筑が自分を好きだと言ったときの甘い響きが、まだ耳の奥に残っている。

　日に日に薄くなっていく、自分の身体からだに残った都筑の唇くちびるが刻んでいった痕あとを見るたび、あの日、自分の深くに埋うずめられた都筑の熱情を思い出す。

　守里を抱だき締しめながら「夢みたいだ」と嬉しそうに微笑ほほえんだ都筑が忘れられない。

　それだけで、胸が苦しいくらいに締めつけられる。

　ずっと嫌われていると思っていたから、余計驚おどろいたのだと思う。

　こんなに温かく、自分を抱き締めてくれる腕うでを持っているやつだったんだ────と。

　いつまでも甘ったるい熱を孕はらんで自分の心を離はなさないでいる記き憶おくに、叫さけび出したいくらい恥はずかしくなって、火を噴ふくように熱くなる顔を両手で押さえた。

　ふと視線を感じてそちらを振り向くと、言葉もなくじっと自分を観察している水沢がいて、慌あわてて守里は表情を取り繕つくろおうとした。

「あ、あの…あの……っ」

「藤嶋、昼休みもうすぐ終わるぞ。戻もどろう」

　だが、そんな守里の不自然な態度を見ても、水沢は深く追及することなく話を切り上げた。そして守里の空のフードパックを手元の袋ふくろに突っ込むと、ゆったりと席を立った。

「え、あ、うん…」

　守里は一時きょとんとその背中を見ていたが、さっさと歩き出してしまった水沢の後を追って、慌ててカウンターチェアから飛び降りた。

　隣となりに並びながら、ふと見上げた横顔がどこか硬い表情を浮かべている気がして、どうしたのだろうと小首を傾げた。

「水沢……？」

　思わず問いかけると、降りてきた眼まな差ざしがふっと和なごんだ。

　それから、突とつ然ぜんにっと笑った水沢に、ゴミ袋を持つほうとは逆の手で背中を叩たたかれた。

「それよりさ、俺たち少し働きすぎだと思わないか？　今日、仕事明けたら飲みに行こうぜ。明日あした休みだしさ！」

　いきなり肩かたを引き寄せられ、身長差があるせいで小柄な守里のほうが派手によろめいた。

　非難の声を上げようとすると、その前に宥なだめるように肩を撫なでられて、嘆息する。

「いや…でも、今日は……」

「そういえば、なんだっけ？　藤嶋が観みたいとか言ってた映画あったよな。せっかくだし、今日の仕事帰りはレイトショーに行かないか」

　隣でにこにこしながら話を進めてくる水沢に、言うべき言葉を失う。

（でも───）

　今日は都筑のところに行くと約束している金曜日だ。

　けれど一方で、今日行ったところでどうするのだと思う自分もいた。

　この間の逃にげ帰った言い訳すら何も考えられていないのに、告白の話を蒸むし返されたら、一体なんと答えればいいのだろう。

「藤嶋？　どうした？」

　優やさしく微笑んでくる水沢の笑え顔がおが、今は妙みようにまぶしく見えた。

　守里は水沢のほうを向き直って、僅わずかに目元を弛ゆるませた。

　自分でも、やましい気持ちを隠かくそうとするような強こわ張ばった笑みだと思った。

「うん。そうだな…。行こう、かな……」

　卑ひ怯きようだと分かっていたけれど、都筑のもとに行けない理由が欲しかった。

　────そんなずるい自分に途と方ほうもなく嫌いや気けが差したが、次に都筑に会ったときどんな顔をすればいいのかも、どんな言葉をかければいいのかも、今の守里には本当に分からなかったのだ。










「今日はありがとう。良い気分転てん換かんになったよ。それじゃあ、また月曜日に会社で」

　タクシーのライトが橙だいだい色いろに点てん滅めつする深夜の寒空の下に降りて、守里は車内に残る水沢に手を上げた。

　レイトショーを観ているうちに日付が変わってしまい、終電がなくなって、タクシーで帰ることを余よ儀ぎなくされた。遠回りのところをわざわざ守里を優先して降ろしてくれた水沢には申し訳なさを覚えたが、疲つかれていたので素す直なおにありがたかった。

「おう、じゃあまたな。ゆっくり休めよ」

「ありがとう。水沢もおやすみ」

　一歩身を引いてタクシーの扉とびらが閉まるのを見届ける。

　なんとか一日が終わったのだと実感して、肩から力を抜ぬいた。

　だが、エントランスへと足を向けた瞬しゆん間かん、守里はこれ以上ないほど目を剝むいて固まった。

「つづ…、き───」

　不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんに濃こい縦じわを刻んで、こちらを冷めた眼まな差ざしで見下ろしてくるその姿に、全身から嫌いやな汗あせが噴き出してきた。

「なんで、ここに……」

　エントランス脇わきの壁かべから軽かろやかに身を起こした都筑が、ゆっくり階段を下りてくる。

「あの日のこと謝りに来たんだよ。この前は勝手に帰ってるし、それきり連れん絡らくも取れない。しかも、今日は店に来ないし…って。だからてっきりこの間のこと気にしてるのかと思ってたけど…なるほどな、そういうことかよ」

　自分の前に立った都筑が、ちらりと守里の背後にあるタクシーを一いち瞥べつして鼻を鳴らす。

　守里は視線を逸らして、口先だけで言い訳をした。

「ち…ちゃんと院には連絡入れただろ。今日は用事ができたから行けないって……」

「用事って、こんな深夜まで他ほかの男と出で掛かけることかよ」

「変な言い方するなよ！　水沢はただの友達だ。友達と出掛けて何が悪いんだよっ」

「悪いだろ。俺はお前に、他のやつに触さわらせるなって言ったはずだけど？」

「──っ、そんな、の……ッ」

　守里は絶句して、一歩後あと退ずさる。

「大体、いつもは遅ち刻こくの連絡だって俺のところにかけてきてるだろ。それなのに、今日に限ってわざわざ店の電話にかけてくるなんてあからさますぎるんだよ」

「……だって、時間外でも、院への予約じゃん。昼間だし…それが普通かと思って……」

　そう反論したが、まさに都筑の言った通りだ。都筑と直接話すのが気まずかったからに決まっている。

　守里が言葉を失って黙だまり込んだとき、突然背後でタクシーのドアが開いた。

「藤嶋、どうしたんだ？」

　しばらく車内から様子を窺うかがっていたらしい水沢が、怪け訝げんな表情を浮うかべて降りてきた。

「み、水沢…っ」

　守里を後ろに庇かばうように腕を引いた水沢が、都筑の前に進み出ていく。

「……誰だれですか。藤嶋に何か用でも？」

　穏おだやかに尋たずねた水沢に、都筑の眉まゆがぴくりと跳はねる。

　たちまち都筑から立ち上る不ふ穏おんなオーラに、守里は慌てた。

　このままでは、都筑が自分との間に起こってしまったことを水沢にばらしてしまうのではないかという気がして、怖こわくなった。

　守里は都筑が口を開くより先に、慌てて水沢の前に飛び出して弁解した。

「み、水沢っ、知り合いだから！　高校の同級生で、少し話があるみたい。大だい丈じよう夫ぶだから。心配いらないから、水沢は帰って。ねっ？」

　都筑の目を気にしつつ、控ひかえめに水沢の胸を押し返す。

「だけど……」

「ほんとに、ほんっとに大丈夫だから！　ほら、タクシーも待たせてるし」

　水沢は不満げな面おも持もちを崩くずさなかったが、一度タクシーを見み遣やって、渋しぶ々しぶと踵きびすを返した。

「……本当に大丈夫なんだな？」

　最後の最後まで守里に気き遣づかいを見せる水沢に、小さく笑んで頷うなずく。

　今度こそ水沢が乗ったタクシーが走り去っていくのを見送ると、ほっと息をついた。

　だが隣に立つ男を横目で見て、安心するにはまだ早いのだと、再び気を引き締しめ直す。

「────随ずい分ぶんと、お前にご執しゆう心しんみたいだな」

「……だから、水沢はただの友達だって」

「そう思っているのはお前だけだ」

　あくまでもそんなありえない説を譲ゆずろうとしない都筑に辟へき易えきして、守里は改めてエントランスへ向かうと、階段を上りはじめた。

「……大体、なんでもかんでもそうやって自分基準で考えるのってどうかと思うけど」

　ぼんやりと頭上の蜜みつ色の光が照らすオートロックの前で、鞄かばんの中のキーケースを探さぐる。

　平静を装っていたが、内心では耳の奥で心臓の鼓こ動どうが聞こえてくるほど緊きん張ちようしていた。

　背後で都筑がどんな視線を自分に向けているのか意識するほど、落ち着かなくて、早く家に帰ってしまいたいと思った。

「……それに、都筑には関係ないだろ？」

　取り出したキーを鍵かぎ穴あなに通す手が震ふるえた。

　焦あせりが言葉に滲しみ出してきて、そのせいで、言わなくてもいいと思えるような言葉までが、するすると口を滑すべり出てきた。

「そんなこと言う権利だってないし……そもそも、常識的に男同士なんて間ま違ちがってる───」

　だが、そこまで口走ったときだった。

　ジャラリ、と足元で鍵が跳ねる。そして次にやってきたのは背中への強い衝しよう撃げきで、一いつ瞬しゆん世界が反転したのかと錯さつ覚かくした。

　はっと視線を向けた先の瞳ひとみの中に、何か燃え滾たぎるものを見た瞬間、思わず息を吞のんだ。

　怒おこらせた──違ちがう、傷つけた。それに気づいたとき、たちどころに焦しよう燥そう感かんの波が胸に打ち寄せてきた。

「……だったらなんで、俺に抱だかれたんだよ」

　感情を押し殺した、そんな低い掠かすれ声で都筑が問いかけてくる。

「間違ってるって思ってたなら───なんで、拒こばまないで俺を受け入れるような態度をとったんだよ」

「そ、れは……」

　背中を押しつけられた壁がひんやりとしていて、冷たかった。顔の横に手をつかれ、逃げられないように囲い込まれて、守里はあくあくと無意味に唇くちびるを開閉させた。

　都筑の直情的な眼まな差ざしに耐たえられなくなって、何度も睫まつ毛げを上下に震わせる。　>>>♥

「……お前の本当の気持ちが知りたいんだよ」

　顔の高さを合わせるようにして身を屈かがめてくる都筑に、きゅっと目をつぶる。

「あの日、俺を拒まなかった理由。受け入れたのに、何も言わずに帰った理由を───お前の言葉で教えてくれ」

　懇こん願がんするみたいな、そんな押し殺したような低い声に首をすくませる。

「わ、分からないよ……」

　絞しぼり出すように、かろうじて口を開くと、唇の震えに応じて声までが情けなく震えた。

「だ…って、本当に自分の気持ちとか分からないし…おれ、あのときお酒入ってたから……」

　ぎゅっと足の横で拳こぶしを握にぎり締める。

「そ、それに……都筑だって拒むなって……。だから、おれ…」

「…俺が無理やりさせたって言うのか？」

「そういう、わけじゃないけど……」

「でも、だから流されたって言うんだろ？」

「……」

　尋ねてくる都筑に、押し黙る。周囲の寒さが際きわ立だって感じられるほど、頰ほおが熱かった。

　しばらくして、ふと自分の脇に立てられていた腕うでと、圧あつ迫ぱくしていた空気が引いていった。

「────分かった」

「…？」

　何を分かったのかが分からなくて、窺うように都筑を上目に仰あおいで、守里は息を吞んだ。

　そこには、痛みを堪こらえるように苦しげに歪ゆがんだ都筑の顔があった。

「そういうことなら、もう…お前とは、会わないようにする」

「えっ？」

「困らせて悪かったな」

　僅わずかに悲しげにはにかんだ都筑に瞠どう目もくする。

「つ、都筑…──？」

　突とつ然ぜんに向けられた背中に守里は思わず声を上げた。

　けれど、応こたえられることのないその背中に都筑の本気を知る。

　そこでようやく、本当に都筑が自分との関係を絶とうとしていることに気がついた。

　それでも引き留める言葉は見つからなかった。拒んだ自分には、きっとそんな権利もなかったのだろうけれど───。

　都筑の姿が見えなくなるまで、守里は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくしたままでいた。

　ゆっくりと身を屈めて、落としたキーケースを拾い上げる。鍵同士がぶつかる澄すんだ音が、夜の静せい寂じやくに冷たく響ひびいた。

　それから、ぼんやりとした足取りで自分の部屋に帰ってきた。

　外よりも寒いのではないかと思えるほど冷え切った部屋を横切って、明かりもつけないうちにベッドに倒たおれ込んだ。

　シーツを摑つかんだ指先が震えていた。

　今の気持ちをうまく言葉にすることができなかった。

「なんだよ、これ……」

　心底困っていたはずなのに。

　明日あしたからまた訪おとずれる、誰にも何にも煩わずらわされることのない平へい穏おんな日常を喜ぶべきはずなのに。

　それなのに、どうしてこんなにも虚むなしく思ってしまうのだろう。

「何に迷ってるんだよ……おれ───」

　きつくつぶった目ま蓋ぶたの奥に、都筑の浮かべた傷ついた表情が鮮せん明めいに焼きついていた。

　去り際ぎわに向けられた微笑ほほえみが、あまりに切なかった。

　本当にこれで良かったのだろうか───？

　答えが出ないまま、心だけがなぜか軋きしむような痛みを覚えていた。










「藤嶋ぁ、寝ねてる暇ひまなんかないぞー」

　先せん輩ぱいの声とともに、机き上じようにどかりと重量のあるものを落とされて、机全体が揺ゆれた。

　顔を上げると、目の前にずっしりとファイルと資料の山が積み上げられていて、それを見た瞬しゆん間かん、守里は再び机に突つっ伏ぷした。

「あ。あとこれもな」

　おまけと言わんばかりに、頭の上にクリップで留めた分厚い資料を一冊載のせられる。

　疲ひ労ろうで死にかけた後こう輩はいの姿など見慣れているというような冷静さで守里のもとを離はなれていく先輩の足音を聞きながら、守里はのっそりと倒していた上半身を起こした。

　朝から晩までフル稼か働どうさせられながら、終電に間に合うぎりぎりに会社を飛び出す生活が、かれこれ一週間は続いている。

　年末にかけて追い込みのような仕事に忙ぼう殺さつされて、そろそろ疲労もピークを迎むかえていた。

「───おい、藤嶋、大だい丈じよう夫ぶか？」

　後ろの島の机で仕事をしていた水沢が、キィ…と椅い子すのままこちらに移動してくる。

　気き遣づかわしげな面おも持もちに鈍にぶい笑えみを象かたどってみたものの、とても「大丈夫だよ」と答える気にはなれなかった。

「……顔洗ってきます」

　そう言って席を立つと、部長席から「三分な」と声が飛んできた。守里は不満げに下した唇くちびるを突き出して、無言でフロアを後にする。

　トイレに続く廊ろう下かをとぼとぼと歩きながら、じんわりと疲つかれが滲み出してくる目め頭がしらを指の腹で押さえた。

（ねむい……）

　去年を振ふり返ってみても思うが、どうして皆みなこうも年末にまとめて仕事をしたがるのだろう。

　事前に予測していなかった仕事が飛び込んでくるのは仕方ないとしても、もっと以前から余よ裕ゆうを持って捌さばけたのではないかと思える業務だって少なからずあったではないか。

「いや…そんなこと言ったところで、今いま更さらなんだけど……」

　というよりも、多分周りも実はそのことには気づいていて、こんな状じよう況きようだからそんな至し極ごく真っ当なことを考えるだけで、乗り切ってしまえば来年もまた同じことを繰くり返すのだ。

　トイレに辿たどり着くだけで三分を余裕で超ちよう過かしていたが、あえて気づいていない振りをして、守里は綺き麗れいに磨みがかれた洗面化け粧しよう台の前に立った。

　自動水すい栓せんで何度か洗顔を繰り返して、顔を上げる。

　掌てのひらで軽く水すい滴てきを払はらって、スラックスのポケットから引っ張り出したハンカチで顔を拭ぬぐう。

　ふと仰いだ鏡に映った姿を見て、守里は息を吞のんだ。

　頰がこけて、暗く落ち窪くぼんだ目をした人物がこちらを見ていた。

　これは誰だれだと突っ込む気力もないまま、疲れ果てている自分の顔にそっと触ふれた。

　睡すい眠みんを充じゆう分ぶんにとれていない肌はだだと指先の感覚で確かめながら、守里は唇を引き結んだ。

　今年はこんなひどいことにはならない──そんなことを思った日が、もう随ずい分ぶんと遠い。

（身体からだが痛い）

　整体院に最後に行った日からは、もう二週間が経たっている。そして都筑とケンカして一週間だ。その期間、一度も都筑とは会っていない。

　あの日…都筑を突き放してしまった日から、守里の中で何もかもが狂くるってしまった。

　身体も、心も、生活も──全部。

「……」

　きっと、怒おこっているのだろう。あのときの都筑は、諦あきらめたような、傷ついた顔をしていた。

　守里は目を細め、鏡に映った自分を睨にらみつけるように見た。

　自分から拒こばんだくせに、都合よくショックを受けている矛む盾じゆんした自分に腹が立った。

（謝るべきなのかも……）

　───けれど、一体何を……？

　気持ちを受け入れることができなくてごめん、とでも言えばいいのだろうか。

　そんなことできるはずがないと大きく首を振って、柔やわらかな風合いの人工大理石の壁かべにふらりと凭もたれかかる。

　目を閉じて天を仰ぎながら、ゆっくりと胸で息をついた。

「やっぱり会いに行こうかな……」

　しかし会いに行ったからといって解決できるような、そんな単純な問題ではない。

　第一、都筑に「もう会わない」と言わせたのは守里自身だ。そんな自分が、今更どの面つら下げて会いに行けるというのだろう。

「藤嶋？　いるのか？」

「───みず、さわ？」

　はっと顔を上げて、慌あわてて壁から身を起こす。

　姿を見せた水沢は、守里を見つけると一度トイレの入口で立ち止まったが、すぐに近くまで歩み寄ってきた。

「水沢、どうしたの？　トイレ？」

「違ちがうだろ。お前を探しにきたんだよ。いつまで経っても戻もどってこないから、トイレで寝てるんじゃないかって、部長から呼んでくるように頼たのまれたんだ」

「えっ、わ！　やばっ……」

　慌てて腕うで時ど計けいを確かく認にんすると、出てきた頃ころからとうに十分以上が経ってしまっていた。

　自分の世界に浸ひたり込み過ぎていて、完全に職務のことなど頭から抜ぬけ落ちていた。

「怒ってた……よね？」

　声にならない悲鳴を上げて水沢を振り仰あおぐと、小さな苦く笑しようが漏もらされた。

「今はそんな余裕はなさそうだったけど。でも早く戻ったほうがいいのは確かだな」

　さすがの水沢でも、いつもは豊かな表情を見せるそこに、連日の疲れの色を浮うかせていた。

　そういう状況なのだと再確認させられて、守里は深く頷うなずいた。

　だが、慌てて戻ろうと踵きびすを返しかけた守里の手首を、突とつ然ぜん水沢が捉とらえてきた。

「藤嶋…っ」

「わっ!?」

　向かおうとしている方向とは逆にかけられた力に、バランスを崩くずして倒れそうになる。

「ちょ…水沢、なんだよ？　急に」

「わ、悪い。──あのさ」

「何？　戻らないの？」

　怪け訝げんに見上げると、水沢は「いや…」と言葉を濁にごして、僅わずかに俯うつむいた。

「あのさ…この前のことなんだけど」

「？　この前？」

「この前の映画の帰り。お前の家の前でさ、待ってた奴やついただろ……？」

　言いにくそうに、気まずげな面持ちで襟えり足あしを搔かく水沢をまじまじと見つめる。

　まさか水沢の口から都筑の話題が出るとは思ってもいなくて、一いつ瞬しゆん動きを止めた。

「それが…何？」

　ゆっくりと、探さぐるようにひそめた声で問い返す。水沢は小さく首しゆ肯こうして、再び口を開いた。

「いや…、高校の同級生とか言ってたけど、なんか揉もめてたみたいだったから。あのあと大丈夫だったのかと思って」

　そう言って疑うようにこちらへと視線を向けてきた水沢に、守里は息を詰つめる。

　気まずい空気が立ち籠こめる前に、「大丈夫ってなんだよ」と小さく笑ってみせた。

　はぐらかすと、水沢の眉み間けんが険しく寄った。

「───藤嶋あれからなんか塞ふさいでるし…心配なんだよ」

「……」

　否定の言葉も忘れて俯くと、そっと頰ほおに水沢の指先が触れてきた。

　驚おどろいて、思わず一歩身を引く。

　睫まつ毛げをしきりに上下させた丸目がちな瞳ひとみで水沢を見返すと、水沢は途と端たんにばつが悪そうな顔をして、もう一度「悪い…」と呟つぶやくと、手を引いていった。

「少し前まで調子良さそうだったのに、最近すごく落ち込んでたから…。もしかして、なんかあったんじゃないかって思ってさ」

「……別に、何もないよ」

　もごもごと答えて、噓うそをついた後ろめたさを隠かくすように、そっと瞳を伏ふせた。

「もしかしたら、この前まで通ってた整体…行くのやめちゃったからかもしれないけど……」

　自責の念を和やわらげるように、守里は暗に都筑のことをつけ足す。

　水沢は少しの間、無言で守里を見下ろしていたが、一時すると気持ちを入れ換かえるように「そっか」と軽い調子の笑みを浮かべた。

「なら、いいんだ。ちょっと気になっただけだから。変なこと訊きいて悪かったな」

「あ…ううん、おれこそ、なんか…ごめん」

　お互たがいに自分たちの間に落ちたぎこちなさに気づいていたはずなのに、素知らぬふりをして笑い合った。

「───戻るか」

「うん…」

　水沢の言葉に苦く笑いながら、内心ではいつも通りの空気に戻った水沢に、ほっと胸を撫なで下ろしていた。

　さっき一瞬、水沢から感じたものはなんだったのだろう───？

　そんなことに首を傾かしげたが、フロアに戻った第一声に「トイレの寝ね心ごこ地ちは良かったか？」と、いつになく真面目まじめにパソコンに向き合っている部長から穏おだやかに尋たずねられた瞬しゆん間かん、その思考はあっさりと吹ふき飛んでいった。










　植物が各所に備えられ、α波クラシックが流れている落ち着いた待合室。

「藤嶋さん」

　施せ術じゆつ室から男性がひとり出ていってすぐ、守里の名前が呼ばれた。

　最近、週半ばになると指折り数えることが多くなった、ようやく迎むかえた日曜日だった。

　久しぶりにまともにとれた休日を使って、偶ぐう然ぜん手にした開業したての整体院のチラシを見て、予約を取ってみたのだ。

　以前に都筑に指し摘てきされたようなスタッフではなさそうか一応ネットの口コミも確認してきたが、実物も信用できそうなしっかりとした空気感を持った整体院だった。

「もうすぐ先生が見えますので、そちらにお着き替がえになってお待ちくださいね」

　施術室に通されてすぐ、淡あわいピンクの医務衣を着た女性スタッフが、仕切りのカーテンを引きながら微笑ほほえみかけてきた。

「……え？」

　着替え、と言われて、示されたほうを振ふり返る。ベッドの上に角を揃そろえて畳たたまれている上下のジャージを見て、守里は何度も目をしばたかせた。

　そんな守里の反応に、女性スタッフも口元に笑えみを象かたどったまま「はい？」と小首を傾げた。

「着替える…んですか？」

「ええ。お着替え願えますか？　お手持ちのお洋服はベッド下のケースにお入れくださいね」

　それでは、と朗ほがらかな微笑みを残し立ち去っていく女性スタッフの背中を見送りながら、守里はしばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　きゅっと、唇くちびるを小さく引き結ぶ。

（─────都筑!!）

　今になって気づかされる自分も相当だと思うが、何も知らなかった自分に笑顔でつけ込んできたあの男はただの外げ道どうではないか。

「なんなんだよ、あいつ…！」

　唇の先を尖とがらせたまま、守里は示されたジャージを鷲わし摑づかみにする。

（どんだけ、おれの裸はだかが見たかったんだよっ────!!）

　こんな場所ではとても言葉にできない怒いかりを胸中で叫さけぶ。

　だがそこまで考えて、全く冗じよう談だんにならないではないかと気がついて、気が遠くなりかけた。

（なんだよ…。それもおれのことが好きだからついた噓なわけ……？）

　脱ぬいだ服を畳んで、鞄かばんと一いつ緒しよにケースの中へ仕し舞まい込む。

　純白のシーツが張ってある細身のテーブルベッドに腰こしを下ろしながら、守里は重たい溜ため息いきを漏らした。

　そんなふうに考えると、怒ど鳴なり込んでやりたいくらいだった気持ちが、一気に失速していく。

　こんな気持ちになるのはおかしいのに───。

　意地悪を言われたりされたり、自分ばかり精神的に苦痛に感じることが多くて腹立たしく思っていた。清すが々すがしく思いこそすれ、守里が都筑に対して心苦しくなることなどないはずなのに。

「藤嶋さん、入ってもよろしいですか？」

「あ、はい…！」

　カーテンの向こうから担当する整体師だという落ち着いた男性の声がして、守里ははっと立ち上がった。

　お決まりの問もん診しんを受け、施術をはじめるからベッドに横になるようにと指示されて、守里はベッドに這はい上がった。

「力、抜いてくださいね」

　例にもよってここでも同じことを言われるのかとうつ伏ぶせに寝ね転ころびながら、守里は思わず苦笑してしまった。

　耳に馴な染じんでいるのは、もう少し粗そ野やな口調だったが、なんとなくこの感覚が懐なつかしかった。

　そしてこのあと、凝こりきった箇か所しよに思い切り重い指圧を入れられるのが気持ち良くて───。

　けれど。

（……あれ？）

　何かが違ちがう。

　気持ち良い───はずなのに、何かが物足りない。

　その違い和わ感かんがなんなのかを考えながらそぞろな意識で交かわす整体師との弾はずまない会話が、ぷつりぷつりと途と切ぎれては話題が変へん更こうされる。

（都筑のほうが良い────）

　手の温かさも、軽快に交わされる他愛たわいもない会話の応おう酬しゆうも、何もかも都筑のほうが気持ち良かったように思えてしまう。

（なんだよ、それ……）

　そんなふうに関係ない他人まで巻き込んで、一つ一つの細かい動きまでも都筑と比べてしまう自分がひどく嫌いやな人間に思えて、守里はもうこれ以上何も考えるまいと寝ねたふりを決め込んだ。










　その日の夕方のことだ。日暮れの赤らんだ空の下、薄うっすらと黄昏たそがれ色に染まるひまわり総合整体院の前に守里は立ち尽くしていた。

「───都筑…」

　子供連れの女性客を受付まで見送って、その子供の目線に合わせて身を屈かがめて笑っている都筑の横顔に胸が締しめつけられた。

　遠目に見える窓越ごしの都筑を眺ながめながら、守里は久しぶりに目にするその懐かしい姿に、手にした鞄の取っ手をきゅっと握にぎり締めた。

　他店とはいえ、久しぶりに受けた整体は、確かに守里の疲つかれた身体からだを軽くしてくれた。

　けれどそれに反して、心は以前と同じで、いつまでも重たいまま変わらなかった。

　理由を考えているうちに都筑のことが思い浮うかんできて、気がつくと、いつの間にか守里の足は、都筑が働くこの場所へと向かっていた。

「ほんと、噓ばっか……」

　次の客を案内するために、待合室に踵きびすを返した都筑がまたも女性客に会え釈しやくする。

　女性は受け持っていないと言っていたくせに…と胸中で零こぼして、守里はふんと鼻で小さく息をついた。

　けれど不思議と怒おこる気になれないのは、どんな噓でも、都筑が自分との間にきっかけを作ろうとしていたことが今なら分かるからかもしれない。

（都筑……）

　もう一度、心の中で都筑を呼んだ。

　そっと瞳ひとみを閉じる。込み上げてきた想おもいに、結んだ掌てのひらをいっそうきつく握り締めた。

「おれ、都筑じゃないと気持ち良くなれない……」

　施術も、他愛無いおしゃべりも…何もかも、都筑がやるのでなければ意味がない。

　嫌いやなことをされても、気づけば会いに行ってしまう理由は、きっとそれだった。

　施術の気持ち良さだけではない。心が、もっと単純にそうしたいと望んでいたから。

　あの男は、いつの間にかこんなにも自分の心の奥深くまで入り込んできていたのだ。

「……おれ、都筑のことが好きになってたんだ……」

　気づいてしまうと、怒ど濤とうの勢いで何か言いようのない想いがぶわりと胸に込み上げてきた。

　あの笑顔はもう二度と自分には向けてもらえないものなのだと考えると、自分が出し誤った答えに打ちひしがれそうになった。

「───っ」

　都合が良いのは分かっている。

　自分勝手な我わが儘ままだということも承知している。

　それでも。

「ごめん、都筑……」

　──────都筑に会いたい。
















　終わった。

　これでとりあえず、今年も無事に年を越こすことができる。

　夜景を望む窓ガラスへと顔を向けたまま、守里は机にべったり倒たおれ込んだ。

　周囲に妙みように甘ったるい匂においが漂ただよっているのは、机の片かた隅すみに差し入れのショートケーキが置かれているからだ。

　平日のクリスマスなどあってないようなものだった昨夜は、部内全体に「クリスマス？　何それ、食べられるの？」というような、いかにもぴりぴりとした雰ふん囲い気きが漂っていたわけだが、そこにただひとり、「メリークリスマス！　差し入れです！」と夜食を買いに出たついでに、クリスマスケーキまで調達してきたツワモノの後こう輩はいがいた。

　当然それどころではなく、後輩は小突き回されたあげく、ケーキは寂さびしく冷蔵庫の片隅に追いやられるはめになったが、ようやく仕事が明けた今日、あれだけ文句を言われたクリスマスケーキは一躍部内のアイドルに早変わりしていた。

　その蕩とろける甘さに癒いやされた社員たちは、年末の挨あい拶さつを終えるとぞろぞろ帰宅していったが、食しよく欲よく減退まっしぐらの守里は、つき合いで一口だけ齧かじったショートケーキを前に、倒れ込んでいた。

　おもむろに手にしたフォークで、雪のようなホイップクリームの上に女王さま然と鎮ちん座ざしているきらきらした苺いちごを、その先せん端たんで突つき刺さす。

　それをしばらく左右に振って弄もてあそんでいたが、丸ごと口の中に放ほうり込んで、守里はその体勢のまま、背広のポケットから携けい帯たいを取り出した。

　仕事の修しゆ羅ら場ばが明けたら、今度は自分から都筑に連れん絡らくしようと決めていたのだ。

　携帯の画面をぺたりと軽く額に落とす。

　なんて言おうか。

　もしも今いま更さらと拒きよ絶ぜつされてしまったらどうしよう。もう自分のことなどなんとも思っておらず、口を利きくのも厭いやだと嫌きらわれてしまっていたら……。

　甘さと酸味が半々の苺を嚥えん下かし終えて、守里は浅く息をついた。

「でも、ちゃんと伝えないと……」

　受け入れてもらえなくても、友達としてしか傍そばにいられなくても構わない。

　自分勝手であることは百も承知だ。けれど、ちゃんと都筑に会って謝って、自分も都筑が好きだと気づいた気持ちを伝えたい。

　都筑が真しん剣けんに自分に気持ちをぶつけてきてくれたように、今度は自分がそうしたかった。

　今は、それしかできないから───。

　守里は勢いよく上体を起こして、指先で画面を弄いじって都筑の連絡先を呼び出した。

　心臓の音が外に漏れてきそうなくらい緊きん張ちようしながら、スピーカーにそっと耳を近づけた。

　呼出音が流れ出す。それが一つ鳴り終わるたびに心の中で数を数えていった。

　だが、いつまでも応答される気配がないそれは、やがて単調に不在を告げる留守番電話サービスに繫つながってしまい、守里は呆ぼう然ぜんとした。

「うそ……」

　こんな事態を全く想定していなかったわけではないが、いざ現実になってしまうと、どうして出てくれないのだろうと不安が頭をもたげてきた。今はそれを気にしている場合ではないのだと気持ちを奮い立たせるが、どうしても焦しよう燥そう感かんばかりが胸を衝ついてくる。

「店に……」

　壁かべ掛かけ時計を仰あおぎ見た。十時だ。以前だって守里が予約を入れていた金曜日以外は、九時にはとっくに閉まっていた。

　さすがにこの時間では都筑も帰宅してしまっているだろうと、守里は再度うなだれた。

（家まで押しかける……とか）

　そこまで考えて、それはないだろうと首を横に振ふった。

「仕方ない…か。また日を改めて……。とりあえずメールだけ入れておこう」

　落らく胆たんの息をつきながら、メール作成画面を開いた。

　なんと言葉にしようかと躊躇ためらいながら文字を打っているうちに、いつの間にか長いだけの支し離り滅めつ裂れつな文章になってしまい、一度全すべての内容を削さく除じよした。

　気持ちの糸がもつれてほどけなくなっているようなもどかしさに、守里は携帯を両手で握り締めた。言いたいことや、伝えたいことが多すぎて、纏まとまらない。

　やはり直接会って話したほうが良いと、とにかく話がしたい旨むねだけ簡潔に綴つづった。

　終電まで少し時間があることに気づいて、もしも連絡がもらえたとき、すぐに会いに行けるように、待てるだけは待っておこうと、まだ会社に残っていることも書き足した。

　最後に「また連絡します」と打って、携帯を机き上じように手放す。

　椅い子すの背もたれに倒れ込んで、目ま蓋ぶたを伏ふせた。たかが数行打つだけのことなのに、ものすごく緊張した。

　ふわりと落ちる前まえ髪がみを搔かき上げながら、額に浮ういた汗あせの玉を拭ぬぐう。

　そっと、心の中で都筑の名前を呼んだ。

　置いた携帯を再び手にして、ゆっくりと深呼吸をする。

「……よし」

　震ふるえた手に表れている自分の弱気な心に負けないように、一気に送信ボタンを押した。

『送信完かん了りよう』の文字を見た瞬しゆん間かん、緊張と不安と、とにかく様々に入り混じった昂こう揚ようした感情が怒濤のように押し寄せてきた。

　だが、それから時計の長針が一周しても、都筑からの連絡は一向にないままだった。

「返ってこない……」

　見回りにやってきた警備員に「そろそろ出てください」と促うながされて、ついにタイムリミットがきてしまったかと落胆の息をつく。

　仕方なしに、表面がすっかり乾かん燥そうしてしまった残り一口のケーキを頰ほお張ばって、帰り支じ度たくを済ませていた鞄かばんを取り上げた。

　電気を消して、施せ錠じようをしてからフロアを後にする。

　管理室に鍵かぎを返へん却きやくして、重い気持ちのまま社員用出入口から外に出た。

　その瞬間に吹ふき込んできた冷たい風に、思わず肩かたをすくませる。

　全身に貼はりついてくる冷気に身を縮こまらせて、ほっと白い息を吐はき出した。

　そのときだった。

「───藤嶋？」

　突とつ然ぜん名前が呼ばれ、伏せていた顔を上げる。

　前方で手を僅わずかに掲かかげて「よう」と笑いかけてくる姿に、目を見開いた。

「水沢！」

　遠方のクライアントと行き違ちがいが生じて、資料作成に携たずさわっていた水沢は、昼過ぎから事情説明に駆かり出されていっていたはずだ。確かそちらの件が片づけば、そのまま直帰して良いことになっていたと思うが、なぜ今こんなところにいるのだろう。

「なんで？　どうしたの？」

「ん？　ああ、今日車で来ててさ。それの回収」

　そう言って、水沢が手に持っていた車のキーをチャラリと揺ゆらす。

「ああ、そうだったんだ」

　納なつ得とくして、そのまま隣となりに並んだ流れで、守里は水沢と一いつ緒しよに歩き出した。

「今日は大変だったよな。お互たがい無事に片づいて良かった」

「ほんとに。水沢こそお疲つかれだったね。無事に話がついたって連絡きたときは、みんなすごくほっとしてたよ」

　だよなー、と苦く笑しようする水沢と今日の仕事の話で盛り上がりながら、ゆっくりと足を進める。

　会社の駐ちゆう車しや場まで辿たどり着いたとき、電車通勤の守里は「じゃあ、ここで」と手を上げた。

　けれど、踵きびすを返そうとしたとき、不意に水沢に呼び止められた。

「藤嶋、乗ってけよ」

「え？」

「飯、まだなんだろ？　なんか美味うまいもん作ってやるからさ、うち来いよ。明日あしたから休みだし、なんなら今日は俺の家に泊とまってもいいし。───な？」

「え、…今から？」

　にっこりと笑う水沢に、守里は唇くちびるを半開きにしたまま、頭の中で言葉を探していた。

　ポケットに入れた携帯を握にぎり締しめる。

　いつもだったら深く悩なやむこともなく応じる水沢の食事の誘さそいだったが、今は躊躇いがあった。

　ここで水沢について行くことを、おそらく都筑なら嫌いやがるだろうと考えてしまった。

「…水沢」

　守里はそっと、睫まつ毛げを伏せて俯うつむいた。

「あの───ごめん…無理。行けない」

「藤嶋？」

　もう一度小さく「ごめん…」と呟つぶやくと、水沢は気まずげに「あー…」と、自分の頭をくしゃりと搔いた。

「いや…まぁ、そうだよな。突とつ然ぜん誘われたって困るよな。用事とかあったなら、悪かったよ」

　微び苦く笑しようした水沢に、申し訳なさで眉まゆ尻じりが下がってくる。

　そんな守里を気き遣づかうように、水沢が明るく笑い直した。

「じゃあ、送るだけ。それなら問題ないだろ？」

「え…」

　笑えみを象かたどったままこちらを見つめてくる水沢を窺うかがうように見返す。

　真っ直すぐな眼まな差ざしが、妙みように痛かった。

「えっと……」

　送ってもらうくらいなら問題ないだろうか、と考える。……それだけなら。

「うん…じゃあ、送ってもらおうかな……ありがとう」

　守里は小さく礼を言って、爪つま先さきを水沢のほうへと向け直した。リモコン操作でロックが開かれたシルバーの車の助手席に促されて、躊躇いながら乗り込む。

　運転席に回った水沢がエンジンを入れて、暖だん房ぼうを調節する。

「……というか本当は、車取りに来ただけが会社に戻もどってきた理由じゃなかったんだけどな」

「え？」

　シートに、少しだけ肩の力を抜ぬいたように凭もたれかかった水沢がぽつりと漏もらす。

「藤嶋がまだ残ってないかなって思ったんだ」

「え…おれ？──なんで？」

「いや…、休きゆう暇か入る前に一度藤嶋に会っときたいかなぁ…って思ってさ」

「………」

　隣を見み遣やると、僅かに照れたような表情を浮かべた水沢が、口くち端はしに寂さびしげな微笑を浮かべて俯いていた。

　守里は目を瞠みはらせる。不思議とこの空気を、自分は知っている気がした。

　一度脳のう裏りにそう思わせた相手の姿が思い浮かび、それから水沢に対して「もしかして…」という、頓とん狂きような仮説が思い浮かんだ。

　けれどいくら鈍にぶい自分でも、さすがにこれを外す気はしなかった。

　水沢が淡あわい微笑を向けてくる。

「でもまぁ、その希望は叶かなったし。飯とかは別にいつでもいいんだけど…休日とかさ、またどこか出で掛かけたりしないか？　遠くても近くても、藤嶋が行きたい場所なら俺はどこでも──」

「み、みずさわ……っ」

　気がつくと、守里は水沢の言葉を遮さえぎっていた。

「あの…」

　これ以上聞いているのは、精神的につらかった。

　水沢に嫌な思いをさせたくなくて無難な言葉を探してみたが、途と中ちゆうで「そうじゃないだろう…」と気がついて、その場しのぎのずるい言葉を奥歯で嚙み潰した。

　たとえこの場だけ誤ご魔ま化かして切り抜けたとしても、きっとそれに意味などない。

　都筑の気持ちに応こたえようと思うのなら、いずれちゃんと言わなければいけない日がくる。

　守里はふっと力なく俯いて、重たい口を開いた。

「…ごめん。好きな人が嫌がるから…二人きりとか、そういうのは、無理。……遊べない」

「……」

「急に…こんなこと言い出して、ごめん……」

　徐じよ々じよに表情の失うせてくる水沢に気まずくなって、どぎまぎと顔を伏ふせる。

　もっとも、今いま更さらこんなことを言ったところで、今は完全に自分の一方通行な気持ちで、都筑には受け入れてもらえない想いなのかもしれないが。

　水沢がくしゃりと前髪を搔き上げて、嘆たん息そくした。

「……その言い方って、相手は男ってことだよな」

「え？───え、あっ…」

　水沢の指し摘てきで、自分の失言に気がつき、守里ははっと口を押さえた。

　その顔色を窺って上うわ目め遣づかいに見上げると、ちょうど水沢と視線が交差した。

「あ、あ、あの──…っ」

「好きな人って…この前、藤嶋の家の前に来てたやつだろ。──まぁ…なんかそんな気はしてたんだけど」

　守里の弁解を遮って続ける水沢に、目を白黒させる。断定的なその物言いにも驚おどろいて、肩かたを震ふるわせた。

「つき合ってるのか？」

　予想外に落ち着いている水沢の声こわ音ねに、守里も息を詰つめて、静かに小首を横に振ふった。

「───ううん…というか、今はおれの片かた想おもいだから。……多分もう、向こうには嫌きらわれちゃってると思うんだけど……」

　押し黙だまった水沢に、そっと視線を向ける。

「なんで…都筑──その、おれの家に来てたやつだって分かったの……？」

「……分かるよ。あの日以来、急に塞ふさぎはじめるし。…大体、おかしかった」

　苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような渋しぶい面おも持もちをした水沢は、そのときのことを思い出したのか、憎にく々にくしげに呟いた。

「入り込みづらい空気っていうか、……あいつ、俺を見る目が本気で殺気立ってた」

「！」

　小さく息を吞のむ。突とつ如じよ、どくんと、胸が大きく高鳴った。

　水沢の鬱うつ屈くつした表情に反して、みるみるうちに頰ほおが弛ゆるんでいった。やはり今すぐに都筑に会いたいという強い衝しよう動どうが湧わき上がってきて、守里はたどたどしくシートベルトを外した。

「水沢ごめん、おれ、やっぱり────！」

　だが、外に出ようとドアノブに手をかけたときだった。

　ダンッと、耳元で大きな音が響ひびいた。

「……ぇ？」

　背後から伸のびてきた水沢の掌てのひらが、力強くウィンドウガラスを打っていた。

「────行くなよ」

　低く唸うなるような不ふ機き嫌げんな声が、いつも穏おだやかな水沢から漏れたものだと、瞬しゆん時じには判断できなかった。

「みず…さわ？」

　水沢の愛用しているコロンが身近で香かおる。後ろ向きの状態で、背後から腕うでで囲い込むようにされて、守里は目をしばたかせた。

「行かせるかよ。絶対に渡わたさない……！」

「み、水沢！」

　急に二の腕を摑つかまれて、身体からだを反転させられた。

　厚い胸に抱だき込まれたかと思うと、しっかりと顎あごを摑まえられていた。

　何をされるのか分かった瞬しゆん間かん、守里の頭の中でけたたましく警けい鐘しようが鳴り響いた。

　守里は掠かすめそうになった水沢の唇を、すんででその胸を押し返して避さける。

「や、やめっ……」

　そのままドアを開けて逃にげようとすると、再び腕を捉とらえられて、引き戻された。

　すかさず倒たおされたリクライニングシートに組み敷しかれ、守里は水沢の腕に閉じ込められた。　>>>♥

「藤嶋……」

「ちょ…っ、何を───」

　上から圧のし掛かかってくる水沢に慌あわてた。

　車外に立つ外灯だけが唯ゆい一いつの光源であったが、意外にも明るいそれは、相手の表情を読み取るだけなら充じゆう分ぶんだった。

　そして、水沢の瞳ひとみが氷のように冷めきっているのを見た瞬間、守里はうろたえた。

　こんな怖こわい顔をする水沢を、今まで見たことがなかった。

「ま、待って…水沢っ、なんで──や…やめてよ、こんな……っ」

「ずっと好きだったんだ。入社式で会ったときから、ずっと」

　冷れい酷こくに閃ひらめいた瞳に反して、熱のこもった告白を耳元で囁ささやかれる。

　そのまま首筋に唇を寄せられて、守里は身を捩よじった。

「やだ…って───」

「大事にしたいって思ってた。こんなふうに無理やりじゃなくて、もっと優やさしく、もっと…大切に。お前は同性になんか興味ないって思ってたから、怯おびえさせないようにゆっくり…って。それで、いつかはお前が俺を見てくれるようになればいいって────」

　流れ落ちる前まえ髪がみから覗のぞいた水沢の双そう眸ぼうが、今にも泣きそうに歪ゆがめられていた。

　込み上げてくる気持ちを抑おさえ込むように苦しげに言葉を紡つむぐ水沢が、本当に自分の知っている水沢なのか分からなくなって困こん惑わくした。

　いつも穏やかに微笑ほほえみかけてくれる、守里が困っているときはすかさず助けてくれていた水沢は一体どこへ消えてしまったのだろう。

　守里を真っ直ぐに見下ろす水沢が、耐えられないとばかりに、奥歯を嚙み締しめた。

「なのに！　今更！　他ほかの男になんか渡せるわけがないだろう！」

「痛っ…」

　頭上で捻ひねり上げられた腕に、激痛が走った。

　脚あしの狭はざ間まに差し入れられた水沢の膝ひざが敏びん感かんな部位を擦こすり上げてきて、守里はその刺し激げきにかっと目を見開いた。

「や…やだ…、みずさわ……」

「…大だい丈じよう夫ぶ。できるだけ優しくするから」

　それに、もう振られた相手なんだろう？──と都筑のことを問われて、守里は唇くちびるを震わせた。

　確かにそうかもしれない。

「でも…だけど……おれは……」

　都筑が好きで。それ以外の答えなんかなくて……。

　たとえ報むくわれる希望がなくても、都筑以外の人間に身を任せるなど耐たえられない。

「や、やっぱり嫌いやだっ……」

「藤嶋！」

　手足をばたつかせて、圧し掛かる水沢の胸を全力で押し返した。

　僅わずかにできた隙すき間まから這はい出るようにして、至るところに身体をぶつけながらも、なんとか助手席のドアを開くことに成功した。

「待てよ！　藤嶋っ」

「いやだ…っ！」

　背後から腰こしに回された腕に引き戻もどされる。

　その直後だった。守里のコートのポケットから、着信を告げるメロディーが流れ出した。

　守里ははっと視線をそちらに向ける。相手は見なくても分かる気がした。

「つづき…っ───」

　守里はか細く叫さけんで、咄とつ嗟さに携けい帯たいに手を伸ばした。

　そこには案の定都筑の名前が表示されていて、思わず安堵の笑えみが零こぼれてきた。

「そんな顔、見せるなよ……！」

　水沢は小さく舌打ちをすると、守里からその電話を取り上げようと背後から手を伸ばしてきた。

「だめっ……あ！」

　けれど、悶もん着ちやくの末に手の中から抜ぬけ飛んだ携帯は、カタンとアスファルトの地面に跳はね返って、守里の手が届かない場所へと落ちていってしまった。

「そんな……」

　上向きに落ちたそれが淡あわい光を放ちながら震えている。

　鳴り響くコールが虚しく夜よ闇やみに消えていくのを為なす術すべもなく聞きながら、守里は無力感に唇を嚙かみ締めた。

　しばらくしてぱったりと音の止やんだ携帯は、それきり死んだように動かなくなった。

「───っ…」

　絶望感が胸を満たしていく。足元が突とつ然ぜん、音を立てて崩くずれ去っていったみたいだった。

　今のが、都筑に繫つながる最後のチャンスだったかもしれない。

　もう二度と連れん絡らくなどしてきてくれないかもしれない。

　もう二度と、会えないかもしれない……そして、このままでは本当に会えなくなってしまう。

　そう思ったら、悲しくて悲しくて悲しくて、途と端たんにぶわりと涙が溢あふれ返ってきた。

　気がつけば、守里は衝動に押されるままに、がむしゃらに身を捩って、声の限りにその悲痛を叫んでいた。

「嫌！　嫌だ……!!」

（────都筑！　都筑！　都筑っ……！）

　届かないはずの声だった。そうなるはずだった。

　そのはずだったのに───。

　ガンッ、と音がして、突然車体が大きく揺ゆれた。

「……おい」

　唐とう突とつに大きく開かれたドアの向こうから、地を這うような低い殺気立った声がした。

「……藤嶋からその手どけろよ」

　ナイフみたいに鋭するどく閃いた光を見たと思った瞬間、声を上げる間もなく守里は強い力に引き立てられていた。

「つ、づ…き……？」

　自分を胸に受けとめた相手が信じられず、守里は啞あ然ぜんと涙の滲にじんだ目を見開いた。

　けれど、「どうして」と問う声は、車から降りてきた水沢の姿を見たところで自然と喉のどの奥に引っ込んでいってしまった。

「お前……ッ」

　水沢がキッと都筑を睨にらみ据すえる。

　そんな水沢に一いち瞥べつもくれることなく、無言で守里に向き合った都筑は、守里の乱れた服に手を添そえて黙々と整えはじめた。

「都筑……」

「────だから言ったんだ」

　苛いら立だった低い声で呟つぶやいた都筑が、憮ぶ然ぜんとした顔つきではだけたワイシャツボタンを留めていく。そんな姿を恐こわ々ごわと上うわ目め遣づかいで窺うかがいながら、守里は小さく首をすくませた。

　都筑はボタンを上まで全すべて留め終えると、守里を背ろに押しやって、水沢と対たい峙じした。

「どういう了りよう見けんか知らないが、他人のものに手を出してただで済むと思うなよ、ミズサワさん」

　都筑に名前を呼ばれて、水沢が不快そうに眉まゆを顰ひそめた。

　そんな場合じゃないのに、守里を自分のものだと主張した都筑を、守里ははっと振ふり仰あおいだ。

　そんな守里に気づいてか、水沢が忌いま々いましげに声を上げる。

「お前、藤嶋のこと振ったんだろ！　なんで今いま更さら出てきて、引っ搔かき回してくるんだッ……」

「は…？」

　不ふ機き嫌げんに寄った都筑の眉み間けんがいっそう険しさを増す。

「何言ってるんだ？」

　火に油を注いだように、傍はた目めからでも分かるほど怒いかりの焰ほのおを燃やしている都筑は、水沢に詰つめ寄っていくとその襟えり元もとを摑つかみ上げた。

　水沢が小さく声を上げる。そして、都筑の拳こぶしが振り上げられるのを見た瞬しゆん間かんに、これは止めに入らなければまずいことになるという予感がして、守里は慌あわてて都筑の腕うでを摑んだ。

「ちょ…、つ、都筑っ、待って！　待って！　そういうのは駄だ目めだって…っ」

「……なんで庇かばうんだよ」

　都筑は納なつ得とくがいかないというように、沸ふつ々ふつと苛立っているのが分かる声を漏もらした。

「とにかく駄目だって！　おれはもう大丈夫だから！　落ち着いてよ、都筑……！」

　守里が何度も首を振って押しとどめると、ようやく都筑は水沢を解放した。

「藤嶋───」

　地に打ちやられた水沢が「なんでだよ…」と掠かすれた響ひびきで呟いた。

「お前は黙だまって俺の傍そばで、俺の言うことだけ信じてればよかったのに……！」

　水沢が悲痛な声で叫ぶ。

　再び拳を握にぎり締めて出て行こうとする都筑を引き止めて、守里は目元を歪ませた。

　水沢の言葉に心が痛んだ。けれど、大切なことだからこそ、中途半端なままではいけないのだと、他人の感情を前にすくむ自分を叱しつ咤たして、守里は震ふるえる唇を開いた。

「ごめん──」

　水沢が苦しげに顔を顰しかめさせるのを見て、言葉を続けることがつらかった。

「水沢のことすごい信しん頼らいしてるし、すごく感謝してる。でも、おれ…水沢のこと、そういう意味ではやっぱり好きになれない……」

　口を開いた瞬間から、声が、全身が震え出す。

「……なんでだよ。納得いかない…！　俺は、誰だれよりもお前に優やさしくしてた自信がある。それなのに、どうして俺じゃ駄目なんだよっ……？」

　水沢が押し殺した声で問いかけてくる。

　守里はこくりと一つ喉を上下させて、睫まつ毛げを伏ふせた。

「うん───でも…それ以上に好きなんだ」

　きゅっと隣となりに立つ都筑の服の裾すそを摑まえると、驚おどろいたように都筑の眼まな差ざしがこちらを向いた。

「ごめん。駄目なんだ……都筑じゃないと」

　恥はずかしくて、都筑がどんな表情を浮うかべているのか知るのが怖こわくて、顔なんてとても上げられなかったが、大人しく自分に摑まえられている都筑に少しだけ勇気をもらった。

「……都筑のことが好きなんだ。離はなれたら寂さびしくて…、会えないだけで簡単に生活が狂くるう。確かに…都筑はおれに意地悪ばかりするけど、一いつ緒しよにいて安心できるのも都筑だけだから……」

　言葉が震えるのを堪こらえるように、一つ大きく息をする。

「おれには、都筑がいないと駄目なんだ。だから、おれは水沢を選べない……」

　見返した水沢が、放心したように静かに瞳ひとみを地に落としていく。

　その伏せられた睫毛の下にある感情を知るのは胸が痛んだが、それでも、こうやって一つずつ向き合っていかなければいけないのだと、守里はいっそう力を込めて、掌てのひらの中にある都筑の服を握り締しめた。










「ありがとう……来てくれて」

　澄すみきった冬の夜空に浮かぶ白い月の光が、一つに重なる二人の影かげを、道の真ん中に照らし出していた。

「だから、お前は無自覚に他人を誘さそってるって言ったんだよ」

　溜ため息いき混じりの口調で答えた都筑に、小さく唇くちびるを窄すぼませる。

　けれど今は反論もないので、守里は大人しく都筑の背中におぶさったまま、その大きな背中に頰ほおを寄せるだけにとどめた。

　暴れた際にぶつけた足が痛んで、歩くたびによろめく守里を見てじれったくなったのか、都筑が背中を貸してくれた。

　口では、「恥ずかしいからいい」と拒こばんだが、本心では都筑が再び自分に気き遣づかいをみせてくれたことが、泣きそうになるくらい嬉うれしかった。

「来てくれるなんて思わなかったから、びっくりした……」

　都筑が一度身を揺すって、守里を背負い直す。

「立て込んでてすぐには出られなかったけど、藤嶋から着信が入ってるのに気づいたときは、本気で心臓が止まるかと思った」

　ぽつりと都筑が呟いた。

「……それに、メールもな。しかも藤嶋のほうから『話したいことがある』とかってさ。…悪い内容かもしれないって考えたけど、やっぱりなんか…嬉しかった」

　守里が素す直なおに都筑に身をあずけているせいか、前を向いて語る都筑の声もどこか穏おだやかで、優しく耳に馴な染じむ響きをしていた。

「ギリまで会社にいるって書いてあったからさ、もう帰ってるかもって思ったけど、とにかく直接会いたくて、気づいたらそっちに向かってた。遠目からも会社が消灯されてるの見えたから、遅おそかったかって落らく胆たんしたけど、電話したらなんか近くで着信音するしな。そのうち藤嶋の声が聞こえてきて…。まぁ、見つけたら───えらいことになってたけど」

　最後は険悪な響きで呟かれて、守里はうっと声を詰まらせて「ごめん…」と呟いた。

「でも──まぁ、無事だったからな。お前の本音も聞かせてもらえたし」

　都筑がふっと笑ったような、少しだけ和なごんだ緩ゆるい息をついた。

「……あれ、めちゃくちゃ嬉しかった」

　ああ…、と守里は薄く顔を赤らめて、睫毛を伏せた。

　────駄目なんだ……都筑じゃないと。

　あのときは感情が昂たかぶっていたせいで、考えている余裕がなかったが、冷静になって振り返ってみると、なんて大だい胆たんな告白をしてしまったのだろうと、急に恥ずかしくなってきた。

「俺じゃないと駄目……か」

　ふっとあからさまににやけて笑った都筑の背中を、非難めいて一つ叩たたいた。

　守里は切なさを押し隠かくすように、その首元に顔を埋うずめた。

「電話に出てくれなかったとき、不安だった。都筑はもう、おれのことなんてどうでも良くなったのかもしれないって……」

「なんだよ、それ。それはこっちの台詞せりふだろ。…って言っても、俺の場合は実際昔から嫌きらわれてたみたいだけど」

「だから、それは…っ」

　さっと身を起こすと、「動くなよ」と気だるく諫いさめられた。守里が渋しぶ々しぶと都筑の首に腕を巻き直すと、また大事そうに背負い直された。

「……というか、単純にショックだったんだろうな。俺って昔からお前に困った顔しかさせてないよな…って思ったら」

　どこか遠くを見つめるような眼差しをした都筑に、守里はその瞳が何を映しているのか、なんとなくだが分かったような気がした。

　きゅっと、都筑に回した腕に力を込める。

　共通した思い出なんて、きっとほとんど残っていないだろうけれど、急に守里は今度二人で母校を訪ねてみたくなった。

　同じ教室で、同じ時間を過ごした。本当にたったそれだけのことだったけれど、今はその時間が妙みように懐なつかしくて、愛いとおしく思えた。

　守里は一定の心ここ地ち良い振しん動どうに揺ゆられながら、都筑の背中にそっと額を擦こすり寄せた。

「でも、おれ、本当は昔だって、都筑とこんなふうに話したかったよ……」

　あの頃ころは都筑の考えていることが理解できなくて、嫌われているのだと思えば怖くなって、不安な現実から逃にげるだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　本当はすごく切なかったと、密ひそかに抱いだいていた気持ちを吐と露ろすると、都筑は深くて長い息を吐はき出した。

「あの頃からすれ違ちがってばっかりだったんだなぁ……」

　しみじみと言った都筑に、守里も頷うなずく。

（でも──…）

　今はやり直せない過去を悔くいるよりも、現在の自分たちが進むべき先を見つめたい。

　守里は、そっと躊躇ためらいがちに口を開いた。

「あのさ…他ほかの整体院に、一度だけ行ったんだ。……都筑とケンカしてるときに」

「うん？」

　突とつ然ぜん切り出した守里に、僅わずかに都筑が振ふり返った。

「…でもさ、全然気持ち良くならなかった。身体からだは確かに楽になったんだけど、心がずっと沈しずんだままで…。都筑のときはこんなことなかったのにって……そう思った」

　違う整体院に行ったなどと言えば怒おこるだろうかと緊きん張ちようしたが、前を向いたまま黙だまって守里の話を聞いている都筑は、何も言わなかった。

　切ない気持ちがどっと込み上げてきて、息が詰つまりそうになる。

　守里は更さらに強く、都筑の背中にしがみついた。

「都筑はずっと、おれの心もほぐしてくれてたんだよね。そういうの、全然分かってなくて、ケンカして、もう会えないかもしれないって思って、つらくて──それでようやく……」

　一番伝えたかった言葉を前に胸がいっぱいになりすぎて、それ以上は言葉にならなかった。

「なぁ…藤嶋」

「……？」

　感情が昂ったせいで潤うるんできた瞳を密かに拭ぬぐって、都筑を見み遣やった。

「好きだ」

「つ、都筑っ……」

　真しん剣けんな響ひびきでそう言った都筑に、まばたきを忘れる。

　頑かたくなに前を向いている都筑の耳がほんのりと赤く染まっていた。寒いからなのか、それとも単に照れているだけなのか、できれば後者であって欲しいと願いながら、守里はぺったりとその背中に凭もたれかかった。　>>>♥

「……なんだよ、おれが言おうと思ってたのに」

　拗すねるように言いながら、けれど自然に甘えた響きになってしまう文句に、都筑が嬉しそうに笑った。

　つられて守里も声を揃そろえて笑う。

「やっと相思相愛だな。……お前の『話したいこと』ってこのことで良かったんだよな？」

　嬉しそうに顔を綻ほころばせている都筑の横顔を見て、とくんと一つ胸に優やさしい音が鳴った。

「……都筑」

「うん？」

「こっち向いて」

「なんだよ？」

　疑いもせずに言われた通り振り返ってきた都筑の頰を、守里はすかさず両手で捉とらえた。

　そして、そのまま無防備な唇に、自分のそれを押し当てる。

「なっ…───」

　唇を離はなすと、突然のことに殊ことのほかうろたえている都筑がそこにはいた。

　そんな姿が小気味良くて、守里はしてやったりと笑ってみせた。

「『話したいこと』なんてない。───ただこうして欲しかっただけ」

「……なんだよ。ほんと困った奴やつだな……」

　そんなことを至し極ごく幸せそうに微笑ほほえんで言いながら、もう一度都筑が唇くちびるを寄せてくる。

　応えるように自分の唇を重ねながら、啄ついばむようなキスを繰くり返して、先ほどよりも優しくて長めの甘い口づけに、守里はうっとりと夢中になった───。
















「なんか…またここに来られるなんて思ってなかったから、ちょっと感動……かも」

　中に入ると、以前と変わらない都筑の部屋の香かおりが鼻び孔こうをくすぐった。

　閉まりきらないドアの隙すき間まから差し込む光だけが唯ゆい一いつの明かりである、電気のついていない薄うす暗ぐらい玄げん関かんに立ち尽つくして、守里はぽつりと呟つぶやいた。

「なんだよ、それ……」

　背後から回ってきた都筑の両りよう腕うでが守里を引き寄せるのと、玄関のドアが閉まる音がしたのはほぼ同時だった。

「───どうせ、これから何度も来るようになる」

「うん…。…ん、ぁ…」

　首筋を吸い、そこを辿たどるように上に向かって這はっていった都筑の唇が、守里の耳じ朶だを歯を立てずに優しく食はんだ。

　鼻に掛かかるような甘ったるい吐と息いきをつきながら、くすぐったくて小さく身じろぐ。

「つづ、き…玄関…。ここじゃ、嫌だ……」

「───それは誘さそってるってことか？」

　自分だってその気でいたくせに、余さず言わせたいとは本当にどこまでも意地悪な男だ。

　暗くら闇やみの中で相手の顔さえ満足に確かく認にんすることができなかったが、僅かに振り返ったそこにあった熱っぽい瞳ひとみだけは知ることができた。

「中で……」

　素す直なおに答えると、耳元で都筑がふっと笑えみ混じりの吐息を漏もらした。

「藤嶋、可愛かわいい」

「………バカ」

　くつくつと喉のどの奥で笑った都筑に導かれ、鞄かばんを玄関に落とすように手放して部屋に入った。

　そのまま柔やわらかさに覚えのあるベッドに、折り重なるようにして倒れ込む。

「…ん…ふ、…んっ……」

　くちゅくちゅと唾だ液えきを捏こねる濡ぬれた音を立てながら、向き合った都筑の首に腕うでを回して口づけを交かわす。舌先を咥こう内ないで絡からませ合って、幾いく度ども唇を啄ばみ合った。

　コートの前を広げて、スーツが皺しわになるのも構わず、キスすることに溺おぼれながらお互たがいの着衣を乱していった。

　着ていたワイシャツのボタンを全すべて外されて、脱ぬがされたそれがベッドの下に落とされる。

　やがて、銀色の糸を引いた舌先が離れていく。都筑がふっと微かすかな笑みを浮うかべた。

「───すごいやらしい顔してる」

「そんな、こと……」

　カーテンの隙間から差し込む外の光が、ぼんやりとその場を照らし出している。

　そこに浮かぶ都筑の逞たくましい裸ら体たいと、自分を見下ろす際限なく甘い瞳に、胸がきゅっと甘く窄すぼんだ。

「それと、藤嶋の舌、なんか甘い味がする」

　唇も…と付け足して、もう一度確かめるように、緩ゆるく舌が絡んできた。

「んっ…、ケーキ、食べた……」

「ケーキ？」

「会社の、クリスマスケーキ……」

　そう口にしている途と中ちゆうにもかかわらず、濡れた唇を都筑が親指の腹で荒あらく拭ってきた。

　そのまま唇を割って口こう腔こう内に押し入ってきた、やや太さのあるそれに舌を巻きつけ、軽く歯先を立てて吸いついた。

「───俺、今年のクリスマスはお前と過ごしたかったのにな。仕事あるし、結局どこにも行けなかっただろうけど、せめて藤嶋と二人で一いつ緒しよにいたかった」

　守里に親指をしゃぶらせたまま、残念そうに都筑が呟つぶやく。守里はついっと睫まつ毛げを伏ふせた。

「ま…でも年明けは一緒に過ごそう。それで、元がん旦たんは一緒に初はつ詣もうでとか行きたいよな」

　近い未来を想像して笑う都筑が、指の腹で優しく舌を撫なでてくる。

　そのうちうっかり、都筑の指から別のものを連想してしまって、一気に身体からだに熱が巡めぐっていった。

「つづき……」

　親指を離して、ねだるように名前を呼ぶ。

「……藤嶋」

　微笑んだ都筑が、大きな手で柔らかく髪かみを梳すいてきた。

　守里は都筑の頰ほおに両手を伸のばして、そっと包み込む。

　何度もその輪りん郭かくを確かめるように撫で摩さすりながら、指先でその唇に触ふれる。

「都筑の唇は冷たい……」

「…そう？」

　小さく頷うなずくと、都筑が少しだけ悪戯いたずらめいた光を宿した瞳を細めて笑った。

「────どうしよう？」

　僅わずかに匂におわされる官能に、守里は都筑の背中にゆっくりと両腕を回して抱だき締しめ返しながら、その意地悪な唇にキスを捧ささげた。

「おれが…あたためてあげる」

　都筑が破顔する。

「……じゃあ一緒に温まろうな」

　そうやって幸せそうに言った都筑がずるりと少し身を下方に滑すべらせて、守里の内うち腿ももに手をかけると、やがて左右に脚あしを割り広げてきた。

「ぁっ…」

　恥はずかしい部位を全部曝さらけ出させる格好を強要され、守里は羞しゆう恥ちにふるふると首を振ふる。

　脚の間に都筑の身体があるせいで、閉じることは敵かなわなかった。

「都筑…恥ずかしい…っ」

「可愛いよ、藤嶋」

　ちろりと覗のぞいた赤い舌で唇を舐なめる姿があまりに扇せん情じよう的すぎて、赤面した。

　それから、隠かくしようもなく晒さらされた劣れつ情じようを、ゆっくりと都筑の掌てのひらが包み込んでくる。

　淫いん靡びな水音を立てながら上下に扱しごかれて、時折爪つめの先でくじるように先せん端たんを弄いじられた。

　その途と方ほうもない刺し激げきを受けて守里は生理的に零こぼれてくる涙なみだを飛ばして、甲かん高だかい嬌きよう声せいを上げた。

「あ、あああ、ああ…っ、や…だ…ぁ……っ」

　頭がおかしくなりそうな甘い疼うずきが身体の中心で燻くすぶりはじめている。叫さけび出したいようなもどかしさを堪こらえるように、脚の間に割り込んでいる都筑の身体を太ふと腿ももで締めつけた。

「嫌いや？　本当に？　でももう、ここからやらしいのがいっぱい出てきてるけど？」

「あ…で、でも…っ、…ぁ、あんっ…」

　再び先端の窄まりを弄くられて、守里はその脳天を突つき抜ぬける刺激に爪つま先さきをきつく丸める。

「ほら…自分で見てみろよ、藤嶋」

　守里に状態を悟さとらせようと、わざと折り重なっていた身体を起こした都筑は、その手の中で蜜みつを垂らして震ふるえている屹きつ立りつを見せつけてくる。

「あ…ぅっ、そんな…の…いわない…でよ……っ」

「なんで？　こんなふうに少し触さわられただけでいっぱい濡らしてるのが恥ずかしい？」

「ンあっ、ああッあ…っ…、いじ、わる…ッ…─────」

　責めるように、涙でぼやけた瞳を歪ゆがめて睨にらみつける。

　摑つかんだ肩かたにわざと爪を立ててやると、反して都筑は幸せそうな笑みを浮かべた。

「ご機き嫌げん斜ななめだな。お気に召めさなかったのか？　それとも、藤嶋はこっちを弄ってもらうほうがお好みだった？」

「…ンはぁ…っ」

　まるで労いたわりの言葉でもかけているように優やさしく囁ささやいて、都筑が守里の細ほそ腰ごしに添そえていた手を胸まで滑らせてきた。

　そのくすぐったい愛あい撫ぶに、守里は思わず喉を詰つめる。鼻から抜けるような溜ため息いきがやけに高い声で上がった。そんな守里の反応を見て、都筑が揶や揄ゆめいて笑った。

「……敏びん感かん」

「ん、や…っ」

　片方の突とつ起きを指の腹で潰つぶしながら転がされて、もう一方に吸いついて舌を這はわされる。

　淡あわい薄うす紅べに色いろをした胸の突起の先を舐められて、びりびりと駆かけ抜けていく刺激に、守里は背中を波打たせた。

「ぁンっ、ぁ、都筑…ぃ……！」

　クリームを舐め取るような仕草で舌先を動かされ、時折歯を立てられる。情じよう欲よくを煽あおるような手つきで赤い実をつけたそこを弾はじかれると、自然と守里の薄うすい胸は反り上がった。

「あああっ……」

「…前に触れたときから、夢の中ではもう何度こうやってお前を抱だいたか分からないな」

　行き場を見失ってシーツを搔かく守里の手を取って、都筑は自分の首に回させる。

　守里の胸に頰を寄せた都筑が、ほっと深い息をついたのが分かった。

「でも、こうやって本物のお前を抱き締める瞬しゆん間かんにはやっぱり敵かなわないんだよな……」

「…都筑──ゃっ、あぁン……ッ」

　突とつ然ぜん伸のび上がるように身を起こした都筑が、にやりと笑う。

　守里の瞳を覗き込むように視線を合わせて、こつりと額同士をぶつけてきた。

「───分かる？　ここ、もうすごいことになってる」

　そう密ひそやかに囁いて、都筑が守里のこめかみに一つキスを落としてくる。

　いつの間にか伸ばされた都筑の手が、再び守里の下か肢しを摑んでいる。

　溢あふれ出すものを手に取るように、勃たち上がる守里の劣情を扱いた都筑は、おもむろに後ろへと手を回して、後孔こうこうの窄まりを指先で触れてきた。

「あ…ゃ、そ、こ…っ」

「ひくひくしてる。もしかして、もう挿いれて欲しいって期待してるのか？」

　そんな恥ずかしい問いかけに、守里は違ちがうと首を振る。

　慎つつましやかな息いき遣づかいを示す秘所に、都筑が掌の蜜を塗ぬり込こんでくる。その感覚に身を捩よじりながら、守里は潜もぐり込んできた中指に、足の爪先を引きつらせた。

「ふあ……あっ、あ、ああ…」

　指の本数を増やされる頃ころ、内ない壁へきを擦こすり上げられる違い和わ感かんに快感のほうが勝まさりはじめているのが分かった。

　巧たくみな抜き差しが繰くり返され、自分の粘ねん膜まくが都筑の指に収縮して絡からみついていくのを感じた。

　そのとき、唐とう突とつに都筑の指先が奥の敏感な一点を探し当てた。

「あ、はンっ…や、そこはっ……！」

　目の前にチカチカと白い火花が散り、途方もない射精感に襲おそわれた。身体が魚のように跳はね上がり、口からは際限なく甘えた嬌声が溢れ出てきた。

「ここに欲しいのか？」

「あっ、あっあっ…ひぁ……！」

　何度も同じ弱点を押し上げられて、守里は淫みだらに腰こしを揺らめかしながら、首を横に振る。

「ゃ…だっ…、も…そこ、触んない…でっ……」

　自分の前でちろちろと蜜を零こぼしながら、切なげに震えている屹立があまりにも恥ずかしくて、涙が浮うかんできた。

「中がすごいうねってる。……そういえば藤嶋って、前ぜん立りつ腺せんを突つかれるよりも、奥に挿れてやったほうが感じてたよな？」

「ひ、あっ！　や…っ、やぁ…ッそれぇ…っ」

　そんな覚えてもいない前のことを引き出されて、否定したいのにまともな言葉を紡つむぐ余よ裕ゆうも与あたえられないまま、ぐにぐにと奥を突いてくる指先に自然と腰を揺ゆらしていた。

　都筑の手に自分のものを押しつけてしまう形になり、まるで自分から誘さそっているみたいな格好に守里は泣きたくなった。

「やっぱりお前の身体やらしすぎだ。この前の一回でもうこうやっておねだりの仕方覚えてんだから」

　内側の状態を指で確かめるように奥を搔き回されて、守里はぱたぱたと首を振り乱みだした。

「ち、がぁ……」

「何が、どう違うんだよ？」

　くすりと淡く笑った都筑に柔やわらかく抱だき締しめられて、守里もその汗あせばんだ背中に腕うでを回して抱きついた。

　あくあくと喘あえぎながら、守里は縋すがるように都筑の背中に手を滑らせた。

「都筑と一いつ緒しよに…気持ち良くなりたいだけ……」

　繫つながることで共に高みに昇のぼれることを思い出して、そっと囁く。

「都筑と、一つになりたい…だけ────」

「ああ、もう……」

　悩なやましげに声を漏もらした都筑がその場に膝ひざ立だつと、守里の腰をぐっと引き寄せてきた。

　それから自分のものとはまるで違う猛たけ々だけしい雄おすを見せつけるように手にされる。

　それを目にした瞬間、守里は喉のどを上下させた。

　こんなに大きいものが以前自分の中に収まっていたのだと思うと、にわかには信じられなかった。けれど、身体からだが覚えている途方もない快感を思い出すと、下肢がじゅんと濡ぬれてきて、守里はいつの間にか、自分から求めるようにおもむろに足を開いていた。

「───守里…」

「……ぇ…？」

　突とつ然ぜん、下の名前で呼ばれて、守里は目を瞠みはった。

　そっと静かに伏ふせられた瞳ひとみに自分が映っているのを確かく認にんして、呆ぼう然ぜんとする。熱っぽく濡れたその眼まな差ざしに見み惚とれていると、頰ほおにかかった髪かみを優しく耳に掛かけられた。

「もうずっと…こんなふうに、お前を感じたいって思ってた」

「……」

「愛してるよ」

　確かめる言葉が、熱い。

　そっと奥の窄すぼまりに、都筑の切っ先があてがわれた。ゆっくりと潜り込んでくるその灼しやく熱ねつの楔くさびに、守里は涙なみだを弾はじけさせて仰のけ反った。

「ぅ……あ、ああ……っ」

　中を抉えぐりながら侵しん入にゆうする、その熱さと硬かたさに眼まな裏うらが真っ赤に染め上げられる。無意識に都筑の肩に爪つめを立て、無理に押し広げられる痛みに耐たえた。

「あ…あっ───」

　ようやく繫がれた場所にどくどくと強い脈動を感じる。

　痛みを超こえた一つになれる悦よろこびに、守里は涙を溢れさせた。

　嬉うれしくて、幸せで、すごくすごく愛いとおしかった。

　色いろ香かをふんだんに撒まき散らすしなやかで逞たくましい胸に頰を寄せると、微かすかに汗の香かおりがする。

　それが、今は温かい。

「守里…守里、大だい丈じよう夫ぶか───？」

「ん、ん…だいじょ…ぶ……」

　小さく首しゆ肯こうした都筑が、守里の大だい腿たい部ぶを抱かかえ上げる。

　やがて、リズムをつけて腰を突つき入れ、緩ゆるやかな抽ちゆう挿そうを送ってくる。

「あん、はっ、あ、ア…はぁあっ…あんっ」

　都筑の指が痛みで萎なえかかった守里の前を握にぎり込み、蜜みつ口から溢れる淫いん液えきを広げて、上下に扱しごき上げてきた。　>>>♥

「んっ、はぁ…、ん、き、きもち…い…」

「そっか…よかったな───」

　安あん堵どの笑えみを零した都筑が、軽く回転を加えながら、続けざまに奥の弱点を穿うがってくる。

「つ…都筑は…？　イイ…？」

　守里が微かな息で尋たずねると、都筑がほころぶように微笑ほほえんだ。熱い身体で守里に覆おおい被かぶさると、最奥まで激しく腰を突き入れてきた。

「ああ…、すごくいい……」

「ああ！　ああ……っ、あっ、あっ…！」

　頭の中を甘美な熱が侵しん食しよくして、何もかもをどろどろに溶とかしていく。

　守里はきゅっと、汗ばむ都筑の肩かたに手を添そえた。

「ね…都筑、も、…もう、達いきたい……」

　一緒に…と懇こん願がんすると、都筑が苦く笑しようじみて小さく口くち端はしを引いた。

　くしゃりと守里の髪を梳すいて、「じゃあ…」と耳元で低音の囁ささやきを落としてくる。

「俺の下の名前呼んで。そしたら、達かせてあげるから」

「…っ」

　焦じらすように中で動く熱に、か細い吐と息いきを漏らす。

　都筑の下の名前。───思わず言葉に詰つまると、その間が妙みようなハードルを生んで、守里は頰を染めた。そんな守里の反応さえも楽しいというふうに都筑は呼ばれるのを待っている。

　そっと、伏し目がちに唇くちびるを動かす。手を置いた都筑の肩に、少しだけ爪を立てた。

「諒…也、もう意地悪しないで……」

　呟つぶやくと、都筑が幸せそうに相そう好ごうを崩くずした。

「愛してる……守里」

　その掠かすれた囁きが守里の耳に届くとき、欲しい場所まで届いた熱が、守里の意識を粉々に砕くだき去っていった。

　触れ合っているところ全てから伝わる甘やかな想おもいに、守里は幸せを嚙かみ締めながら何度も頷うなずいた。

「ああっ、ああっ、りょうや、りょう…やぁ…っ……」

「守里っ…」

「ん、ああっ、あああああっ……！」

　想いが綺き麗れいに重なる瞬しゆん間かんに迎むかえた絶頂に、守里はひたすら声を上げ、都筑の逞しい首にしがみついた。

　それからほぼ同時に、体内で都筑が弾ける。滲にじみ出す熱が、脳天を突き抜ぬける快感が、これこそ確かな愛情なのだと味わうように、守里は腕の中の温ぬくもりを抱き締めて微笑んだのだった。










「んぅ～～～…」

　一晩に渡わたる無む茶ちやのせいで、みしみしと痛む腰にかけられた絶ぜつ妙みような圧力に、守里は重たい息を漏らした。

　翌日の昼過ぎまでは、だらだらと都筑とベッドの中で情事後のまどろみを楽しんでいたのだが、日も傾かたむきかけてきた頃ころ、いい加減起きて風呂ふろなり食事なり行動しようということになったとき、守里の身体はものの見事に動かなくなっていた。

　そういうわけで、結局は風呂も食事も都筑に世話してもらい、おまけに自宅整体というアフターケアつきで至いたれり尽つくせりの休日を過ごすことになっていた。

　気持ちが良すぎる都筑の掌てのひらの感かん触しよくに、「やっぱりこれしかない」と息を吐はき出しながら、頭の片かた隅すみで「なんて便利すぎる恋こい人びとなんだ……」とほんの少しだけ思ってしまったことは内ない緒しよだ。

　元を正せば、都筑がいなければこんなことにもなっていないわけなのだから。

「んー…っ、キモチー……」

「……しかし、お前。二週間空けただけで見事に元の状態に戻もどしてきたな。ようやく最近正常なクセがつき始めてきたと思ってたのに……」

　どこか気落ちしたような声に「ほら見ろ、ガチガチだ…」と呟かれたが、今はゴキリと骨を鳴らされる音にも慣れたものだ。

「だって、ずっと忙いそがしかったし。でも…一応、その間に一回施せ術じゆつ受けに行ったんだけどな……」

　その事実は昨日聞いて知っている都筑だが、落ち着いて考えるとやはり少し複雑だったようで、「これからは俺以外の施術は受けるなよ」と忠告された。

　これも愛されている証しよう拠こなのかな、とうっかり考えてしまうあたり、自分も大たい概がいだと思う。

「でもさ、別に他ほかの人にやってもらっても、都筑のときみたいに反応したりしなかったよ。というか、なんで都筑のときはあんなふうになったんだろう？」

　問いかけるように都筑を見上げると、都筑は「なんでだろうな」とさりげなさを装いながら、全く装いきれていない目の動きで宙を仰あおぎ見た。

「やっぱり、なんだかんだ、おれが都筑のこと意識してたからなのかな？」

「……ああ、そうじゃないか。そういうことにしとけよ。平和だから」

「え？　何？」

「なんでもない。ちょっとそういうツボを刺し激げきしてみたとか、好きな子のやらしい姿が見たかったとか、既き成せい口実を作りたかったとか、そんなやましい気持ちなんてあるわけないから」

「？」

　最も早はやどこに向かって何を話しているのか分からない都筑に、怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめる。

「…あ！　ていうか！」

「わっ…なんだよ？」

　そこで不意に思い出したことを訴えるべく、都筑の手を振ふり払って守里はばっと身を起こした──が、直後に走った凄すさまじい腰こしの痛みにそのまま四つん這ばいにへたり込んだ。

「何やってるんだよ。大人しく寝ねとけって」

　嘆たん息そくした都筑を、悔くやし紛まぎれに目だけで睨にらみつける。

「～～～っ…、都筑…施術で脱ぬぐって言ってたの噓うそだっただろ。もう、ほんと最悪！　もう少しで他の整体院で恥はじかくところだったんだぞ！」

　そう詰なじると、一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をした都筑が途と端たんに笑い出した。

「なんだ、そっちはばれてるのか」

「なんだじゃない！　ていうか、『そっちは』ってなんだよ！」

　悪びれもせず相好を崩す相手に唇を尖とがらせると、そこに軽いキスを落とされた。

「いやいや、ホントごめん。悪かったよ」

「───っ!!」

　そう言って笑う、絶対に悪いだなんて思ってはいないだろう男を恨うらみがましく睨ねめつけて、守里はふっと口元を綻ほころばせた。

「許さない。ちゃんとおれの機嫌取ってよ！」

　そうやって守里は、甘い甘いキスをねだるべく、意地悪でどうしようもなく愛いとしい男へと腕うでを伸のばして、にっこりと微笑んだ。
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「うわぁ…っ、ねぇ都つ筑づき！　屋台！　屋台出てるよ、この神社！」

　数日前。高校時代からの長い片かた想おもいを終えて、晴れて自分の恋人になった藤ふじ嶋しま守まも里りが、急にその大きな二ふた重えの瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせて声を上げた。

「おい、藤嶋。あんまりはしゃいでこけるなよ───って、聞こえてないか」

　石造りの鳥居をくぐってすぐ。表参道にずらりと並んだ屋台の群れを見るなり駆かけ出した背中に諒りよう也やは声を掛かけたが、肝かん心じんの目標には全く届いていないようだった。

　先ほどまで隣となりで目をしょぼつかせて、今にも立ったまま寝そうになっていたくせに、好きなものを見つけた途端に元気を取り戻すなんて、まるで子供と同じだと、諒也は肩かたをすくませた。

　ぽつりぽつりと星が残っている薄うす暗ぐらい空を見上げながら、ふわぁ…と大きなあくびをする。

　まだ夜も明けきれていない元がん旦たんの早朝だ。

　一いつ緒しよに大おお晦日みそかと元旦を過ごそうと約束をして、昨夜から自分の家を訪おとずれていた藤嶋が、テレビの年とし越こしカウントダウンを見ている最中に、唐とう突とつに「初日の出が見たい」と言い出したのだ。

　初はつ詣もうでに行く予定にしていた神社が少し高台にあったことを思い出して、そこからなら良く見えるかもしれないと教えると、藤嶋に期待を込めた眼まな差ざしを向けられた。

　行くか？　と尋たずねると二つ返事で頷うなずかれ、日の出の時間が分からないから早く出ることになるかもしれないと言うと「それでもいい」と嬉うれしそうに微笑ほほえまれた。

　実際のところ、諒也は初日の出にも初詣にも、それ自体にはそれほど興味はなかった。

　藤嶋と出で掛かけたくて成り行きで口にしたことだったが、一いつ睡すいもしないと意気込んでいる藤嶋を見ていると、こちらまで初日の出を見ることが楽しみになっていた。

（こういうのも、デートっていうんだろうか……）

　今までまともに外で会ったこともなく、つい最近まで遊びに行くような関係でもなかった。

　それならば、つき合ってはじめて目的を持って出掛けるこれは、いわゆるそういうものにあたるのではないだろうか。

　つまり、これが自分と藤嶋の初デートということになる。

　そんなふうに意識してしまうと、柄にもなく緊きん張ちようしてきた。

　ずっと避さけられ続け、報むくわれない片想いなのだと思い続けてきた相手と、こんなふうに一緒に出掛けるまでの仲になったのだと考えると、言葉にしがたい感動があった。

　なんとなく心の奥がくすぐったくて、諒也は首に巻いていた黒地のマフラーを引き上げて、自然に綻んでくる口元を隠かくすように埋うずめた。

　そのときちょうど、前方から藤嶋が駆け戻ってくる。

「なんか人はいるんだけど開いてなかった。今は準備中なんだって」

「そりゃ昨日は大晦日だったからな。ようやく賑にぎわっていた客が帰って一息ついてたんだろ」

　残念そうに尖っている唇くちびるに苦く笑しようして、諒也は軽くその頭を撫なでた。

「そう落ち込むなよ。こっちの用事が済んで帰る頃ころには、また屋台も開く準備が整ってる」

　寄っていた眉まゆ根ねが期待にほどけるのを見て、単純なやつだと可笑おかしくなる。

「とりあえずお参りして、初日の出見るんだろ？」

　初日の出、と聞くと目に見えて分かるほど、藤嶋の瞳が輝き出した。

「…行くか」

　促うながして、敷しき詰つめられた玉たま砂じや利りを蹴けって歩き出す。

　藤嶋の小さくほころんだ赤い頰ほおを見て、「ほんと、可愛かわいいやつ…」と思わず手を伸ばしそうになった自分を自じ嘲ちようして、諒也は眉まゆ尻じりを下げて俯うつむいた。

　境けい内だいに入ると、中は意外にも人が多くひしめいていて、焚たき火びやおみくじの前は特に賑わいを見せていた。

　御多分に漏もれず藤嶋もおみくじのところでしばらく足を止めていたが、とりあえず参拝を済ませてからにしたらどうだと提案して、なんとか手水ちようず舎やのほうへと連れてきた。

「…冷たっ」

　藤嶋は、柄ひ杓しやくで掬すくった冷水を手に浴びせるたびにきつく目をつぶった。

　なんとかそそぎ終えたらしい真っ赤な両手を擦さすり合わせながら、歯の根が合わずがたがたと震ふるえている姿に苦笑する。

「大だい丈じよう夫ぶか？　藤嶋」

「うう、無理！　寒い！　めちゃくちゃ冷たかった！」

　声を張った藤嶋に、不意に家で一緒に寝ているときの藤嶋が、よく冷ひえ性しようだと言って、ひとの脇わきに指先を挟はさみ込もうとして困らせてくることを思い出した。

　擦すり寄ってくる姿は本当に可愛いが、あれだけはどうしてもくすぐったくて応こたえられない。

「藤嶋」

　呼びかけると、カクカクとしたロボットのような動きで振り返った藤嶋がこちらを見た。

　諒也は自分の首からマフラーを外して、大きく宙で広げた。

「都筑…？」

　きょとんとしている藤嶋の首元を隙すき間まなく自分のマフラーを巻きつけて覆おおう。

「お前、なんでコートしか着てきてないんだよ。冷えるから温かくして出ろよって、俺言っただろ。お前のマフラーどこ行ったんだよ。昨日つけて来てたよな？」

「都筑の家に忘れてきちゃった」

「……」

　あははと笑う藤嶋に、笑い事じゃないと眉根を寄せる。肝心なところがなっていないというか、相変わらず抜ぬけているというか……。

　やれやれと肩をすくめて、諒也は両手を差し出した。

「ほら、手」

「え？…い、いいよ、別にそこまで寒いってわけじゃないから。というかマフラーも悪いからいらないよ。都筑が寒くなっちゃうじゃん……」

　藤嶋が左右に首を振ふって、さっと両手を後ろに隠す。

　それを見み咎とがめて、諒也はついと目を眇すがめた。

　はっきり言って、紫むらさき色いろの唇で何を言われようが全く説得力がないのだ。

「お前を見てるほうが寒いんだよ。そんな台詞せりふ吐はくくらいなら、頼たのむから忘れてくるなよな」

　ほら出せ、いいから出せ、と背中に回された両手を引っぱり出して、掌てのひらの間にコートのポケットから取り出した使い捨てカイロを握にぎり込ませる。

　上から両手で包み込んで揉もんでいると、次し第だいに氷のようだった藤嶋の手がほぐれてきた。

「もう大丈夫だよな？　それ握ってていいから───…って、藤嶋？」

　いつの間にか目の前でかたく息を詰めて俯いている藤嶋に眉まゆを顰ひそめる。

　覗のぞき込むように身を屈かがめると、藤嶋がびくりと肩を揺ゆらして顔を持ち上げた。

　その顔がやたらと赤い。おろおろと戸と惑まどったように揺れる瞳が、少しだけ潤うるんで見えた。

「……藤嶋？」

「え…あ。な、なんでも！　それより、お参りしに行くんだよね？　拝はい殿でん向こうだよ！」

「あ、おいっ…」

　鈴すずの音が鳴り響ひびく、境内でも一ひと際きわ大きな社しや殿でんを指差した藤嶋が、急に身を翻ひるがえす。

　呼び止める間もなく遠ざかっていく背中に目を眇めた。

「……なんなんだよ」

　玉砂利の上をぎこちない足取りで先へ先へと進んでいく背中を見つめながら、襟えり首くびを搔かく。

　あれではまるで、理由をつけて逃にげられたみたいではないか。

「────俺、何か気に障さわることしたか？」

　だから、拝殿の前で尋ねてみたのだが、賽さい銭せんを投げ終えた藤嶋は、きょとんとした顔でこちらを仰あおいできただけだった。

「え？　何が？」

　こちらを意識する素そ振ぶりを見せながら、ゆっくりと浅い二礼をする。

「どうしたの。おれはどうもしないけど…何かあったの？」

　顔を上げて苦笑気味に小首を傾かしげた藤嶋に、言葉を詰まらせる。

　不思議そうにまばたいて前に向き直った藤嶋は、軽快に手を打って、緩ゆるやかに目ま蓋ぶたを伏ふせた。

　熱心に祈いのりはじめた頭を見下ろしながら、胸で小さな息をつく。

（気のせいか……）

　少しだけ。考えたくはないが、少しだけ、随ずい分ぶんと昔に味わった『避けられている』空気を感じた気がしたのだが───。

　諒也も社殿に向き合うと、そっと目を閉じて、静かに祈った。

（来年も藤嶋と一いつ緒しよにここに来られますように）

　顔を上げると、先に参拝を終えていた藤嶋が、じっとこちらを見つめてきていた。

「どうした？」

「…ううん。おみくじ引きに行かない？」

　緩く小首を振って笑った藤嶋が、おみくじや御お守まもりが置いてある授じゆ与よ所のほうを指差した。

　ほろりと綻ほころんだその顔に気持ちが和なごんで、思わず手を伸のばす。

「藤嶋…」

「あ！　向こうで甘酒配ってる！　おれちょっともらいに行ってくるねっ」

　まるでタイミングを計ったかのような身のこなしで、諒也が伸ばした腕うでの下をくぐり抜けて駆かけ出した藤嶋に、ひくりと口こう端たんを引きつらせる。空振りした手が虚むなしく宙を摑つかんでいた。

「何が『どうもしない』だよ……」

（─────めちゃくちゃ避けてるじゃないか！）










　炎えん々えんと燃え盛る焚火の脇を通りながら、諒也は『休きゆう憩けい処どころ』と看板の出ている境内の売店に飲み物を買いに来ていた。

　おみくじを引こうとしている藤嶋に、自分もどうかと尋たずねられたが、なんとなく気まずくてコーヒーを買ってくるとその場を離はなれてしまった。

　ホットの缶かんコーヒーを二つレジに置いて、小さく溜ため息いきをつく。

　確かめたわけではないし、なんとなくだが、今になって藤嶋は自分とつき合ったことを後こう悔かいしはじめているのではないかという気がした。

　つき合ってまだ数日だ。自分だって未いまだに藤嶋とつき合えたことを信じられなく思えることがある。だから、ただ疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているだけなのかもしれない。

　けれど、藤嶋はどうなのだろう。たとえばこんなふうに外に出て周囲を見たとき、何か思ったりはしないのだろうか。

　焚火の傍そばで、能天気にキャッキャッと騒さわいでいるカップルを尻しり目めに舌打ちした。

「ていうか俺、余よ裕ゆうなさすぎ……」

　星の影かげがなくなって、だいぶ白んできた空を見上げて、目を細めた。

　もう間もなく日の出がはじまる頃ころだろうか。新年早々、まさかこんな気持ちになるとは思ってもいなかったが、気分はすでに日の出どころではなかった。

「…あれ、藤嶋？」

　授与所に戻もどってきて、諒也は眉を顰ひそめた。藤嶋の姿が見当たらない。

　先ほどまでこの場所にいたはずだが、とおみくじを結びつける木の辺りに視線を巡らせる。

　まさか帰ったのだろうかと脳のう裏りに嫌いやな想像が走って、その場を移動しながら、もう一度周囲を見回してみた。

　そんなときだ。

（───ああ…）

　見つけた。

　おみくじとは反対側にある絵え馬まを掛かける場所に、その見慣れた後ろ姿はあった。

「何やってるんだ……？」

　背せ伸のびをして上へ上へと届く限りに腕を伸ばしている藤嶋に、声をかけそびれた。

　しばらくして、すとんと地に足を着けた横顔が満足げに綻ぶ。それから左右に目を配らせた藤嶋は、何事もなかったかのように再びおみくじのほうへと小走りに戻っていった。

「…？」

　何をしていたのだろうかと、藤嶋が戻っていった方向と絵馬掛けを見比べる。

　悪いとは思ったが、気になって、藤嶋が先ほど悪あく戦せん苦く闘とうしていた場所へと足を向けた。

　藤嶋の身長でかろうじて届いていた列にざっと目を走らせる。

　今年の干支えとが描かいてある木の額が並ぶ中に、ふと藤嶋の名前が目の端はしを掠かすめた。

「え……」

　そこに記されている願いに、諒也は目を見開いた。




【都筑と、ずっと一いつ緒しよにいられますように】




　書道のお手本のように整った字が、大きさを揃そろえて短い文章を綴つづっている。

「……藤嶋」

　急に胸の奥から何か温かな波が押し寄せてきて、唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　自分勝手に決めつけて、らしくもなくひとりよがりに落ち込んでいた自分が可笑おかしかった。

　愛いとしさが溢あふれ出してくる。今すぐにあの温ぬくもりを腕の中に閉じ込めたかった。

　ずっと大切にしたいと思っていた相手が、自分と同じ未来を見てくれていることがこんなに嬉うれしいことだとは思わなかった。

　踵きびすを返して藤嶋が待っている場所へと戻る。手持ち無ぶ沙さ汰たな顔で焚たき火びを背にして待っていた藤嶋が、諒也の姿を見つけるとほっとした顔ですぐに駆け寄ってきた。

「都筑！　どこまでコーヒー買いに行ってたんだよ！」

「ああ…悪い」

　抱だき締めたい気持ちを押し殺してはにかむと、僅わずかに藤嶋が大きな瞳ひとみをしばたかせた。

「というか、もうすぐ日の出の時間だよ。向こう少し赤らんじゃってるし、早く行こうよ！」

「分かった、分かった」

　藤嶋にせっつかれながら、境けい内だいの外を目指す。

　境内から出る丹に塗ぬりの二重の門を越こえたとき、藤嶋がほっと長めの息をついた。

「まだギリギリ大だい丈じよう夫ぶって感じだね……」

　その言葉に顔を上げると、遠目に高層ビルの群れが立ち並んでいるのが見えた。

　東の空が朱あかい光をまぶしく放って、明るく白んでいる。

「もう間もなくだな……」

　ここで大丈夫かと尋ねると、藤嶋が微笑して、「うん」と頷うなずいた。

　そこから広がる景色を眺ながめていると、ふと隣となりから小さな笑い声が漏もれてきた。

「…藤嶋？」

　その声のほうを見下ろしてまばたくと、なんでもないというふうに首が横に振ふられる。

「おれの実家でも毎年初はつ詣もうでするんだけど、いつも近所の小さな神社だったから、こんな大きなところでお参りするのってはじめて。……家族以外と来たこともないし、誰かとこうやって生で日の出見るのもはじめてだった。なんか、すごく楽しい」

　照れたように、小さく肩かたをすくませて笑う藤嶋に、諒也は押し黙だまる。

　つ、と小さく息を吸い込んで、宙を仰あおいだ。

「……俺さ、今日もしかしたらお前に避さけられてるのかなーって思ってた」

　気持ちを昇しよう華かするつもりでわざとそれを口にして見下ろすと、案の定、藤嶋はぎくりと肩を揺ゆらした。

「えーっと…、あの…それは……」

　途と端たんにあわあわと口を動かす藤嶋に苦く笑しようして、怒おこっているわけじゃないと、安心させるように頭を軽く撫なでてやった。しゅんとうなだれる藤嶋が、落ち着きなく指を弄もてあそびはじめる。

「ごめん…。避けてたとか、そういうわけじゃないんだけど……」

　微かすかに震ふるえる睫まつ毛げの下の目ま縁ぶちが赤く色づいて潤うるんでいるのを見て、思わず拭ぬぐってやりたいと思った。

「おれ…、どうしたらいいのか分からなくて。誰だれかとつき合うとか…その、こんな、デ…デートみたいな？　とか、もともと全然慣れてないし…。自分でもなんでもっとちゃんと振ふる舞まえないんだって思うんだけど…。ごめん、照れちゃって……。都筑とは…はじめてのことが多すぎて、少し…戸と惑まどってる、かもしれない……」

　デート、という単語が藤嶋の口から飛び出してきて、自然と口元が弛ゆるんできた。藤嶋が自分と同じことを意識してくれていたのだと思えば、全身の血が沸ふつ騰とうしそうなくらい嬉しかった。

　精せい一いつ杯ぱい自分の気持ちを伝えようと必死になってくれている姿にも、愛おしさが増してくる。

　そっと空へと視線を向けて、諒也は微び苦く笑しようした。さりげなく握にぎった手に、藤嶋の瞳がはっと持ち上がるのが分かったが、振り向かなかった。

「……俺もはじめてだ。他ほかの奴やつとこうやって初詣来るの」

「え……？」

「というか俺、ほんとは初詣ってあんまり興味なかったんだよな。だからもう何年も行ってないし、今年だってお前と行けないなら、きっと来なかったと思う」

　急に最初に遡さかのぼった話をはじめた諒也に、藤嶋は大きく目を瞠みはらせて固まっていた。

　そんな様子を横目で窺うかがって、諒也は薄うすく笑った。

「だから──大丈夫。俺もお前と同じだ。色んな気持ちがはじめてすぎて、戸惑ってる」

　相手が藤嶋に変わるだけで、自分が今までしてきた恋れん愛あいなどまるで役に立たなくなった。

　普ふ段だんしないことが妙みように楽しくて、些さ細さいなトラブルで簡単に心が搔かき乱される。

　冷静でなどいられない。自分の気持ち全すべてが、相手の一挙一動に左右されてしまう。

「つづき……」

　藤嶋の淡あわく色づいた冷えた頰ほおに触ふれると、自分の指の熱を感じた。

「ゆっくりでいい。……俺たちのペースで、少しずつ慣れていこうぜ」

　ふるりと震えた藤嶋の濡ぬれた睫毛が光を弾はじいたと思うと、望んだビル街の隙すき間まから暁あかつきの光が溢れ返ってきた。

「────俺は今お前と一緒にいられるだけで、すごく嬉しいから」

　白しろ金がねの光に包まれながら、お互たがいを見つめ合ったままそっと口づけを交かわした。

　薄い身体からだを後ろへ押し曲げて、繰くり返して啄ついばみ合う。次し第だいに深くなっていくキスに、一時して藤嶋がか細く呻うめいて身じろいだ。

　そのまま荒あらい呼吸を繰り返す身体を諒也は愛しい想おもいとともに胸にきつく抱き寄せた。

　弱い力で諒也のジャケットの前を摑つかんだ藤嶋が、微かな声を漏らす。

「…都筑、寒い。早く家に帰りたい……」










　浴よく槽そうの中で動くたびにちゃぽちゃぽと揺れる水音を聞きながら、お湯でしっとりと火ほ照てった薄い身体をそっと引き寄せた。

　向き合う形で大人しく抱き締められている藤嶋は、諒也の伸のばした膝ひざの上に座ったまま、くったりとこちらの胸に全身をあずけてきた。

　お湯の中からぱしゃりと片手を抜ぬき出して、藤嶋の頰を撫でる。

　意図してやっているのか知らないが、恥はずかしそうに瞳を伏ふせる姿が壮そう絶ぜつに艶つやめいて見えた。

　誘さそわれるように顎あごを摑んで、その花びらのような唇に自分の唇を押しつける。

「……ん…」

　小さく鼻から抜けるような藤嶋の声が漏れた。諒也は何度も一方的にそこを啄ばんで、空気を求めて開いてきた唇の隙間に舌を忍しのび込ませた。

　ぱしゃん、と再び耳元で大きな水音が弾はじける。

「嫌いやだよ…お風呂ふろでこんな……」

「お前が寒いって言ったんだろ？」

「でも…こんなところ、落ち着かない……」

「…噓うそつけよ。期待してるくせに。──ほら」

　密着させた身体の間で揺れる藤嶋の劣れつ情じように触れると、すでに硬かたく兆きざしていた。

「あ…っ、やだ……」

「嫌じゃないだろ？　お湯の中でもお前のここが濡れてるのが分かるぞ」

　腰こしが引けた身体を再び引き寄せて、ゆっくりと握ったそこを上下に扱しごいて先せん端たんを指で捏こねてやった。藤嶋が細ほそ腰ごしを揺らめかせるたびに、浴槽からお湯が大量に溢れ出していく。

「ああ、ほら…お前が動くから」

「あっ、あ…っん、…だ、て……っ」

　詰なじるように薄うす紅べに色いろに色づく尖とがりをきつく摘つまみ上げると、その身体が大きく反り返った。

　苦しげに眉まゆを寄せる表情が扇せん情じよう的で、こちらの情じよう欲よくまで煽あおられる。そんな気持ちを強調するように腰の猛たけりを押しつけると、恥ずかしそうに目元を赤く染めた藤嶋が、小さく唇くちびるを震わせて、きゅっと両りよう腕うでを諒也の首に巻きつけてきた。

「…っ、も、…あんまりいじめるなよ……」

　耳の傍そばで漏らされる吐と息いき混じりの声を聞きながら、きつく縋すがりついてくる身体を抱きとめて、震える背中を優やさしく撫でた。

「こんなに好きなのに？」

「っ…」

　諒也はにやりと悪戯いたずらめいて笑って、小首を傾かしげる。

　身を離はなした藤嶋が、複雑そうに歪ゆがんだ濡れた瞳で見下ろしてくる。

「……ばか」

　指の背で頰を撫でると、ふいっと藤嶋の顔が逸そらされた。

「悪かったって。怒るなよ。…じゃあ、藤嶋はどうして欲しいんだ？」

　ん？　と覗のぞき込むと、胡う乱ろんな、まだ機き嫌げんが直っていない様子の眼まな差ざしだけが返ってくる。

　藤嶋の尖らせた唇がぽそりと呟つぶやく。

「…こういうときくらい、前みたいに名前で呼んで欲しい」

　そんないつだって叶かなえてやれる欲よくのないおねだりに、思わず破顔する。

　僅わずかに持ち上がる拗すねた顔の輪りん郭かくを指先で辿たどり、掬すくうような仕草でその唇に触れるだけのキスをした。抱だき締しめると、少しだけ指先に力を込めて応こたえてくれる。

　愛いとおしさが増してきて、耳元で低く「なぁ…」と呼びかけた。

「守里……もう、挿いれてもいい？」

　囁ささやくと、藤嶋の頰がじわじわと真っ赤に染まっていった。やがて、小さくこくりと頷うなずかれる。

　後ろの蕾つぼみに触れると、藤嶋がふるりと全身を震わせた。

　満足に慣らしていないが大だい丈じよう夫ぶだろうかと、中指を数度抜き差ししてみるが、お湯の中にいるせいか、それほど抵てい抗こうなく受け入れられる。

「んっ…、お湯っ…中、あつ───」

　ぐずぐずと蕩とろけはじめる身体を抱き締めて、指を抜いた場所に己おのれの硬い熱を押し当てた。

　藤嶋の腰に手を添そえてゆっくり引き下ろしていく。誘い込むようにうねる内側に息を詰つめて、自身の熱を最奥まで押し進めた。

「あ…ああ…っ、あ…あ……ッ─────」

「う…、んっ…」

　きつい。自分の首に縋りつく藤嶋も苦しげに眉まゆ根ねを寄せていた。

　けれど、繫つながれる瞬しゆん間かんは、いつもどうしようもなく幸せを感じてしまう。

　声を押し殺して痛みを堪こらえている藤嶋に「ごめん」と囁くと、どうして謝るのだと胸を一つ叩たたかれた。

「大丈夫だよ。大丈夫…嬉うれしいから、動いて……」

　震ふるえているくせに、気き丈じように振ふる舞まおうとする藤嶋をただ強く搔き抱いだく。

　何度も好きだと囁きながら、濡れた襟えり足あしに鼻先を擦すり寄せると、藤嶋がほろりと頰を弛ゆるませて微笑わらった。

「おれも、大好き───」

　湯の中から持ち上がった両手が、諒也の髪かみを優しく梳すく。

　柔やわらかく降りてきた唇を受けとめて、舌先を甘やかに絡からませ合う。愛しさと情欲と、言葉にならない想いをぶつけるように、諒也は何度も藤嶋の最奥を突つき上げた。










「なんだそれ？」

　ぎしりとスプリングを軋きしませて、諒也はベッドの縁ふちに腰をおろす。うつ伏ぶせになって、にこにこと満足そうな顔で自分の掌てのひらの中を見つめている藤嶋の手元を覗き込んだ。

　ぶらぶらと揺ゆらす足先に引っかけていたブランケットを下に落として、藤嶋が顔を上げた。

「これさ、結果が良かったからもらってきたんだ」

　差し出された厚さのあるそれを受け取って開くと、おみくじだった。

　神社名とそこのありがたい詞ことばと、各おの々おのの運勢を占うらなった結果でびっしりと埋うまっている。

「……〝大だい吉きち〟」

　見み遣やると、藤嶋がにっこりと頷いた。

「〝このみさとしは、何事も心に叶う兆きざしあり〟だって。なんかお願いしたこと、ちゃんと神様叶えてくれそうな気がする」

「……」

　ほこほこと頰ほおを弛ませて笑っている藤嶋は、どんなことを想おもっているのだろう。

　ふっと唇を綻ほころばせる。……けれど、きっと幸せなことに違ちがいないのだ。

「…そうだな」

　柔らかな髪に指を梳き入れて、前まえ髪がみを搔かき上げたそこに覗いた額に、そっと口づけた。

　やにわに赤面して大きく見開かれた藤嶋の瞳ひとみに、諒也は極ごく上じようの微笑を浮うかべてみせる。

「きっと叶う」

　来年も再来年も、きっとそれより、もっとずっと先まで、変わらない気持ちで傍にいるから。

　─────いつまでも、一いつ緒しよにいられますように。







　あとがき




　初めまして、月舘あいらと申します。

　このたびは拙せつ作さくをお手に取っていただき、本当にありがとうございました。

ちょっぴり天然な流されリーマンが、二人のイケメンに健康を心配される──ではなく、迫せまられるお話、いかがでしたでしょうか？　少しでも皆みな様さまに楽しんでいただけたなら幸いです。




　私のデビュー作である本作は、投とう稿こう作とはまた別で、担当様にご相談に乗っていただきながら、一から作り上げたものです。そして、「整体師」が題材となった今回のお話ですが、私も藤嶋と同様、今まで整体院にお世話になった経験がなく、このお話に決まった段階ではまだまだ作品のビジョンは何も見えておりませんでした。

　とりあえず、「私も藤嶋と同じ経験を！」と整体院に行ってみたり、お正月に初はつ詣もうでと一いつ緒しよに初日の出を見に出で掛かけたりしましたが、現実はうっかりカイロのない整体院に入ってしまったり、日の出よりかなり早く着きすぎて、寒さ凌しのぎに近くの屋台にお邪じや魔ましているうちに気がつけば陽ひが昇のぼってしまっていたりと、だいぶ抜ぬけ抜けでした。

「今年は明るい年になるなぁ…」と、白んだ空を見ながらしみじみ呟つぶやいた屋台のおじさんの顔が未いまだに忘れられません。欲を言えば、もう少し早く教えていただけると嬉うれしかったです…。

　さて、そんな感じに結局作者の経験そっちのけでなんとか完成したこの作品ですが、出版していただくにあたり、担当様や編集部の皆様には、ご多た忙ぼうの中、大変お世話になりました。

　特に、執しつ筆ぴつ中に何度も迷走を繰くり返す私を根気良くここまで導いてくださった担当様には、感謝の気持ちを語り出せば、あとがきのページだけでは足りそうにありません。ご迷めい惑わくばかりおかけしてしまったのに、いつも温かくご指導くださって、いっぱい励はげまされておりました。本当にありがとうございました。まだまだ力不足で不ふ甲斐がいない私ですが、今後いっそう努力して参りますので、どうぞよろしくお願い致いたします。

　また、お忙いそがしい中、イラストを引き受けてくださったこうじま奈月先生。お名前をお伺うかがいしたときは、感動が空回りしてかなり挙動不ふ審しんになっておりました。先生の可愛かわいいイラストで表紙を飾かざっていただけることになって、とても幸せです。本当にありがとうございました。

　そして、今回大好きなルビー文庫で執筆する機会を与あたえてくださった小説大賞関係者の皆様、読者審査員の皆様、大変感謝致しております。ありがとうございました。

　最後に、温かい励ましのメッセージを送ってくれたお友達や、あらゆる面で私を支えてくれた親友のＹ嬢じよう。そして、ここまで読んでくださったあなたへ……いっぱいの感謝を込めて！

　また再び、お会いできます日を祈いのって──。

　　二〇一二年　四月


月舘あいら　　
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